


























ねくろま６。








平坂読





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第五章







「……魔王……トワ・エターニアだって？」

　クオンの言葉に、ソリス達たちは絶句した。

　終戦記念日。

　カドゥケウス市三大名所の一つ『鎮ちん魂こん桜ざくらの丘おか』の地下に広がっていた謎なぞの遺跡。

　死霊術で作られた無数のリビングメイルによって守られたこの迷宮の奥深く。

　そこに隠された部屋があり、マシロの中にあったフラグメント《黄ヨ泉ミ》によって、何故かその隠し部屋の扉は開かれた。

　その中には一人の男が眠って──いや、ミイラ化していた。

　そのミイラにクオンが口づけをすると、なんとミイラは見る間に生気を取り戻し、ついには起き上がったのだ。

　年の頃ころは二十代半ば～三十代／背はソリスより少し高いくらいで瘦そう身しん／少し乱れた長い黒髪／穏和そうな顔立ち。

　黄ばみ、ボロボロになった白装束──死に装束。

　穏やかな微笑ほほえみを浮かべた男は欠伸あくびをしながらクオンに「おはよう」と言った。

　クオンは涙を拭ぬぐって微笑ほほえみを返してこう言った。

「おはようございます。魔王……トワ・エターニア様」

　と。

「クオン、その男は一体……」

　ソリスが擦れた声で尋ねると、クオンはハッと表情を硬くして、男をかばうように彼の前に立った。

「お気をつけください魔王様！　デューマ・アレクサンドロです」

　憎々しげに言うクオン。

「へえ？」

　魔王と呼ばれた男は、相変わらずの柔にゆう和わな表情を浮かべたままソリスを値踏みするように見つめた。

　どこか底知れないものを感じる漆黒の瞳ひとみに見つめられ、ソリスは思わず身じろぎする。

「ふむ……へえ……」

　男は何故か、少し唇の端を吊つり上げて笑った。

　そして、

「落ち着きなよクオン。彼はデューマくんではないよ」

「しかし魔王様……！」

「ほら、よく見てごらん。たしかに顔つきはちょっと似ているけど、デューマくんよりも若いし、髪型もおしゃれさんだ。デューマくんはほら、アレだったろう？　僕のように髪の毛ボサボサでフケだらけで髭ひげボーボーのムサいあんちゃんだっただろう？　クオンだって不潔不潔って嫌がってたじゃないか」

「あ……」

　落ち着いた口ぶりの魔王の言葉で、クオンは目を細めソリスを凝ぎよう視しした。

「…………た、たしかに。デューマ・アレクサンドロよりなういいけめんですし、体臭もキツくありませんでした。むしろいい匂においでした」

　デューマ・アレクサンドロ。

　言わずとしれたソリスの先祖であり、三百年前、英雄ルザルカ・ヴァーミリオンとともに魔王との決戦に参加した稀き代たいの死霊術師。

　そのデューマについてまるで直接見たことがあるかのように話す男とクオンに、ますますソリスの困惑は深まる。

「しかし魔王様、あの杖つえは……」

「ん？」

　男の視線がソリスの持っている杖に向けられる。

　この遺跡で発見した、蛇が巻き付いている大きな杖。

　驚くほどソリスの手に馴な染じみ、ランクＳクラスの強力な死霊術をも使える謎なぞの杖つえ。

「ややや、たしかにアレは蛇じや杖じよう《アスクレピオス》！　デューマくん自慢のカスタム魔法杖ウイザーズロツドだね」

　聞き覚えのある名前──蛇杖《アスクレピオス》。

　デューマが愛用したという杖で、魔王との決戦の際に失われたとされ、名前だけが現在まで伝わっている。

　男はソリスの目をまっすぐに見つめる。

「少年、キミの名前は？」

「ソリス……アレクサンドロ」

　戸惑いながらもソリスが素直に答えると、

「アレクサンドロ……ということは、キミはデューマくんの子孫か！」

「……たしかにデューマ・アレクサンドロは俺おれの先祖だ。三百年前の」

「三百年！」

　男が目を丸くした。

「ということはここは三百年後の世界なのか……ずいぶんと長く死んでいたみたいだね」

　妙に楽しげに言う。

　死んでいた……ということは、やっぱり今のは生き返ったのだろうか。

　目の前で起きたこととはいえ、信じられない。

「あんたは一体なんなんだ？　それにクオンも……」

「ん？　僕の名前はトワ・エターニア。生きてた頃ころは『魔王』なんて呼ばれてたけど、やっぱり今の若い子は知らないのかな、はっはっは」

「いや、知ってはいるけど」

　信じられない。

「……本当に、アメツチ王国伽が藍らん朝第十四代国王、トワ・エターニアなのか？」

「伽藍朝？　ああ、歴史上はそんな名前で呼ばれてるんだね。当時は特になんとか朝なんて名前はなかったんだけど。その呼び名は第一代国王にあたる僕のご先祖が敬けい虔けんなフツ教徒だったことに由来するのかな？　興味深いね。ちなみに僕がエターニア王家の十四代目国王というのは事実だよ」

　……現実味がない。

　なんで伝説の魔王が目の前に。

　しかもなんかフレンドリーに喋しやべっているし。

　が、それよりも気になることが一つ。

　自分の目的──マシロの蘇そ生せいに関わるかもしれない重大事項。

「だ、だったらクオンはなんなんだ？　ミイラ化していたあんたを……生き返らせた」

「あー、《賢者の石》ってわかる？　クオンはそれの本体っていうかコア？　なんかそんな感じなんだよ」

　トワがあっさり言うと、クオンは淡々と、

「フラグメント№１──《久ク遠オン》です」

「……！」

「やはり人型フラグメント……！」

　絶句するソリスの後ろで、シズが微かに声を漏らした。

　シズとロジャーとマシロは、ソリス達たちのいたフロアにあとからやってきた。

（……人型フラグメント……そんなものもあるのか）

　驚きつつ、

（だが、これではっきりした……！）

　フラグメントには、死者を蘇よみがえらせる力がある。

　上位ナンバーほどより有り得ない奇蹟を起こすというフラグメントの、№１。

　目の前の少女こそ、ソリスが求めていたものだったのだ。

「なあクオン、お前の力で──」

　と、そのとき。

　マシロがソリスの横に進み出てきた。

「マシロ？」

　ノートになにやら文字を書くマシロ。

【あのう】

　トワに向けてノートを広げる。

　トワは興味深そうにマシロを見て、

「ん？　これはなかなか見事なスケルトンだね。君が作ったのかい？」

「はあ、まあ……」

「ほほう、さすがデューマくんの子孫だ。で、なんだい骨子ちゃん」

　マシロは続ける。

【非常に言いづらいことなのですが】

「うん」

【はみ出てます。内臓が】

「え？」

　トワ、そしてソリスとクオンの視線が、トワの腹部へと移る。

　……はみ出ていた。

　ボロボロの白装束の切れ間からのぞく、腐敗した肉。

　黒ずんだ血がじわじわと黄ばんだ白い布を浸食している。

　肉を破ってでろりと体外へ伸びているのは、これまた黒ずんだ腸だった。

「ぎゃっ」「うげ!?」

　短い悲鳴を上げたのはトワ本人とソリスだった。

「くっ、やはり今の私では完全な蘇そ生せいは不可能ですか……！」

　焦燥の色を浮かべてクオン、躊躇ためらいもなく自分の纏まとっていたマントを脱ぐとそれを包帯代わりにトワの腹部に巻き付けた。

「どうやら今の僕は生き返ったわけではなくゾンビのような状態みたいだね。道理で立ってるだけで辛いのに脂汗一つかかないわけだ、はっはっは──ぐげぼぉっ」

「うわっ」

　いきなりトワが白目を剝むいて腐敗した血と胃液しかないゲロを地面にぶちまけた。

「魔王様っ！」

　倒れそうになるトワの身体からだをクオンが支える。

「いやいや失敬、この僕としたことが」

　トワが服の袖そでで口元を拭ぬぐう。

「ゾンビ……か……」

　外見は普通の人間なので、あまり恐怖は感じない。

　恐怖より落胆の方が遥はるかに大きい。

　ゾンビ＝アンデッド。

　ようやくスケルトンのマシロを人間に戻せると思ったのに。

　トワはマシロと違って自由に喋しやべることが出来るようだが、マシロの方はフットボールが出来るくらい元気いっぱい（？）だ。

　むしろマシロの状態の方がマシなように思える。

「魔王様、必ず私が元気にしてさしあげます……！」

　クオンが決意を込めた声で言い、そして敵意を込めた眼差しでソリス達たちの方を睨にらむ。

「憎きデューマの子孫……そして……私の欠片フラグメント達……好都合かもしれませんね……」

「……？」

　戸惑うソリス達の前で。

　全裸のクオンは、いきなり自分の胸元に手を突っ込んだ。

「ええっ!?」

【なにをしているんですかクオンちゃん！】

　驚くソリス達の前で、顔色一つ変えず、音もなく、血も流れず、クオンの手はずぶずぶと胸元へと入っていく。

「は……ぁはぁ……ンっ」

　妙に艶つやのある声を漏らすと、クオンはずぼっと勢いよく手を引き抜いた。

　体内から取り出されたその手には、直径三十センチほどの、無色透明のガラス玉のような球体が握られていた。

「クオンえもん、なんだいそれは？」

　トワが冗談っぽい口調で尋ねると、クオンは淡々と、

「フラグメント№２──《世界》です。魔王様、暫しばしご不便をおかけいたしますがお許しください」

　言うが早いか、クオンは透明な玉にそっと口づけをした。

　すると玉の中心に銀色の炎が灯ともり、炎はやがて大きくなり部屋中を銀の光で満たした。

「なんだこれ!?」

　不思議な銀色の光──眩まぶしくはない、しかし視界が銀に染められて何も見えなくなる。

「せ、先パイ、どこですかー!?」

「一体何が起こっていますの!?」

　メイとキャロルの戸惑いの声が聞こえる。

　ほんの数秒で部屋は完全に銀に満たされ──そしてすぐに銀の光はだんだん薄くなり、また数秒で完全に消えた。

　正常に戻った室内。

　しかしそこに、クオンとトワの姿はなかった。












「消えた……」

「……不覚。視覚を封じられたとはいえ、瀕ひん死しの男を連れての逃亡に気付かぬとは……」

　アイザックが悔しそうに言う。

「……気になるのはフラグメント《世界》……まさか……」

　シズが小さく呻うめく。

「どうかしたのですか、カイゼルねえさま」

「……いえ、まずは外に出ましょう」

（……カイゼル？）

　ゲルニカの言葉にソリスは引っかかる。

「カイゼルってことは、まさか店長がマシロを狙ねらってきた組織のボスってことですか？」

「そうなりますね」

　あっさりと頷うなずくシズ。

　カイゼル・ファウスト。

　ロジャーやアンジェラス三姉妹を雇いマシロからフラグメントを奪おうとした組織のボスにして、シェンファやゲルニカにフラグメントを埋め込んだ狂気の魔道士ハロルド・ファウストの実子──まさかシズがその本人だったとは。

「……というか、ニカから聞いていなかったのですか？　とっくに知られているものだとばかり……」

「聞いてません」

「ソリスお兄ちゃんはホーリーを黒幕だと勘違いしているようだったので、そのまま訂正しませんでした」

「そうだったのか……」

　意外とあなどれない幼女だった。

「依頼人の正体を隠してくれたのですか、偉いですねニカは。あっさりとホーリーの名前をゲロってくださりやがりましたそこの駄男ロジヤーとは大違いです」

　シズは微笑ほほえんでゲルニカの頭を撫なでる。

「えへへ、私はこれでもプロですから」

　はにかむニカ。

「ふふ、やっぱり可愛いですねニカは。なでなで」

「はふぅん……ねえさまぁ……」

　血の繫つながりはないらしいが、その光景は本当に仲の良い姉妹のようだった。

「ふん、いつまでやっているつもりだ。さっさと外に出るのではなかったのか」

　シェンファが不機嫌そうに言った。

　どことなく拗すねているようにも見える。

「おや、シェンファも撫なでてほしいのですか？」

「そ、そんなわけないだろう！　子供扱いするな馬ば鹿かめ！」

　そう言うシェンファは、生徒会室で偉そうにふんぞり返っているときよりもずっと子供っぽかった。





　　　†






　とりあえず一行は隠し部屋を出た。

「……あれ？」

　みんなが怪け訝げんな顔をする。

　つい数分ほど前、ソリス達たちはこの場でリビングメイルの大群と激戦を繰り広げた。

　しかし不思議なことに、倒されたリビングメイルの残ざん骸がいがどこにもないのだ。

　ソリスの作り出したリビングメイル達もいつの間にかいなくなっていた。

「クオン達だけじゃなくて、リビングメイルまで消えてるなんて……」

「ちょっと寄り道するぞ」

　シェンファが広間の東側──マントや蛇の杖つえがあった部屋に続く通路へと歩き出した。

　……通路を閉ざしていた扉もなかった。

　シェンファに続いてソリス達も小部屋に入る。

「消えてますね……何もかも」

　部屋には何もなかった。

　リビングメイルの素材だった武器や鎧よろいも、魔石や杖も、それらが入っていた木箱や棚すら、全て消えていた。

「ふむ……」

「……やはりここは……」

　戸惑う一行の中で、シェンファとシズだけが何か思い当たることがあるようにため息を漏らした。

「何かわかったんですか？」

「……とりあえず遺跡から出るぞ」

　ソリスの問いに答えず、シェンファはすたすたと部屋を出た。





　　　†






　シェンファを先頭に来た道を戻る一行。

　目指すは旅館の温泉にぽっかり開いた、ソリス達の落ちた大穴。

　まるで迷宮のように分岐が多くて複雑な構造だが、シェンファは来た道を完全に覚えているらしく迷いなく歩いていく。

「……そういや、よく俺おれ達たちと合流できたよな。こんな迷路みたいなところで。助けに来てくれたのは嬉うれしいけど、迷子になったらどうするつもりだったんだ」

　ソリスが言うと、

【ソリスくんのいるところはなんとなくわかりますから平気でしたよ】

「あー、そういうことか」

　スケルトンは、製作者の魔力を感じ取ることができる。

　特にマシロは、遥はるかレンデアの町からカドゥケウス市にいるソリスを見つけ出せるという他のスケルトンとは桁けた違ちがいの性能を持っているから、地下迷宮の中でソリスを追跡することすら可能なのだろう。

　リビングメイル達はみんなソリス達を追いかけていたようだし。

「あのー先パイ」

　後ろからメイが不満げな声で言った。

「なんかわけがわからないんですけど、どうなってるんですか？　クオンちゃんはどこに行っちゃったんですか？　あの棺ひつぎに入ってたミイラだかゾンビだかの人はなんなんですか？　なんか自分で魔王とか言ってましたけど」

　続いてキャロルも、

「わたくしも教えていただきたいですわ。この遺跡は何ですの？　どうして会長とアイザック様が戦っておられましたの？　マシロさんの頭から放たれた光で扉が開いたように見えましたけど、マシロさんは一体何者ですの？　ソリス様があのような強力な死霊術を使えるのはどうしてですの？」

　投げかけられる数々の疑問に対しソリス、

「……まあ、気にするな」

「気にならないわけないです！」

「ゾンビ娘の言うとおりですわ！」

　当然だが納得してくれない。

　しかしメイとキャロルとヒカリは、《賢者の石》を巡る戦いとは無関係の一般人だ。

　教えれば、彼女達を厄介なことに巻き込んでしまうことになる。

　ソリスはガシッとメイの両肩に手を置いた。

　真まっ直すぐに彼女の碧あおい瞳ひとみを見つめる。

「な、なんですか先パイ？」

　顔を赤らめるメイに、ソリスは真剣な顔で、

「俺を信じてくれ」

「わ、わかりました……」

　ぽーっとして答えるメイの肩から手を放し、今度はキャロルに向き直る。

「な、なんですの」

　ソリスはメイのときと同じように肩に手を乗せ、今度は優しく微笑ほほえみかけた。

「さっきの戦いは凄すごかったな。さすがキャロルだ。君がいなければ俺おれ達たちの命はなかった。ありがとう」

　キラーン（歯が光る擬音）。

　手を放す。

　キャロルはしばらく呆ほうけた顔をしたあと、高笑い。

「おーほっほっほっほっほ！　当然ですわわたくしの実力をもってすればあの程度！」

「ああ、その調子でこれからも頑張ってくれ！」

「ふっ！　言われずともわかっておりますわ！」

　上機嫌になるキャロル。

　次はヒカリ。

　肩に手を置く。

「せ、せんぱい……」

　頰ほおを赤らめ、潤んだ目で見上げてくるヒカリ。

「えーと……アレだ。君は……強く生きようぜ！」

　キラーン（歯が光る擬音）。

「な、なんか私だけ微妙なことを言われた気がしますよ!?」

「気のせいだ」

「ううぅ……やっぱり私はしょせんゴミ虫なんです……ゴミ虫なのでせんぱいに事情を聞く権利なんてないんです……」

「わかってくれればそれでいいよ」

「うわーん、肯定しないでくださいよぉ！」

　なんとか誤魔化せた……気がする。

「さて、先を急ぐか」

【ソリスくんのすけこまし……】

「お兄ちゃんの外道……」

「女心を利用するなど……許せませんね……」

　何故かマシロとゲルニカとシズが非難してきたけど気にしないことにした。

　ともあれ、一行はさらに出口目指して歩く。

　リビングメイルと出くわすこともなく、順調に進んでいく。

　と、

「ぐふふ」

　最後尾にいたロジャーがいきなり下品な笑い声を漏らした。

「どうしたんですか？」

　ロジャーの隣を歩くゲルニカが首を傾かしげる。

「いやなあ……いい眺めだなあと思ってよう」

　下卑たニヤニヤ笑いを浮かべ、前を歩く者達たち──具体的にはヒカリとメイとキャロルへと視線を向ける。

　少女達は半分にカットされた短いマントを身体からだに巻いただけの、身体のラインがくっきりと浮き出ている上に、ちょっと動くだけで色んなところがチラチラしてしまうという、非常に危険な格好で歩いていた。

「ど、どこを見ているのですかこの駄おっさん！」

　ぽかぽかとロジャーの背中を叩たたくゲルニカ。

　ロジャーは特に堪こたえた様子もなく、

「いやー眼福眼福。なんちゅうエロい格好してやがんだげへへ。特にあの金髪のねーちゃんの尻しり、げへへへ……黒髪のもなんか肌すんげえ白くてぴっちぴっちだしよう、赤髪のねーちゃんの脚もなんだあれ、モデルばりにほっそくてきれーだなあぐひひひひ」

「わ、私だって同じ格好をしていますっ！」

　ゲルニカも身体に小さなマントだけだった。

「あ？　あー、そうだな」

　ロジャーはゲルニカの上から下へ視線を動かす。

　ゲルニカは頰ほおを赤らめ、何を思ったかマントの前を大胆にはだけ、裾すそも持ち上げて脚の露出をアップさせる。

「うふーん。あはーん。ちらっ（棒読み）」

「ん、なんだ寒いのかニカ。ほれ」

　ゲルニカの悩殺ポーズに眉まゆ一つ動かすことなく……というか悩殺ポーズだと気付くことすらなく、ロジャーは自分の着ていたコートを脱いでゲルニカの肩にかけた。

　ゲルニカは頰を膨らませ、

「うう～、そうではありません！　そうではありませんが……！　く……っ」

　マントを脱いで代わりにコートに腕を通す。

　ぶかぶかのコートはゲルニカの身体をすっぽりと覆ってもなお余りがある。

「ふんっ、なんという臭いコートでしょう。こんな臭いコートを女の子に着せるなどまったくロジャーは本当に駄目なおっさんですぷんすか…………えへへ」

　コートの裾を地面に引きずって歩きながら、ゲルニカは顔を幸せそうにむにゃむにゃと動かした。

「……ソリス様」

　ソリスのすぐ前を歩くシズが、頰ほおをひくつかせながら小声で言う。

「……なんでしょう」

「……近いうちにロジャーを抹殺する際には協力していただけますか？」

「……喜んで。俺おれもそろそろ本気であのおっさんからニカを引き離さないと駄目だと思っていたところです」

【マシロおねえちゃんとしても、ロジャーさんはニカちゃんの教育によろしくないと思います】

　マシロもロジャーの抹殺計画に同意した。
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　結局一度もリビングメイルに遭遇することなく、温泉へと繫つながる穴へと辿たどり着いた。

　……正確には、穴があった筈の場所へ。

　穴はなかった。

　シェンファの強力な魔道具により開けられた大穴はどこにもなく、他のフロアと変わらない天井があるだけだった。

「……会長、もしかして道を間違えたってことは」

「ソリス。この私がそんなヘマをすると思うか」

「……思いません」

　性格はアレで今は体調も崩しているとはいえ、シェンファの頭脳は健在。

「……落ちてきたのはここで間違いない」

「ええ、その通りですわ」

　アイザックとキャロルもそう言った。

「他の出口を探すしかないですね」

　シズが言う。

　かくて、再び地下迷宮の探索が始まった。





　　　†






　時計がないのでどれだけ歩き続けたかはわからない。

　多分、穴のあった場所を発ってから軽く三時間くらいは経っていると思う。

　アイザックとシェンファを先頭に、キャロルヒカリメイの三人娘、ソリスとマシロとシズ、最後尾にロジャーとゲルニカが続く。

　分岐が多く、東に行ったり西に行ったり南に行ったり北に行ったり、本当に進んでいるのかすらよくわからない。

　シェンファやキャロルの記憶力、アイザックの優れた距離感や方向感覚のおかげで同じところをぐるぐる回っているだけという最悪の状況にはなっていない筈はずだが、さすがに疲れてくる。

　今日は色んなことがありすぎて精神的にも参っている。

　出口を探して迷路のような遺跡を彷徨さまよい歩く──遺跡の広さも不明だし、そもそも出口がちゃんとあるのかどうかすら不明。

　もしも出口が土砂などで埋まっていたりしたら。

　また、もしもリビングメイルに遭遇したりすれば。

　ロジャーとシズ以外は全員ほぼ無防備状態で、しかもこの二人は戦力的にはアテにならず、ソリスの持っている杖つえは死霊術専門で死体がなければただの鈍器。

　足取り重く、言葉少なに進む一行。

　ここは今街のどのへんなのだろう。

　方角と歩いた距離からなんとなく算出すると、温泉地である鎮ちん魂こん桜ざくらの丘おかを越え、そのさらに北方、エスカレナ火山あたりに到達していてもおかしくはない気がする。

「あー……疲れたぜえ……」

　真っ先にへばったのは駄目なおっさんだった。

「なんで俺おれ様がこんな辛気くせえ遺跡をうろつかなきゃなんねえんだー」

「つーか、あんたはほんとに何でいるんだ」

　ソリスが訊きくと、

「ああ？　そこのメイドがニカの泊まってる高級旅館に行くって言うからよう。ついてけば他人の金で美味い飯が食えると思ったからに決まってるだろうが」

「な……！　わ、私を心配してきてくれたのではなかったのですか!?」

　ニカが怒ってロジャーの臑すねを蹴ける。

「いてえっ！　臑はやめろ臑は！」

「……下品な男ですわね……非常に不快ですわ」

「ていうかずっと気になってたんですけど、そもそもこの眼帯のメイドさんとおじさんは誰だれなんですか？　シズさんって人の声、なんとなく『ストロベリーフィールド』の元オーナーの声に似てるような……」

「えへへ、おじさんからは私以上のゴミ人間臭がするのでちょっとだけ穏やかな気持ちになれます……下を見て安心するなんて自分のクズっぷりに反へ吐どが出ます私もう死んだ方がいいですよね」

　シズやロジャーのことを知らない三人娘が口々に言う。

　と。

「……風だ」

　三さん叉さ路ろの中央で、不意にアイザックが立ち止まった。

「……空気が流れ込んでいる」

「空気？」

　ソリスも意識を集中してみるが、特に何も感じられない。

「……こっちだ」

　淡々と分岐の一つを選んで迷いのない足取りで歩き出す。

「ふん、貴様の野性の感覚なら確かなのだろう」

　シェンファがそれに続く。

　前方に伸びるのは、少し上り坂になっている長い通路。

「行き止まりに見えるけど……」

　百メートルくらい先に壁があって、横道なども見当たらない。

　しかしアイザックとシェンファは構わず歩き続ける。

　訝いぶかりながらも仕方なくソリス達たちはあとに続く。

　坂道を上るにつれ、行き止まりの壁がはっきり見えてくる。

「壁……じゃない!?」

　他の床や壁と同じように大理石のような材質で造られ、光る苔こけが生えているが、その中心に一筋の非常に細い縦線が入っているのが見えた。

　その線の所々からは、苔のものではない光が差し込んでいる。

　扉だった。

　しかし光が漏れているとはいえ、いくら集中しても肌に風を感じることはできない。

「ほんとに野性だなあ……なんか妙な器官でもあるんじゃないか？」

　アイザックの超人的な感覚に驚きつつ軽口を叩たたくソリス。

　出口が見つかったことで少し気が緩んだ。

【でもこの扉、どうやって開けるんですか？】

　とマシロ。

「ふむ……まあ、中から開けられないわけはないだろうと信じたいが」

　シェンファが言って、扉に近付いて調べる。

　ソリスも扉に近付いて観察。

　鍵かぎ穴あなや取っ手のようなものは見当たらない。

　光が漏れているとはいえ何かを突っ込んでこじ開けるのは無理っぽい。

（いっそ蹴け破やぶるのも……）

　そう思った矢先、視界の隅に苔とは異質の光がちらついた。

　直径三センチほどの水晶のようなものが壁に埋め込まれている。

　何気なく手をかざすと、水晶は青白い光を放つ。

　そして、

　ゴココココココ…………────

　重々しいというほどでもない音を立てて、ゆっくりと左右の扉が壁面の中へとスライドしていく。

　眩まぶしいオレンジ色の夕陽が、薄暗かった遺跡の内に差し込む。

　ソリスは目を細め、

「ふー、やっと出られ──……え？」

　違和感に気付き、歓喜の声を吞のみ込こむ。

　眩しいオレンジ色の夕陽。

（今は何時だ!?）

　遺跡に落ちてしまったのが、大体夜中の十時くらいだったと思う。

　かなりの時間を遺跡の中で費やしたとはいえ、さすがに翌日の夕方になっているというのはありえない。

　ありえないが……視界の端から赤々とした光を注いでいるのは紛れもなく太陽。

　外に出て、さらに周囲を見回して────絶句。

「「な……!?」」

【ここはどこでしょう……？】

　ソリス達たちが出てきたのは、どうやら山の中のようだった。

　ごつごつした岩しかない禿はげ山やま。

　傾斜はそれほどでもなく、ついさっき上ってきた遺跡の坂道より少し険しい程度。

「エスカレナ火山……か？」

　エスカレナ火山＝カドゥケウス市の北方に位置する火山であり、市内に湧わき出る温泉の源泉でもある。

　鎮ちん魂こん桜ざくらの丘おか──正式名称エスカレナ丘陵の地下に広がる迷宮は、こんなところに繫つながっていたらしい。

　山中とはいえそれほど高い場所ではないようだが、地続きで繫がる鎮魂桜の丘、そしてカドゥケウス市の街並みが見渡せる。

　見渡せる、筈はずだった。

「……ここ本当にエスカレナ火山か？」

　自分で言って不安になる。

　記憶にある地形的な特徴はほぼ合致。

　だが、だが『あれ』は……、

「……山の反対側に出ちゃった、なんてことはないかな？」

　引きつった表情で、誰だれにともなく問うソリス。

　するとシェンファが淡々と、

「……ないな。エスカレナ火山の三方は他の山とほぼ隣接している。丘が見えるという時点で……『あれ』は、間違いなくカドゥケウス市だ」




　街は焼け野原になっていた。




　遠眼にもはっきりとわかる。

　だって、

「……街が………く、黒い………？」

　メイの悲鳴を吞のみ込こむような声。

　色鮮やかな店の並ぶ通りも、近代的なアパートも、世界最高峰の学園都市という称号に相応ふさわしい、王立トリスメギストス魔道学院をはじめとした豪ごう奢しやな城やらどこぞの神殿やら古アメツチ様式の城やらを思わせる様々な趣向を凝らした数多くの特徴的な学校も、何もなかった。

　何もかも、破壊し尽くされ焼き尽くされたあとにしか見えなかった。

「な、なんなんですかあれ、なんなんですかあれせんぱいほんとに！」

　ヒカリが泣きそうな顔で尋ねてくるが、ソリスにも答えられない。

　頭の中がこんがらがって何も言えない。

「……落ち着いてください皆さん。恐らくここは現実世界ではありません」

　淡々としたシズの声に、ソリスは目を見開く。

「……現実世界じゃない？」

「どういうことですかカイゼルねえさま」

　ゲルニカが尋ねると、

「遺跡にてクオン・エターニアが使ったフラグメント№２《世界》──父様の残した研究データによれば、それは異空間を作り出し、その中に対象を閉じ込めるという能力を持つようです」

「フラグメント《世界》……つまり、あの街は現実のカドゥケウス市とは何の関係もないってことですか？」

「はい。まあ、まったくの無関係というわけではなく、現実の世界を元にして造られているようですが」

「なるほど……」

　よく見れば鎮ちん魂こん桜ざくらの丘おかにある筈はずの数多くの温泉宿もないし、そもそも桜の樹が植えられていなかった。

　……ともあれ、長年住んできた街が無事でよかった。

　ホッとするソリスに、

「ホッとしている場合ではないぞソリス」

　シェンファに言われ、ソリスはハッとする。

「あ……！」

　自分達たちは異空間に閉じ込められているという緊急事態なのだ。

　たしかにホッとしている場合じゃない。

「ど、どどどどどどーすんだよおい！　ったくとんだとばっちりだぜもちろんちゃんと出られるんだろうなあおいこら！」

「うるさい男ですね……私が知るわけないでしょう……」

　小者感丸出しで慌てふためくロジャーにシズは鬱うつ陶とうしそうな顔。

　……ホッとしている場合ではないが、ああいうのはみっともないのでやめようとソリスは心に誓った。

「で、店長。ホントに出る方法に心当たりはないんですか？」

　シズは淡々と、

「……まあ、術者……つまりクオン・エターニアに頼んで戻してもらうか、《世界》を奪い取って自分のものにしてしまうか、破壊するか、でしょうね」

「……でも肝心のクオンがどこにいるのかが不明、と」

「ええ。恐らく現実の世界のように無限に広がっているわけではなく、言ってみれば箱庭のような限られた空間でしょうが……」

　たとえこの世界が今見渡せる範囲だけだったとしても、街一つぶんというのは人間一人を捜すにはあまりに広い。

「それでも捜すしかない、か……」

　嘆息。

　と、そこで不満そうに頰ほおを膨らませているメイ達三人娘に気付いた。

　六つの目がじっとソリスを見つめ説明を求めてくる。

「う……」

「……先パイ」

「……せんぱい」

「……ソリス様」

「ええと……フッ」

　キラーン。

　とりあえず遺跡でやったように歯を光らせて微笑ほほえんでみた。

「……先パイ」

「……せんぱい」

「……ソリス様」

　効果はありませんでした。

（……仕方ないか……）

　遺跡から脱出したら彼女達たちには帰ってもらおうと思っていたのだが……こんな状況ではさすがに何も説明しないわけにはいかないだろう。

　それにソリス自身、シズやアイザックやシェンファに聞きたいこともあったし。

　シズの方をちらりと見る。

「……」

　無言で頷うなずくシズ。

　次にシェンファの方を見ると、

「……ま、とりあえず状況の把握に努めるとしよう」
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　ソリス達は情報の整理がてら、メイ達三人娘に、自分達が今置かれている状況を説明した。

　ついでに、シズやアイザックからの補足情報も聞く。

　最初に話したのはソリスの目的──スケルトンとして蘇よみがえった幼なじみのマシロを生き返らせるために《賢者の石》の欠片フラグメントを探していたこと。

　マシロの中にはフラグメントの一つがあること。

　メイとヒカリも働いていた喫茶店のオーナー、ミセス・ゴールドの正体がシズで、ゲルニカ、ロジャー、アンジェラス三姉妹はシズの命令でマシロを狙ねらっていたこと。

　シェンファとゲルニカはシズの父親ハロルド・ファウストによって体内にフラグメントを埋め込まれた人造魔道士ホムンクルスであること。

　アイザックはかつて敗北を喫したシェンファと戦うために彼女に従っていたこと。

　シェンファの命が残り少ないこと。

　クオンの正体はフラグメント№１《久ク遠オン》であり、その目的は他のフラグメントを回収し完全な《賢者の石》になることであること。

　クオンがシズと交戦したとき、シズが使ったフラグメント《灰》の『フラグメントの力を抑制する』という力により記憶喪失になってしまったらしいこと。

　記憶を失ってもなお主人である『魔王』を求める心は失われず、たまたま学校で『魔王』の称号を手に入れていたソリスのことを自分の尋ね人である本物の魔王トワ・エターニアと勘違いしたこと。

　記憶を取り戻したクオンが遺跡の隠し部屋に眠っていた本物のトワ・エターニアを蘇よみがえらせたこと。

「…………すごい話ですわね……」

　大まかな話が終わると、キャロルが呆ぼう然ぜんとした顔で言った。

　メイとヒカリも困惑している。

　無理もない。

　伝説の《賢者の石》に三百年前の魔王。

　どう考えても一介の学生の手に負えるわけがない話をいきなり聞かされても、どうしたらいいかわからないだろう。

　シェンファの寿命やアイザックの目的など、ソリス自身も受け止めきれてないし。

「…………」

「…………」

「…………」

　押し黙る三人にソリス、

「……関係ないのにこんなことに巻き込んで悪かったよ。お前達たちは俺おれが絶対に、元の世界に返してやるから。しばらくの間我慢してくれ」












「む～……」

　固い決意の込められたソリスの言葉にも、三人は微妙な顔をしたままだった。

　……だが今は、信じてもらうしかない。

　彼女達たちを気にかけつつシズに向き直り、

「ところで今さらなんですが、あの男──トワ・エターニア、本物だと思いますか？」

　シズは無表情で淡々と、

「……《賢者の石》であるクオン・エターニアがそう言うのですから、恐らく本物なのでしょう」

「なんでカドゥケウス市の地下遺跡なんかに魔王の遺体が安置されてたんでしょう」

「さあ。父様の研究にも、魔王の遺体の行方に関する記録はありませんし」

「……ソリスよ。むしろ貴様こそあの遺跡について何か知っているのではないか？」

　シェンファが言う。

「俺おれが？」

「うむ。あの遺跡にリビングメイルを配置したのは貴様の先祖──それもデューマ・アレクサンドロだという可能性が高い。トワの話では貴様が持っているその杖つえは記録に名前だけが残っている蛇じや杖じよう《アスクレピオス》らしいし、魔王の遺体が隠し扉の奥に安置してあったこと、それにその隠し扉を開けるための鍵かぎがアレクサンドロ家の持っていたフラグメント《黄ヨ泉ミ》だったことも、それを裏付けている」

「な、なんで俺のご先祖様が魔王の遺体を遺跡に隠すんですか？」

「だーかーらー、それについて子孫の貴様は何か知らないのかと聞いているのだこのボンクラめ」

　ソリスは自分の記憶から、魔王に関することを掘り起こそうとした。

　しかしすぐに諦あきらめる。

「……残念ですが、俺には何もわからないですね……そもそもフラグメント《黄泉》だって倉庫の中に放置されてたのを俺が偶然見つけただけですし、父さんや母さんも知らなかった可能性が高いです」

「倉庫に放置……くくく、いい加減な家だなまったく……仮にも歴史に名を残す《賢者の石》の欠片フラグメントだぞ。ハロルドが知ったら激怒していただろうな」

「すいません……」

　別にソリスには何の責任もないのだが、なんとなく謝る。

「謝るな。ハロルドが己の人生を賭として探し出そうとしていたものがゴミ同然の扱いを受けていたことがなんとも皮肉で愉快だっただけだ」

　まったく愉快そうな様子もなくシェンファは嘆息し、

「ま、死霊術師が死体を隠す理由など、正直一つしか思い当たらないのだがな」

「……」

　ソリスは押し黙る。

　シェンファが何を言おうとしているか察したのだ。

「？　理由とは？」

「素材だ。アンデッドの」

　シズが問い、シェンファが答える。

　アンデッドの能力は、製作者の能力だけではなく、材料となる死体にも左右される。

　死体となった人物が、若くて健康で、そして魔力が強ければ強いほど、より強力なアンデッドが作れるのだ。

　あまり直視したくはない、死霊術の負の側面。

　かつては優れた素材を手に入れるために人を殺す死霊術師もいたという。

　デューマ・アレクサンドロと並んで有名な死霊術師にして魔道犯罪史上に名を残すガイスト・ラドラムなどは、良質な素材を手に入れるため百人以上の若く優秀な魔道士達たちを殺害したという。

　魔王と称されるほどの卓越した魔道士であるトワ・エターニアの死体は、アンデッドの素材としては最高のものだと言える。

「……やっぱりそうなのかな……俺おれのご先祖様は……昔の俺の目標だった人は、アンデッドの素材にするために魔王の死体を隠したのかな」

【まだそうと決まったわけじゃありませんよ】

　暗い気持ちになるソリスにマシロが言った。

「でも……」

【ただの材料を、わざわざ白装束を着せて棺ひつぎの中に入れたりしません】

「……！　言われてみれば……」

　トワのミイラは、材料ではなく遺体として丁重に扱われていた気がする。

　まあ、最高のアンデッドを作る日まで最高の素材をしっかり保存しておきたかっただけなのかもしれないが。

「ありがとうマシロ。少し気が楽になった。ま、とりあえず今はご先祖様のことより現在のことを考えないとな」

　ソリスは少し無理をして笑みを作る。

「……で、これからどうしますか？」

「まずは街へ向かおう。廃はい墟きよになっているように見えるとはいえ、まともに何らかの手がかりが残っていそうなところなど街しかない」

「そうですね……じゃ、日が暮れないうちに出発しますか」

　シェンファの言葉にソリスが頷うなずいた、そのときだった。

　どこか遠くから、重く響く雄叫びのような声が聞こえてきた。

「な、なななななんだあれは!?」

　シェンファが珍しく慌てた声を上げる。

　もちろんソリス達たちも同じく驚き、呆ぼう然ぜんとその光景を見た。

　鎮ちん魂こん桜ざくらの丘おか……いや、桜の樹など一本も見えないからエスカレナ丘陵と呼ぶべきか。

　丘の西側──日の沈みかけた地平線の彼方から、大勢の兵士が姿を現した。

　数百か数千か、はたまた数万か、正確な数はわからない。

　歴史の資料で見たことがある、防御魔法を掛けられた軽けい鎧がい。

　兵士達は、三〇〇年前のアメツチ軍の兵士の装備をしていた。

　最前線を進む兵士達の武器は剣や槍やり、そしてカタナ。

　刀身に炎や稲妻を纏まとった武器を持っている魔法剣士もいる。

　その後ろから魔法杖ウイザーズロツドや弓矢を持った兵士達が続く。

「あっちからも来ますよ!?」

　メイが今度は丘の東側を指して叫ぶ。

　東側の地平線から鬨ときの声こえを上げて進んでくるのは、西側とは違う格好をした兵士達の大軍だった。

　西の兵士よりも少し派手な印象のある、銀や白を基調にした鎧よろい姿の騎士達や、ローブを纏った魔道士達。

　こちらもかつて本で読んだことがある──三〇〇年ほど前の、ヘルメス王国軍の兵士の姿だった。

　数は西側と同じくらい。

　軍の編成も似たような感じで、魔道士や弓兵を守るように騎士達が前に出ている。

　カタナを持った兵士はいない。

　しかし剣や槍の他、斧おのや身体からだよりも長くて太いランスや槌つちなど、武器のバリエーションはこちらの方が豊富。

　西側と東側の兵士達は、それぞれ武器を構え、もう片方の軍勢へと突撃していく。

　怒号と突進の足音が空気を激しく震わせ、ソリス達の立っている山が揺れているのかと錯覚するほどだった。




　そして戦闘が────戦争が始まった。




　両軍からほぼ同時に弓矢が放たれ、降り注ぐ矢の雨が前衛の兵士達を襲う。

　どうやら矢には魔法が掛けられているようで、まるで銃弾のような速度と威力で鎧を貫きその下の肉体へと突き刺さる。

　当たり所の悪かった兵士達たちが血を流しながらばたばたと倒れていく。

　さらに両軍の距離が縮まる。

　遠距離攻撃魔法が一斉に放たれる。

　メインで使われているのは火精霊。

　巨大な火球が敵陣に降り注ぎ、兵士を焼き殺す。

　真上から落ちてきた氷の槍やりが身体からだを貫く。

　足下の地面から巨大な岩が弾丸のように飛び出し、押おし潰つぶす。

　真空の刃が腕を足を首を胴体を切断する。

　数人の魔道士が協力して放つ高威力の光魔法により十数人の人間が一瞬で蒸発。

　闇やみ魔法により身体の内側から穴を開けられ絶叫しながら息絶える兵士がいる。

　呪じゆ術じゆつにより全身から黒い血を噴き出し倒れる兵士がいる。

　それでも両軍は引かず、ただ前進を続ける。

　剣や盾や防御魔法で攻撃をやりすごしながら、白魔法で受けた傷を癒いやしながら、ただ敵に向かい突進。

　隣で倒れる味方には目もくれず、前で倒れている味方の死体を踏ふみ潰つぶし。

　そしてついに──激突。

　遠距離攻撃の応酬のとき以上の凄せい惨さんな光景が繰り広げられる。

　剣が槍が斧おのが槌つちが人体を破壊し血ち飛沫しぶきを上げる。

　援護のために後ろから放たれた味方の攻撃魔法を背中に受けて即死する兵士もいた。

　丘を全て血で染めるかのように、悲惨な乱戦は続く。

「う、うぅぅ」

　ヒカリが恐怖に顔を歪ゆがめて泣き出した。

　メイとキャロルもあまりの光景に目を瞑つぶり肩を震わせている。

　戦場からやや離れているのが唯一の救いだったとソリスは思う。

　間近で見ていたら間違いなく吐いていた。

　平和な時代、平和な国、平和な街で、平和な学生生活を送ってきたソリス達にとって、目の前の光景は刺激が強すぎた。

　マシロの表情はわからないが、微動だにせず戦場を見つめている。

　裏社会の住人であるロジャーとゲルニカとシズも呆ぼう然ぜんとしている。

　かつて暗殺者として生きていたというアイザックは、目を閉じてじっと何かに耐えるように口を固く結んでいる。

「……ふーん。人間はこうもあっさり死んでいくのだな……」

　無表情で戦場を見つめ、シェンファがぽつりと呟つぶやく。

　何の感情も込められていなかったその声に、ソリスは恐怖を覚えた。

「シェンファ……」

　シズは哀かなしげにシェンファを見つめた。
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　戦いは小一時間ほど続いた。

　両軍が互いに前線を突破し、魔道士や弓兵の後続部隊も巻き込んだ大乱戦となった。

　もしかしたらどちらかが全滅するまでこの戦いは終わらないのではないかとソリス達たちが思い始めた矢先、太陽が沈んだ。

　日没と同時に、兵士達は波が引くように地平線の彼方へと去っていった。

　残されたのは荒野に累々と横たわる屍しかばねのみ。

　戦いが終わったあともソリス達は呆ぼう然ぜんと暗くなった戦場を見下ろしていたのだが、

「……いつまでもここでぼーっとしていても仕方ない。とりあえず下りるぞ」

　シェンファが言った。

「で、でも丘ではついさっきまで戦いが……」

　怯おびえ混じりのソリスにシェンファは嘆息。

「街に行くにはどのみちあの丘を通らねばならない。なら戦闘が止やんでいる今が好機だ」

　歩き出すシェンファ。

　一行は仕方なく彼女に続く。

　黙々と山を下り、凄せい惨さんな戦闘の繰り広げられた丘へと辿たどり着いた。

　あたり一面の死体の山。

　むせ返るような血の臭い。

　さっきの悲惨な光景は夢でも幻でもなく現実だったのだと否応なく突きつけてくる。

　なるべく死体が目に入らないよう少し目線を上に向けて歩く。

　夜空には異様に青白い月が浮かび弱々しい光を放っている。

　周りが暗くてよく見えないのはむしろありがたい。

　たまに死体に躓つまずきそうになるけど。

【大丈夫ですか？　ソリスくん】

「……あんまり大丈夫じゃない」

　こみ上げる吐き気を押さえてマシロに答える。

【いえ、そうじゃなくて】

「？」

【怖くないんですか？】

「あ……」

　ソリスは過去のトラウマのせいで、ゾンビやスケルトン、ゴーストなどのアンデッド、それに怪談など、ホラー関係は全て苦手だ。

　いつもの自分なら、無数の死体の山なんて見たら気絶しそうなものだが、不思議と意識はしっかりしている。

　さっき見た光景の衝撃が強すぎて……周囲に横たわる彼らが、幼い頃ころに慣れ親しんだ死霊術の素材でも怪談の登場人物でもない、ついさっきまで生きていた人間なのだという感覚が脳に焼き付いているせいかもしれない。

「……とりあえず大丈夫っぽい」

　小声で答える。

【無理はしないでくださいね】

「……ああ。でも俺おれよりも……」

　ちらりと後ろを歩くメイ達たち三人に視線を向ける。

　何の関係もないのにこんな悲惨な場所に連れてきてしまって、本気で申し訳なく思う。

「守らないとな……」

【そうですね……】

　頷うなずき合うソリスとマシロ。

　そんな二人の様子に三人の少女達が複雑な顔をしたことに、ソリスは気付かなかった。
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　一行は戦闘のあった場所をどうにか越えた。

　実際には一時間と経っていない筈はずだが、何時間も歩き続けていた気がする。

　遺跡の中でもずっと走ったり歩いたりしていたせいで、精神的にも肉体的にもかなりキツい状態だ。

　街……というか、街みたいな廃墟までは、ここからさらに歩く必要がある。

【もう一息ですね。頑張りましょう】

「ああ」

　……街にたどり着いたところで本当に一息つけるのかはわからない。

　マシロもそれをわかった上で言っているだろうから、ソリスは自分の気持ちを奮い立たせるつもりで頷いた。

　と、

「ちょっと待て」

　先頭を歩いていたシェンファがいきなり来た道……死体の山へと戻る。

「どうしたのですかシェンファ」

　シェンファは死体のすぐそばでしゃがみこむ。

「ね、ねえさま？」

「……ふむ、古い型だがこの際仕方ないか……」

　シェンファが死体の握っていた杖つえを手に取った。

　彼女の意を察し、アイザックも死体を物色する。

　アイザックが手に取ったのは剣。

「……刃こぼれが酷い」

　呟つぶやき、その場に置いてまた別の死体から剣を取る。

「シェ、シェンファ！　そんな死体から物を漁あさるなど……！」

　非難がましく言うシズに、シェンファは冷たく、

「何をボケたことを言っているのだカイゼル。この先何があるかわからないのに丸腰でどうするつもりだ」

　現在、一行が持っている武器といえばシェンファの魔道具とソリスの蛇じや杖じよう《アスクレピオス》のみ。

　シェンファに魔道具を使わせるわけにはいかないし、《アスクレピオス》は死霊術にしか使えない。

　せっかくすぐ近くに武器や杖が落ちているのだから、拾わない手はない。

　……理屈ではわかるが……それを迷わず実行できるシェンファをソリスは怖いと思う。

「アレクサンドロ」

　アイザックがソリスに向かって一本の杖を投げてきた。

　受け取る。

「うおっと」

　ずっしりした重み。

　トリス学院精霊魔法科の生徒が愛用しているような近代型の杖ではなく、《アスクレピオス》に比べれば小さいが、いかにも魔法使いの杖という感じの大型の魔法杖ウイザーズロツド。

　先端に風の魔石がカッチリと埋め込まれており、魔石の付け替えは出来ないらしい。

「どうだアレクサンドロ」

「あ、ああ……状態もいいし、問題ないと思う」

　ソリスが答えるとシェンファ、

「ザック、とりあえず火、水、土、闇やみ、光の杖を一通り探せ」

「御意」

　淡々と言って、アイザックは兵士達たちの得物を物色する。

　そして一本の杖を手に取り、

「カリオストロ」

　今度はキャロルに向かって投げた。

　キャロルは無言でそれをキャッチする。

「!?　キャロルにも戦わせるつもりか!?」

「む？」

　アイザックは微かに怪け訝げんな顔をした。

　何故ソリスが怒っているのかわからないという様子。

「キャロル達たちをこれ以上巻き込むわけにはいかない。戦闘は俺おれがやる」

「余計な気遣いは無用ですわソリス様」

　キャロルが憮ぶ然ぜんとして言った。

「これでもわたくし、幼少の頃ころからそれなりに修羅場はくぐっているつもりですの。おかしなことに巻き込まれたからといって、全て人任せにするのは性に合いませんわ」

　光の魔石が埋め込まれた魔法杖ウイザーズロツドを固く握りしめ、ピンと背筋を伸ばして立つキャロル。

　キャロルが頑固なことはよく知っている。

　説得は無理だろう。

　それにソリスと同じくらいの戦闘力を持つ彼女が頼りになるのは事実。

「……わかった。でも無茶はするなよ」

「ふふ、ソリス様こそ」

　キャロルは勝ち気な笑みを浮かべた。
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　武器の調達は割とすぐに終わった。

　ソリスとキャロルのための魔法杖六本。

　ソリスは火の魔石がついた杖つえ、キャロルは光の魔石がついた杖を持ち、残りはとりあえずマシロとメイとヒカリとシズが運ぶ。

　蛇じや杖じよう《アスクレピオス》は死霊術の使えるゲルニカに預けた。

　アイザックが拾ったのは数本の剣。

　魔剣《朱雀すざく》に比べると性能は格段に劣るが、どれも魔法で強化してあるらしく簡単に折れることもないだろう。

　服や鎧よろいやローブも死体から手に入れることは可能だったが、それは全員が拒絶した。

「おいおいおいおい！　戦えそうなのは三人だけじゃねーか！　大丈夫なのかよ!?」

　役立たず代表の駄目なおっさんが言う。

　ソリスは嘆息しつつ、

「……俺達三人は何度も鬼の遺跡の調査で組んでる。大丈夫だ」

　遺跡調査とは比較にならない状況で、大丈夫だなんて何の根拠もないのだが、メイやヒカリ、ついでに自分自身を励ますためにあえて強気に言う。

「さっさとクオンを見つけてこの世界から脱出するぞ」




「……それは困ります」




　いきなり前方から声がした。

「「────!?」」

　一行がそちらを見る。

　いつの間にそこにいたのだろう。

　闇やみに紛れるような漆黒の着物を身に纏まとう少女──クオン・エターニアが立っていた。

　トワの姿はなく、クオン一人だ。

「クオン！　早く俺おれ達たちをここから出せ！」

　クオンは無表情で淡々と告げる。

「……いいでしょう」

「へ!?」

　意外な回答に驚く。












「……しかし条件があります」

「条件？」

「……はい。今あなた方の持っている私の欠片、人間がフラグメントと呼ぶ私の一部──《黄ヨ泉ミ》、《虹にじ》、《焼け野が原》、《灰》を大人しく引き渡し、さらに現実世界でそちらのメイドさんの組織が集めたフラグメントも全て寄越し、今後も私の欠片フラグメントの回収を邪魔しないと誓うのでしたら、すぐにでも元の世界に戻してさしあげます」

　無茶な提案だった。

《灰》と《焼け野が原》はともかく、マシロとシェンファの中にある《黄泉》と《虹》は生命の維持に重要な役割を果たしている。

　それを引き渡せというのは、彼女達たちの命を寄越せというのに等しい。

「そ──」

「断る」

　ソリスが答える前に即答したのはアイザックだった。

「……そうですか。ならば力ずくで奪うとしましょう」

　淡々と言って、クオンはカタナを抜いた。

「…………」

　アイザックも無言で剣を構える。

　そこでソリス、

「……待てクオン。一つ確認したいことがある」

「……なんでしょう」

　問う。

「フラグメントを全部回収してお前が完全な《賢者の石》になったら、スケルトンやゾンビじゃない完全な形で死者を蘇よみがえらせることが出来るのか？」

「……はい」

　クオンは頷うなずいた。

（……それなら）

　それなら、彼女にフラグメントを渡してしまってもいいのではないか。

　シェンファからフラグメントを奪えば彼女は死ぬけど、あとで生き返らせれば──……




「……ただし一人だけですが」




　ソリスが自分の頭に浮かんだ思考について深く考えるより先に、クオンは言った。

「一人だけ？」

「はい。《賢者の石》が生み出された本来の目的は『不老不死』であり、欠片達が持っている魔力の強化やその他もろもろの奇き蹟せきは『不老不死』の研究の副産物でしかありません。それほどまでに『不老不死』とは世界の法則に反した有り得ない現象なのです。《黄ヨ泉ミ》に《焼け野が原》、それから私が魔王様を蘇よみがえらせる際に使用した《冥めい》、それ以外にも二十三個、死霊術に関係した、能力が被かぶっているフラグメントが存在するのはそのためです。そして、《賢者の石》を創つくり出した魔道士達たちは結局、完全に『不老不死』を実現することは叶かないませんでした。可能になったのは『不老不死』ではなく『死からの復活』のみ。それも一度きり」

「……どうして一度きりなんだ？」




「……《蘇そ生せい》の奇蹟を起こしたあと、《賢者の石》は消滅しますから」




　絶句する。

「魔王を完全な形で蘇らせたら、クオンは死ぬってことか？　それなのにお前はフラグメントを回収して完全な《賢者の石》になろうっていうのか？」

「それが私の存在理由ですから」

　あっさりと言う。

　それからぽつりと、

「……それに魔王様のためならば、この命を捧ささげても惜しくはありません」

「どうしてそこまで……」

「愛していますから」

　頰ほおを染め、微かな笑みを浮かべてクオンは言った。

「……そうかよ」

　納得……というか、共感してしまった。

　自分の命を犠牲にしてでも愛する人を救いたいという気持ちは、ソリスにもよくわかったから。

　しかし、

「……勝手に納得されても困ります。私とあなたでは覚悟の重さが違います。あなたは、他人を犠牲にしてでも愛する人を救う覚悟はありますか？」

「何だと？」

「……つまり──具体的には、私を犠牲にしてでもマシロさんを生き返らせようという覚悟はありますか？　ということです」

「──ッ！」

　息を吞のむソリス。

　知り合ってほんの一週間とはいえ。

　記憶を失っていたとはいえ。

　自分のことをあれだけ慕ってくれた少女を、自分は犠牲に出来るのか？

　自分の命は自分のもの……それを懸ける覚悟が軽いものだとは断じて思わないが、それ以外の人の命をも自分の目的のために犠牲にすることなど考えたこともなかった。

「……ふふ」

　クオンがまるで老ろう獪かいな魔女のような笑みを浮かべる。

「分不相応な夢など諦あきらめなさい、坊や」

「くっ……！」

　何も言い返せず、ソリスは歯は嚙がみする。

　と、

「……クオン・エターニア。オレからも訊ききたいことがある」

　淡々とアイザックが言った。

「……なんでしょう？」

「フラグメントの中に、フラグメントを体内に埋め込まれた影響で余命幾ばくもない人間を健康体にする力があるものはないか？」

　アイザックが言ったのは、明らかにシェンファのことだった。

「ザック、貴様……」

　シェンファが睨にらむ。

「ありません」

「「……っ」」

　クオンがあっさりと言って、アイザック、そしてシズの顔が微妙に悔しげに歪ゆがむ。

　アイザックはさらに問う。

「……もう一つ訊く。魔王は貴様を《賢者の石》のコアだと言った。その貴様の意思を無視して死者の蘇そ生せいを行うことは可能なのか？」

「……可能です。この姿は、欠片フラグメントの回収のための仮の姿。そして自我を持つのは生物の姿をとっているときだけです」

「……ならばとりあえず人間状態の貴様を殺し機能停止させたあと、《賢者の石》を完成させ使用することが出来るということだな？」

「……そうなりますね」

　淡々とクオンが答え、

「そうか。ならば──」

　アイザックが剣を構え、クオンに突進。

「ここで死んでもらう！」

　神速の斬ざん撃げき。

　ガキンッ！

　クオンは抜いた瞬間が見えないほどの高速でカタナを抜きアイザックの剣を受ける。

「……どうやらあなたはそこの坊やとは違うようですね」

　淡々と言いながらクオンはアイザックに劣らぬ鋭い斬ざん撃げきを繰り出す。

　アイザックは紙一重で回避、剣を水平に構えて突き。

　クオンそれを回避、さらに繰り出された斬撃をアイザックが受け止め激しい火花が散る。

　常人にはついていけない激しい攻防が始まる。

　魔法で援護しようにも両者の距離が近すぎて、下手をすればアイザックに当たる。

　それに今のソリスには、クオンを本気で攻撃することが出来そうにない。

　と、不意にマシロがソリスの腕を突っついてきた。

「？」




【一番効率のいい方法は、すごい威力の魔法で二人ともしとめてしまうことです】




「……っ！」

　言われて気付く。

　アイザックが《賢者の石》を手に入れるためクオンに挑む理由は、間違いなくシェンファのためだろう。

　そしてそのアイザックの目的は、マシロを生き返らせるというソリスの目的と競合する。

　一人しか救うことが出来ないのなら、魔王のために戦うクオンとシェンファのために戦うアイザック、どちらもソリスの敵だ。

　二人が接近しているとき《闇禍への供物アビスゲート》でも撃ち込めば……。

「そんなこと、」

【できないでしょう？　ソリスくんはそれでいいんですよ】

　マシロがにこりと笑ったような気がした。

（……それでいい、のか？）

　自分の邪魔になる相手を潰つぶさなくて……マシロを救わなくて、それでいいのか？

「…………よくねえよ……」

　……よくないけど、ソリスは動けない。

　そのとき、シズが動いた。

　素早く自分の右眼の眼帯を外す。

　そこにあったのは眼ではなく灰色の宝石──フラグメント《灰》。

　しかし、

「させません！」

　クオンが自分の胸元に手を突っ込み、短刀を取り出して投とう擲てき。

　シズの右手を容赦なく貫いた。

「っ、くう……っ！」

　クオンはさらにアイザックから距離をとり、血をだらだらと流しながら苦痛に顔を歪ゆがめるシズへと瞬時に接近。

　忌々しげにシズを睨にらみ、

「二度と《灰》など使わせません……！」

　微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなくシズの右の眼がん窩かにずぶずぶと手を突っ込み、力任せに《灰》を引きずり出した。

「あああああぁぁああああああああああぁぁ────ッ！」

　眼窩から滂ぼう沱だと血を流し、激痛にのたうち回るシズ。

　クオンはシズに目もくれず、手にした血まみれの《灰》をなんとそのまま口に運び、吞のみ込こんだ。

「くぅ……ぁ……あはっ！」

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、クオンは後ろから迫っていたアイザックの攻撃を剣で防ぐ。

「ふふ……これで恐れるものは何もありません」

「……クオン・エターニア……貴様まさか最初から《灰》を狙ねらって……」

　クオンとアイザックの神速の戦いが再び始まる。

「ねえさまっ！」

　悲鳴のような声を上げてシズに駆け寄るのはシェンファだった。

　苦く悶もんに顔を歪めて横たわるシズの傍らにかがみ、シェンファは意識を集中。

　シェンファの手から放たれた淡い緑色の光がシズの右手と右眼を優しく包み込む。

　あっという間に血が止まり傷口が塞ふさがっていく。

　眼球のない右眼は空洞のままだったが。

「いけませんシェンファ……！」

　傷が完全に治ったのを見てシェンファは魔法をやめた。

　そのまま目を閉じ、シズに覆い被かぶさるように倒れてしまう。

「シェンファ！」「ねえさま！」「会長！」

　シズとゲルニカとソリスが焦燥の声を上げる。

　さらに、

「パラケルスス殿────ぐあ……ッ！」

　倒れたシェンファに気を取られたアイザックの左腕を、クオンのカタナが貫いた。

「……勝負ありですね」

「まだだ！」

　アイザック、カタナが刺さったままの左腕を強引に折り曲げ、なんと素手で刃を摑つかんで奪おうとした。

「な……!?」

　驚きよう愕がくするクオンが慌ててカタナを引き抜こうとした瞬間、アイザックの剣が彼女の肩を深々と突き刺した。

「くっ……」

　苦く悶もんの表情を浮かべ、クオンがカタナから手を放す。

　アイザックの腕からカタナが抜け落ち、地面に転がる。

　さらに放たれたアイザックの斬ざん撃げきを、クオンは大きく後ろに跳んで回避。

　アイザック、血まみれの腕でクオンのカタナを拾う。

「……勝負あったな」

「……そうですね。今日のところは見逃してさしあげましょう」

　淡々と、何故か余裕のある口ぶりでクオン。

「オレは逃す気はない」

「あなたの意思など関係ありません」

　クオンは何もない空間に手を伸ばした。

　その手が空間に吸い込まれたように見えなくなり、そして手を戻すと一振りのカタナが握られていた。

　さらには肩の出血も既に止まっている。

「な……！」

「この《世界》は私のものです。空間をねじ曲げることなど造作もありません」

　背を向けるクオン。

　アイザックが追おうとしたが、ガクリと膝ひざをつく。

　出血のせいか顔は蒼そう白はく。

　これ以上の戦闘は不可能だろう。

「……まあ、私が現実世界にある他のフラグメントを回収し終わるまで、あなた達たちはこの世界でゆっくりしていてください」

　クオンはふと気付いたように振り返り、ソリスやキャロル、メイ達に視線を向ける。

「……ふう」

　嘆息し、

「……武士の情けです」

　再び何もない空間へと腕を突っ込み、何かを引っ張り出す。

　ばさばさと地面に落ちる、幾つもの布──服のようだった。

「……私の私物です。夜中にそんな格好では風邪をひきます」

　そういえば今のソリスとキャロルとメイとヒカリは、小さなマントを纏まとっただけの半裸の状態だった。

　再び踵きびすを返し去っていくクオン。

「ふえっくしょんっ！」

　急に寒気を感じて大きなくしゃみをした次の瞬間には、クオンの後ろ姿は既に宵よい闇やみの中に消えていた。
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「いいですかシェンファ。もう二度と、絶対に、絶対に魔法は使わないでくださいね」

　意識を取り戻したシェンファに、シズが説教している。

　幸い体調は特に問題ないらしく、顔色も普通だった。

　この空間そのものがフラグメントだからか、どうやらここでは現実世界より魔法を使うための負担が少ないらしい。

　異界への接続も問題ないようで、ソリスが先ほど試しに適当な魔法を撃ってみたところ、杖つえの性能は悪いのに普段よりも格段に楽に魔法が使えた。

　ソリス達たちが現在いるのはクオンと戦闘した場所からほんの少し離れた、樹がまばらに立っている場所。

　草や枝を集め、火の魔法で燃やして焚たき火びをしている。

　火を囲むのはシェンファ、シズ、ゲルニカ、ソリス、マシロ、アイザック、ロジャー。

　アイザックの怪け我がはシェンファに頼らず、常備しているらしい傷薬と包帯で自ら応急処置をしていた。カタナの刃を素手で握るという無茶なことまでしたのに、既に手は自由に動くという。

　キャロルは少し離れた場所で気分転換だか訓練だかで攻撃魔法をぶっ放しており、メイとヒカリもそれを眺めている。

　アイザックとロジャーとマシロ以外は、全員クオンがくれた服に着替えた。

　ソリスが着ているのは浅あさ葱ぎ色いろの羽は織おりと袴はかまで、昔のサムライのような格好だった。

　クオンの私物ということだが男物なので、もしかするとトワ・エターニアのために用意されたものなのかもしれない。

「……ふん、貴様がぎゃーぎゃー泣きわめいているから仕方なく治療してやったのだ。ありがたいと思え」

　憮ぶ然ぜんとした顔でシェンファがシズに言う。

「相変わらず可愛げがありませんねあなたは……」

　メイド服が血まみれになってしまったシズの格好は割かつ烹ぽう着ぎで、アメツチ風メイドという感じであまり違和感がなかった。

　シェンファはブルマと体操着。クオンの私物、らしい。

　ゲルニカは真っ白なスクール水着。コートはロジャーに返した（ロジャーへの愛情も悪臭には敵かなわなかったらしい）。

　アレな格好だが、実際に着てみたら保温性と通気性が共に優れ快適に過ごせる、シェンファですら驚くような未知の合成繊維で作られた水着だったらしい。

「……『ねえさまっ！』と泣きそうな顔をしていたのはどなたでしたっけ」

　ゲルニカがぽつりと言うと、シェンファが顔を真っ赤にした。

「な、泣きそうな顔なんてしてない！　あれはあまりにもカイゼルが無様すぎて思わず笑ってしまったのだ！」

「……私は激痛でよく覚えていないのですが、そうだったのですかシェンファ」

　シズがシェンファの頭を撫なでる。

　シェンファはぶんぶん頭を振り、

「う、うるさいうるさいうるさい！　わ、私は貴様のことなんて嫌いなんだからなっ！」

「……ツンデレ」

　ポツリとゲルニカ。

「デレてないもん！　もう寝る！」

　ふてくされて寝転がる幼女と、それを優しく見つめる姉シズと妹ゲルニカ。

　温かい光景に心が和むが、彼女達たちの過酷な境遇を思うと胸が痛む。

　彼女達には幸せになってほしい。

　それには《賢者の石》が必要で、しかしそのためにマシロの中にある《黄ヨ泉ミ》を渡すことなど絶対にできない。

（くそっ、どうすりゃいいんだ……）

　そのとき、

　どがんっ！

「え…………きゃ、きゃああああああああ──────ッ!?」

「ひゃああああああ!?」「はわわわわわ!?」

　ソリスの苦悩を断ち切るように、焚たき火びから少し離れた場所から爆音が響き、遅れてキャロル達三人の悲鳴が聞こえてきた。

「む……!?」

「何だ!?」

　剣を取りアイザックがキャロル達のいる方へと走る。

　ソリスも杖つえを握りアイザックに続く。

「ソ、ソリス様……」

　キャロル達たち三人の前には大きな穴が開けられており、その穴からは煙と湯気が立ちこめている。

　三人の服はびしょ濡ぬれだった。

「何があったんだ!?」

　ソリスが尋ねるとメイが慌てた様子で、

「キャロル先パイがなんかすごい魔法を地面に向けて撃ったら、なんか温泉が出てきちゃったみたいです！」

「温泉!?」

　穴の中を覗のぞき込こむ。

　直径約五メートル、深さは軽く十メートル以上はある大穴。

　魔法一発でこれを開けたのならとんでもない威力だ。

　その穴の下の方から、お湯がどんどん湧わき上がってくるのが見えた。

「……なるほど、確かに温泉だ」

　現実世界では、このあたりは一大温泉地帯だった。

　旅館『アカシア』からエスカレナ火山まで伸びる地下遺跡の場所以外なら、大抵の場所から温泉が出る。

「温泉まで現実が反映されてるのか……」

　思案する。

「…………土魔法で浅い穴を掘って周りを固めて、お湯を引き入れて、火と水魔法で温度を調節してやれば、即席の露ろ天てん風ぶ呂ろが出来るな。ナイスだキャロル」

　ろくでもないこの世界の中で初めての明るい出来事に、ソリスは笑みを浮かべた。

「べ、べつにわたくしの力をもってすればこれくらい当然ですわおーっほっほっほ！」

　キャロルが顔を赤らめて高笑い。

　ちなみに彼女が着ているのは身体からだに張り付くようなデザインの服で、脚には深いスリットが入りキャロルの脚線美を強調している。

　色は赤を基調とし、端々に金きん糸しで龍りゆうの刺し繡しゆうが施されている。

　いわゆる『チャイナドレス』と世間一般で呼ばれている服だった。

　メイが着ているのは胸元が大胆に開いた純白のイブニングドレスで、お湯を被かぶったせいで薄い布が肌に張り付いている。

　ヒカリのは多分どこかの学校の制服で、上は半はん袖そでのシャツにベスト、下はチェック柄のプリーツスカート。

　爽さわやかな印象の服装だったが、意外なくらいヒカリに似合っていた。

「よし、さっそく風ふ呂ろを作ろう。キャロル、手伝ってくれ」

「わかりましたわ」

　ソリスは威力全開の闇やみ魔法《闇禍への供物アビスゲート》を思い切り地面に向けて放つ。

　地面に大きな穴が穿うがたれ、三発目で爆風とともにお湯が噴き出す。

　さらに別の場所へソリスが風ふ呂ろにちょうどいい深さの穴を開け、その穴をキャロルが土魔法で整え、水路を作って深い穴から湯を誘導する。

　見る間に即席の露ろ天てん風ぶ呂ろが完成していく。

　ソリスは、考えることを拒絶するかのように無心になって、一生懸命に作業を続けた。
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　風呂は小一時間ほどで完成した。

　キャロルが最初に掘り当てた場所に一つ。

　そこから焚たき火びを挟んだ反対側にもう一つ。

　男性用と女性用というわけだ。

　タオルはマントで代用。

　そのへんに生えていた木を切って桶おけも作った。

　そしてソリスは一人、男用の風呂に浸かっていた。

　何も考えず、ぼーっと。

　そこへアイザックが歩いてきた。

「……すまないが少し湯を貸してくれ」

　手と腕に巻いた包帯を外し、桶に湯を汲くみ、負傷した部分にそっとかける。

「……すごいな。もう完全に治ってるじゃないか。カタナが貫通したってのに……」

　普通なら腕が上がらなくなってもおかしくない重体に見えたのだが、アイザックの腕には傷跡すらなかった。

「……オレは幼い頃ころより特殊な鍛え方をされ、頑丈さと回復力は多少常人よりも上だ。魔剣《朱雀すざく》を難なく扱えるのも、技量より肉体そのものに由来するところが大きい」

「……火傷やけどしないように上手く使ってたんじゃなくて、火傷を気にせずに思いっきり使ってたってことか？」

「うむ」

「……それはそれで凄すごいな」

　感心したような、呆あきれたような。

　アイザックは桶を置き、焚き火の方へ戻ろうとする。

「せっかくだからお前も入ってけば？　身体からだが頑丈でも汗くらいかいてるだろ」

「…………」

　アイザックは背を向けたまましばし立ち尽くし、振り返る。

「……オレは……実はかなり、汗かきなのだ」

　言って、アイザックは着ていた黒装束を脱いだ。

　無駄な肉が一切ない、鋭い刃を思わせる引き締まった細身の身体からだ。

　ソリスもそれなりに鍛えている方だが、アイザックとは比べものにならない。

　何度か湯をかけて汗を流し、ソリスの対面に入るアイザック。

　慣れたことだが特に会話はなく、無言で湯に浸かる二人。

　沈黙を破ったのはソリスだった。

「……お前ってさ」

「……ああ」

「……微妙に口調が変わったよな。一人称もオレになってるし、なんかこう、雑になったっていうか」

「……そうか」

　アイザックは少し顔をしかめた。

「まあ、別にいいんだけど。今の方が自然だし。これまでのやたらとかしこまった口調って、無理してやってたんだろ？」

「……パラケルスス殿に、『私の下僕なのだからもっと品位を持て』と言われたからな。ろくな教育も受けてこなかったオレにそんなものあるわけがないのに」

「……ふーん……」

「ああ」

　再び沈黙。

　ソリスは慎重に言葉を選び──……

「……そのシェンファ会長のことだけど」

「…………ああ」

「……お前、会長のこと本当はどう思ってるんだ？　今日……だか昨日だかよくわかんないけど、お前と会長の『果たし合い』──あれ、どう見ても本気で会長のこと殺そうとしてたよな」

「……ああ」

　重々しく頷うなずくアイザック。

「……かと思えば戦いが終わったあとからはいつものように全力で会長を守ってたし、多分シズさんも同じこと考えてるんだろうけど、《賢者の石》で会長の命を救おうとしてるらしいし」

「……その通りだ」

「わけわかんないんだけど」

　言葉を選ばずストレートに言ったソリスにアイザック、

「……オレもよくわからん」

「はあ!?」

　アイザックは神妙な顔で、

「……オレは四年前にパラケルスス殿に敗れて以来、ずっと彼女を正面から討ち破ることだけを考えて生きてきた。しかし……果たし合いの折り、パラケルスス殿に……正確にはあれは虚像だったのだが……螺ら旋せん槍そう《グングニル》を突き立てようとした直前、急に手が止まった。彼女を殺す瞬間だけを目的に生きてきた筈はずなのに、最後の最後になってその目的が揺らいだ。オレにも何がなんだかわからない！　オレはオレが何をしたいのかわからないのだ……！　こんな迷いを抱くなど、恥ずかしくて死にたくなる……！」

　苦く悶もんの表情で、罪を告白するかのように口早に言うアイザック。

　ソリスはそんな彼に、




「……お前、馬ば鹿かか？」




　心底呆あきれた声でそう言った。

「何だと！」

　声を荒げるアイザックにソリスは嘆息。

「……ふう……。四年間も一緒に過ごしてきて、最初の目的……『会長を殺す』っていう物騒な目的より、ずっと価値のある新しい目的ねがいが生まれたってだけだろ？　それは誇れることだろ。恥ずかしがることなんかじゃねえだろ」

　死霊術の道を諦あきらめて以来、それに代わる幾つもの目標を抱えてきたソリスには、考えるまでもないことだった。

　一つの志を貫くのは立派だが、盲目的になるのは違うと思う。

　アイザックはソリスが見たことのない、きょとんとした顔をした。

「新しい願い？　それは一体……」

「そんなもん自分で気付け、馬鹿」

　吐き捨てるように言って、ソリスは立ち上がり、風ふ呂ろから出る。

　アイザックに背を向け、乾いたマントで身体からだを拭ふき、着物を着る。




　ソリスが立ち去ったあとも、アイザックはずっと、まるで迷い猫のような心細げな顔で湯に浸かっていた。





　　　†






　一方その頃ころ、女性用の風ふ呂ろではメイとヒカリとキャロルが入浴していた。

　精神的・肉体的疲労がかなり溜たまっていたこともあり、三人とも無言。

　と、

「…………な～んか、気に入らないなぁ……」

　ぽつりとメイが誰だれにともなく呟つぶやく。

「ソリス先パイもシェンファ会長もアイザック先パイも店長もクオンちゃんも……なーんかこう……すっごくヤな感じ……う～ん……なんだろあれ……まるで自分のことを物語の主人公か何かだと思い込んじゃってるような…………なんだろう、あ～……キモい？　みたいな……」

「あの……メイちゃん？」

「何をぶつぶつ言っておりますの？　ゾンビ娘」

　怪け訝げんな顔をするヒカリとキャロルの声など聞こえていないかのように、空を見上げ、ほーっと息を吐つくメイ。

「……そんな、命を懸けるとか懸けないとか……自分の命を犠牲にする覚悟とか、他の人を殺す覚悟とか……なんなの？　……覚悟完了で血とか流して涙とか流して、悲劇のヒーローヒロイン気取りですか？　……なんかそういうの、すごいキモくて……ウザい……そういうの、わたしが好きなお話じゃないの……」

　自分でも気付かないうちに、メイの大きな瞳ひとみから一筋の涙が流れていた。




「……ハッピーなのがいいなあ……みんなが笑ってる、なーんか最高に笑けて馬ば鹿か馬ば鹿かしいお話がいいなあ……」




　自分が望む物語を手に入れるために。

　魔道士メイ・フラメルは、恋するごく普通の少女メイは、考え続ける──……。








第六章







　周囲のざわめきに目を開けると、ソリスは見知らぬ場所に立っていた。

　エスカレナの丘と似ているが微妙に違う、なだらかな丘陵地帯。

　一緒にいた筈はずのマシロやシェンファ達たちの姿はなく、ソリス一人。

　ソリスの目の前では、戦争が起きていた。

　エスカレナ火山の山中から眺めていたのとよく似た凄せい惨さんな戦場。

　ソリスはそれを妙に落ち着いた心持ちで見つめる。

　間近で観ているのに、兵士達は誰だれもソリスに気付かない。

（…………これは……夢か？）

　夢にしては随分と生々しく、意識もはっきりしているけど。

　棒立ちのソリスの前をすり抜けて殺し合う兵士達。

　……いや、殺し合うという表現はもしかしたら違うのかもしれない。

　一方は、エスカレナの丘でも見たアメツチ王国の鎧よろいを着た兵士達。

　しかしもう一方の軍勢の主力となっているのは騎士でも魔道士でもなかった。

　……ゾンビだった。

　眼球は白濁し口からは涎よだれや血や胃酸を垂れ流し、腕がなかったり全身に致命傷と思われる傷を負っていたり腹部に大穴が開いていたり内臓が飛び出していたりするにもかかわらず、ゾンビの大軍は普通の人間と大差ないくらい俊敏に、剣や槍やりで敵兵を貫いたり、敵に躍り掛かりその首筋にかぶりついたりと、凶暴な戦いぶりを発揮していた。

　ソリスは頭にもやがかかったような感覚のまま、恐怖を感じることもなくただ呆ぼう然ぜんとその戦いを見つめる。

　ゾンビ達の素材となった者達の姿はまちまちで、ヘルメス軍兵士もいれば、それ以外の国の特徴的な鎧や戦闘服を纏まとう者もいる。

　しかし最も多いのは、敵軍であるアメツチ王国兵のゾンビだった。

　戦友だった者達に攻撃され、アメツチ王国軍の戦意は目に見えて下がっていく。

　殺されたアメツチ兵は、その後ゾンビとして起き上がり、かつての味方に向かって容赦なく攻撃をしかける。

　ゾンビを作っているのは後方にいる数十人の魔道士達だ。

　彼らの中心にいるのは黒いローブを纏った三十歳前後の長身の男。

　ソリスとよく似た作りの精せい悍かんな顔立ちだが髪はボサボサで無精髭ひげ。

　右手に蛇じや杖じよう《アスクレピオス》を構え、左手には黒い輝きを放つ魔石……フラグメント《黄ヨ泉ミ》を手に、ひたすら死霊術を使い続ける。

　彼がひとたび魔法を発動するごとに、戦場全体に何十体もの新しいゾンビが誕生する。

（……デューマ・アレクサンドロだ……）

　ソリスはそう確信した。

　だとすればこれは、三百年前の天地戦争の光景？

　歴史書によれば、アメツチの王都を目指して進軍するヘルメス王国を中心とした連合軍は、東西から王都を挟撃すべく侵攻。

　間道を抜け東側から攻め入った英雄ルザルカや死霊術士デューマの軍は、寡兵であったにもかかわらず勇猛果敢に戦い、待ち伏せしていたアメツチ王国の大軍勢を正面から討ち破ったとされている。

　その真相が目の前の光景なのだろうか？

　アメツチ軍がいくら敵を倒そうと、その敵はゾンビとして蘇よみがえる。

　戦いで倒れた味方まで、敵になる。

　アメツチ側にしてみれば、まさに悪夢のような状況だった。

　昔話として語り継がれる『悪の魔王をやっつける正義の戦い』というイメージなど微み塵じんもありはしない。

　常人の倫理観では、むしろ連合軍側の方が悪者の所行に見えてしまう。

　しかしそんな地獄のような戦場でも、一箇所だけ、まるで物語のような華々しい光景が繰り広げられている場所があった。

　ゾンビではない数十名の魔道士や魔剣士で構成された一つの部隊。

　その部隊を率い、戦場の最前線で戦っている一人の女がいた。

　年は二十代前半／凛り々りしい顔立ち／燃えるような赤い長髪／お伽とぎ噺ばなしの騎士のような白銀の鎧よろい／刀身に六つの魔石が埋め込まれた、巨大な剣の形状をした特殊な魔法杖ウイザーズロツド。

　伝説に語り継がれるその魔法杖の名は精霊剣《エクスカリバー》。

　剣の先端から立て続けに自由自在に放たれる数々の精霊魔法が、周囲の敵を次々と蹴け散ちらしていく。

　歴史上の人物の肖像画というのは実際の姿と似ても似つかないことが多いのだが、彼女の勇姿は歴史や美術の教科書などでたびたび登場する彼女を題材にした絵とほとんど変わることのない鮮烈な印象をソリスに与えた。

　後の世に英雄として語り継がれる大魔導師、ルザルカ・ヴァーミリオン。

　彼女の周囲だけ、血なまぐさい戦場の中でやけに現実感がなく、華々しい英えい雄ゆう譚たんの世界のようだった。

　華麗に戦う彼女の姿に、数少ないゾンビ以外の味方は鼓舞される。

　しかしそれは敵対するアメツチ軍の者達たちも同じだった。

　地を埋め尽くすかのようなゾンビの大群が蠢うごめく、地獄絵図のような戦場において、唯一の絢けん爛らんたる舞台。

　アメツチ軍の将兵達たちは、自分も華々しき物語の人物になろうとするかのように、我先にと彼女に挑み、散っていく。

　まさに鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。

　……そんな光景にソリスは疑問を覚えた。

　いくらなんでも、上手くいきすぎているような気がした。

　英雄ルザルカがソリスなど足下にも及ばない卓越した精霊魔道士であることは確かだが、彼女に敗れ去っていくアメツチ軍の戦士もまた、英雄に自ら挑むだけあってそれなりに腕が立つ魔道士や剣士ばかりだ。

　彼らが一斉に挑みかかれば、いくらルザルカといえど苦戦は免れないだろう。

　それなのに、アメツチの戦士達は絶対に集団で彼女に挑むことはなく、ルザルカは多くとも三人くらいしか同時に相手にすることはなかった。

　まるで誰だれかが、彼女の無敵ぶりを際立たせるため、彼女が苦戦するような状況を生み出さないよう戦場をコントロールしているかのように。

　注意深く観察すると──戦っている最中の彼女のもとに強そうな戦士が向かおうとすると、必ずそこにゾンビ達の集団が現れて邪魔をするのがわかった。

　戦いが終わると、まるで道を譲るようにゾンビ達は戦士の周囲から離れていく。

　必死で戦っている戦士はゾンビ達の不自然な動きに気付かず、血路が拓ひらけたとばかりに勇んでルザルカに挑み、散るのだった。

　演出された英雄の舞台。

　演出者は無論、死霊術士部隊を率いる稀き代たいの死霊術士デューマ。

（わけがわからない……何故そんなことを……）

　戦いはもはや完全に連合軍の優位。

　一気に片をつければそのぶん味方の犠牲者も減るし、アメツチの者達も仲間のゾンビに殺されるなんて悪夢から解放されるというのに。

　と、そのとき。

　ソリスの疑問に答えるかのように急に景色が切り替わった。

　軍の天幕テントの中だろう。

　魔石や杖つえや鎧よろいが無造作に地面に置かれている。

　目の前には二人の人間。

　デューマ・アレクサンドロとルザルカ・ヴァーミリオン。

　デューマは戦場で見たのと同じ黒いローブ姿だが、ルザルカは下着姿に近いような無防備な格好だった。

「何故だデューマ。魔王軍によって戦力の大半を失った我々がここまでたどり着けたのは、あなたの死霊術があったからだ！」

　声を荒げるルザルカに、デューマは飄ひよう々ひようとした顔で軽く肩をすくめ、

「正確には、俺おれの友達からプレゼントされた、死霊術を極限まで強化してくれるこいつ──死霊術系フラグメントの最上位《黄ヨ泉ミ》のおかげだけどな」

「そんなことはどうでもいい！　何故今になって、明日のセイ城攻略に参加しないなどと言うのだ……！」

　セイ城＝王都からかなり離れた場所にある小さな山城で、王都を追われた魔王が逃げ込み、そこでルザルカに討たれたと伝えられている。

「恐らく明日が最終決戦となる！　それなのにあなたがいないなんて」

「俺がいなくてもどうとでもなるさ。アメツチ軍はほぼ壊滅状態。セイ城に立てこもる兵士達たちも続々城から逃げ出している状態だ。アンデッド軍団を使わなくても今のお前らの戦力で十分に勝てるさ。……本体さえ来なければな」

「本体？」

「西方から攻める連合軍の主力と戦っている《賢者の石》の本体、黒こく龍りゆう将軍クオン・エターニアだ。奴やつが魔王の窮地に自分の任務をほっぽり出してこっちに来ないように、俺の部隊はこれから奴の始末に向かう。とにかく奴さえトワと合流させなければ、この戦いは勝てるからな」

　理にかなってはいた……が、ルザルカは釈然としない顔のまま。

「しかしクオン・エターニアがやってくるとは限らない。その前に一気にアンデッド部隊でセイ城を落とし魔王を討てば、お前は救世の英雄に──」

　デューマは少しキザっぽい仕草で人差し指を立て、ルザルカの口の前に持っていく。

　顔を赤くするルザルカに、

「英雄になるのはルカ子、お前だけだ。『魔王を倒した英雄』としてお前は人々に希望を与える存在になるんだ」

「何を馬ば鹿かな！　この戦いの最大の功労者はあなただろう！　あとルカ子って言うな」

「なあルカ子」

　デューマは真まっ直すぐにルザルカを見つめて説き伏せるように言う。

「魔王をやっつけたのが死霊術で無理矢理蘇よみがえらされた不気味なアンデッド軍団ってんじゃ、世間のウケが悪いだろ。この戦争は長く続きすぎた。大陸全土が荒廃し人々からは活力が失われた。だから最後くらい、わかりやすいドラマが必要なんだよ。正義の美少女魔道士に悪の大魔王はやっつけられました、みたいな、ベタベタにシンプルで気き分ぶん爽そう快かいなドラマがな。世界を巻き込んだ悲惨な戦いはハッピーエンドで幕がおり、さあ皆さんこれからは希望に溢あふれた明日に向かって歩き出しましょう、ってな」

「……私はそんな安い物語の主人公になどなりたくはない」

「そこはまあ我慢してくれよ」

「勝手な奴やつだな……」

　憮ぶ然ぜんとするルザルカに、

「かっかっか、俺おれは昔から勝手な奴だぜ？」

　そしてデューマは少し遠い目をした。

「……軍に駆り出されてこんな戦で名を上げるより、俺はずーっと、昔みたいにベナンザやトワ達たちと毎日土だらけになって遺跡の探険でもしてたかったんだ」

「…………そんな顔するなんて、ズルい」

　ルザルカは頰ほおを赤らめ、顔を伏せた。

「んじゃ、ちょっくら《賢者の石》をぶっ飛ばしに行ってくらあ。またな、ルカ子」

　ローブをたなびかせ、《アスクレピオス》を手にデューマは天幕から出て行った。

　その刹せつ那な、ソリスの視界は暗転、何も見えなくなる。

　ルザルカの切なげな呟つぶやきだけが微かに聞こえた。

「……勝負下着だったんだけどな……馬ば鹿か」




　直後、さらにビジョンが切り替わる。




　場面は再び戦場──いや、戦場と呼んでいいのかどうかは分からなかった。

　場所はどこかの峡谷だろうか。

　そこにいるのはカタナを地面に突き立ててよろよろと立ち上がろうとするクオン・エターニアと、彼女を取り囲む武装したゾンビの大軍だった。

　クオンの姿は満まん身しん創そう痍い。

　着物はボロボロで全身に矢が突き刺さり、血まみれの状態。

「お……のれ……！」

　憎々しげに呻うめくクオンの前で、ゾンビ達が道を開けた。

　ゾンビ達の間を通ってクオンの前に現れたのは、蛇の杖つえを持つ黒ずくめの男。

「……よう、ひでぇ姿だな」

　クオンの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

「デューマ・アレクサンドロ……！　これはどういうこと!?　魔王様はどこにいる!?　何故貴様のゾンビが私を襲う!?」

　クオンが憎悪の眼差しでデューマを見据える。

「そうか……罠わなか……！　……貴様……私を謀たばかったな……！　騙だましたな……！」

　クオンの目から涙が滂ぼう沱だとこぼれ落ちる。

「トワがピンチってのは噓うそじゃねえさ。場所はここと逆方向だけどな。そろそろ決着がついてる頃ころじゃねえか？」

　言いながら、デューマは手近にいたゾンビから剣を渡してもらう。

「……わりぃな」

　ザシュッ──……

　一いつ閃せん。

　デューマは絶望に歪ゆがむクオンの首を刎はねた。

　地面を転がるクオンの頭部。

　身体からだの方は、さらさらと砂のように風に吹かれ散っていく。

　……しかし、それでもクオンは生きていた。

　頭だけになってもなおデューマを睨にらみ続け、

「……こんなことをしても無駄だ……！　たとえ何百年かかろうとも私は蘇よみがえり、そして魔王様を蘇らせてみせる……」

　それを聞いたデューマは、何故か寂しげに笑った。

「……ああ。できるならそうしてやってくれよ。その頃には、世界はもう少しまともになってるだろ。それとも、今とあんまし変わんねぇのかな……？」

「……？」

　僅わずかに怪け訝げんな表情を浮かべたまま──クオンは力尽きた。

　胴体と同じように髪も顔も砂になって消え、残されたのは一つの頭ず蓋がい骨こつのみ。

　それが多分、フラグメント《久ク遠オン》の本来の姿なのだろう。

　デューマは剣を捨て、頭蓋骨をそっと手に取った。

　……その瞬間、ソリスの視界が暗転。

　視界だけでなく、意識もそこで途切れる。

　気付けば朝になっていた。





　　　†






　むくりと身体を起こすソリス。

　空には現実世界より一回りも二回りも大きい、黄色に近い色の太陽がギラギラと輝いており、夜はかなり肌寒かったというのに今はかなり暑い。

（……なんだったんだろう……あの夢は……）

　知られざる歴史の舞台裏をソリスに伝えるような内容の、驚くほど鮮明な夢。

　と、自分のすぐ隣で積み重なっている人骨──マシロの頭蓋骨の内側が淡く光っていることに気付いた。

　光はほどなく消えた。

「……フラグメント《黄ヨ泉ミ》……あの夢を見せたのはお前なのか？」

　尋ねるも、答えが返ってくるわけもなかった。

　カタカタ、コキコキ。

　マシロが目を覚ましたらしく、折り畳まれた骨格が器用に人体の形に戻る。

【おはようございます、ソリスくん】

　マシロはきょろきょろと周囲を見回し、

【……ここはどこですか？】

「どこって……」

　フラグメントによって作られた異空間だ。

　そう答えようとしてソリスは周囲を見回し──……

「どこだここは!?」

　地形的には確かに自分達たちが野宿をしたエスカレナ丘陵だと思う。

　しかしその景色は昨日とは一変していた。

　生い茂る草花は赤や青や黄色や紫といったやたらと派手な原色の、見たこともないような奇妙な形状のものばかり。

　茎からまた茎が生えていたり、葉のあるべきところから花が咲いていたり、花弁の一つ一つが触手のようにうねうね動いていたり、正直、すごくキモい。

　まばらに生えていたせいぜい三メートル程度の高さしかなかった樹は全て二十メートル以上の大木に変化しており、見るからにマズそうな干からびた蚯蚓みみずのような形の巨大な実をつけていた。

　北の方角にはエスカレナ火山があるが、見たこともない毒々しい色の植物が生い茂っているせいでまったく別の山に見える。

　その火山の麓ふもと──昨日凄せい惨さんな戦いが繰り広げられ、無数の屍しかばねが残っていた戦場跡には、血まみれの死体ではなく死後何年も経ったかのような白骨が散らばり、骨からは植物の蔦つたが伸びていたりする。

「どうなってるんだ!?」

「知らん。朝起きたらこうなっていた」

　ソリスの後ろでシェンファが言った。

　シェンファの他にはアイザックとゲルニカとシズが既に目を覚ましていて、メイとヒカリとキャロルとロジャーはマントを毛布代わりにしてまだ寝ていた。

　気温がかなり高いため、寝苦しそうにしている。

　シズが淡々と、

「どうやらこの空間はかなり不安定なようですね。現実世界……それも魔王トワ・エターニアが生きていた三百年前の世界をモチーフにしていると思っていたのですが、こんな物語の中に出てくるような……トワではない魔王がいるような魔界に生えていそうな植物まで出てくるとなると、何が起こるか本気で想像もつきません」

　戦場跡をもう一度見てソリスは顔をしかめ……ハッと気付いて近くに置いてあった魔法杖ウイザーズロツドに目をやる。

　白骨化した元の持ち主達たちとは違って特に風化は見られず、とりあえず安あん堵どする。

「くくく……昨日見た戦争の光景どころか、神やら悪魔やら宇宙人やらの戦いに巻き込まれることさえ起こり得るかもしれんな」

　シェンファがシニカルな笑みを浮かべた。

「じょ、冗談じゃないですよ！　これ以上妙なことになる前に、さっさとこの空間から脱出しないと！」

　昨日クオンが言ったように彼女がフラグメントの回収を終えるまでこの世界で彷徨さまようことになるどころか、この世界でわけもわからず全員死亡なんてこともリアルに想像できてしまう。

　焦るソリスにアイザック、

「……だがどうするアレクサンドロ。クオン・エターニアを捜すにしても……街はあんなことになっているぞ」

　指されるまま街の方向に目をやり、絶句。












「…………!?」

　丘やエスカレナ火山の異様さなど可愛く思えるくらい、カドゥケウス市の街並みはとんでもないことになっていた。

　昨日見たような廃はい墟きよではない。

　生物の内臓を思わせる、赤黒い有機的な外観をしたグロテスクな塔のような建物が無数に立ち並んでいる。

　現実の市内にあった全ての建物が、不気味な塔へと変へん貌ぼうしたかのようだった。

「なんだあれ……あれが本当にカドゥケウス市なのか!?」

「厳密には本当の街ではないですよ、お兄ちゃん」

　無表情でゲルニカ。

　シェンファが続けて、

「恐らくクオン・エターニアは、あの塔のどこかを根城としている筈はずだ。トワ・エターニアがいるからな」

「？　どういうことですか？」

「腐りかけのゾンビ状態のトワ・エターニアは、現実世界では普通に過ごすことすらかなり困難な筈だ。しかし魔力に満ちたこの空間ならば、安静にしていさえすれば快適に過ごせる。私がそうだからな」

【そういえば私もこの世界に来てから、普段より調子がいいです。ソリスくんにちゅーをしてもらわなくても全然疲れないんです】

「そうだったのか……」

　どうやらここは、ソリス達たちの魔法だけでなく、フラグメントにとっても良い影響を与える空間らしい。

「……だが、この空間にいる限り永遠に生きていられるというわけでもなかろう。だからクオン・エターニアは《賢者の石》の完成を急いでいるのだ」

　シェンファが言った。

「ま、とりあえず当初の予定通り、まずは街に行ってみるとしよう」
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　メイ達が目を覚ましたあと、一行は不気味な姿に変貌している市街地へ向かって歩き出した。

　馬車で一時間程度の道のりなので、それほど遠くはない。

　が、とにかく道が気持ち悪い。

　姿が不気味な草が生えているだけならまだしも、先日のペット自慢大会のときに出てきた触手サボテンを小型化したような変な植物も生えていて、踏んづける感触が明らかに植物のものではなかったりするし。

　地面の状態も微妙にぬかるんでいて、かなり歩きづらい。

　割としっかりした服を着込んでいるソリスやアイザックはともかく、シェンファはブルマに体操着、ゲルニカは水着、メイとヒカリとキャロルもこういう場所に適しているとは言い難い軽装なので、気持ち悪さも倍増だろう。

　そんな道すがら、気分を紛らわすようにゲルニカがソリスに話しかけてきた。

「……お兄ちゃん。実は昨夜、おかしな夢を見たのです」

「夢？」

「はい。恐らく三百年前の光景だと思うのですが」

　ソリスは驚く。

　自分だけでなくゲルニカもあれを見ていたとは。

「……私の中にあるフラグメント《焼け野が原バーンフイールド》……これを持っていたとても美人でおっぱいがばいんばいんの黒髪の女の人が、ソリスお兄ちゃんが年をとったような外見の渋いおじさんと一緒に戦っていました」

「その男は多分デューマ・アレクサンドロだろう」

「はい。私もそう思います」

　そういえば夢で見たデューマ率いる死霊術士部隊には女性もいたような気がする。

　デューマとルザルカに気を取られ一人一人の姿はあまりよく覚えてないが、全員が優れた魔道士だということはわかった。

「……ニカ、実は俺おれも昨夜それと同じ夢を見たんだ。あれはフラグメントが《世界》に反応して見せた光景なのかもしれない」

《黄ヨ泉ミ》の所有者（ということになるのだろう、一応）のソリスが過去の《黄泉》の使い手だったデューマのビジョンを見、同時に《焼け野が原》を持つニカが過去の《焼け野が原》の使い手のビジョンを見たということは、そう考えるのが妥当だろう。

「ソリスお兄ちゃんもあの夢を……!?」

　何故かゲルニカの顔が真っ赤になった。

「……やん♥」

　もにゅもにゅと口を動かして照れたようにソリスから顔を背けるゲルニカ。

「何を照れてるんだ？」

　あの凄せい惨さんな夢のどこに照れる要素が？　と疑問に思う。

（……ああ、そういや天幕でルザルカが下着姿だったな）

「はは、あんなので恥ずかしがるなんてニカはまだまだ子供だなあ」

　微笑ほほえましくなって頭を撫なでるソリスに、ゲルニカは愕がく然ぜんと、

「あ、あれを見て何とも思わなかったなんて……さすがソリスお兄ちゃんです……。私だって知識としては『アダルティックガール』で読んで知っていましたが、実際に見るのは初めてだったのでさすがに驚いてしまいました……。デューマと女の人が裸で抱き合って、あ、あんなに大きくなって……お風ふ呂ろでロジャーのアレなら見慣れているのですが、あんなに巨大化するなんて思いもしませんでした……ロジャーのもあんなふうになってしまうのでしょうか……ちょっと怖くなってきました……来きたるべきそのときに備えて、れ、練習などをしておくべきなのでしょうか!?」

「ちょ、ちょっと待って。何の話をしてるんだ？」

　ゲルニカは怪け訝げんな顔。

「？　ですから昨夜見た夢というかビジョンの話でしょう？　戦争の光景のあと、場面が切り替わって……そ、その……デューマ・アレクサンドロと、《焼け野が原バーンフイールド》を持つおっぱいの大きいお姉さんが……せ、せ、せせせ、せっくすをしていました！」

「な……!?」

（子供になんてもの見せやがるんだ《焼け野が原》！）

「ど、どうやらニカの見たビジョンと俺おれの見たのは違うらしい……」

「そうだったのですか」

「……ああ……って、ニカ、黒髪の女の人って言ってたよな。その人についてもっと詳しく教えてくれないか」

「……詳しくと言われましても。おっぱいが大きかったことしか……戦争のときは黒いローブ姿だったのできっと胸に詰め物でもしているのだろうと疑っていましたが、詰め物どころか着き瘦やせするタイプだったようです……。……あとは……あ、微妙にお兄ちゃんと雰囲気が似ていたかもしれません。デューマはお兄ちゃんよりも野性的というかむさくるしい感じですが、お兄ちゃんは線が細くて少し中性的ですし」

「……なんてこった」

　ソリスの勘が正しければ、それはデューマの妻で、ソリスからすればデューマと同じくご先祖様だ。

　デューマが有名すぎるのであまり知られていないが、彼女も優秀な死霊術士で、かつてはデューマの弟子だったという。

　ルザルカにも想おもいを寄せられていたみたいだし、さすが俺の先祖だけあってモテまくりだなとどうでもいいことを思う。

　と、そこでふと気付く。

「会長。会長ももしかして昨日の夜、何か夢を見ませんでしたか？」

「見た」

　ソリスが尋ねるとシェンファはあっさり頷うなずいた。

「私の夢に出てきたのはルザルカ・ヴァーミリオンだ。どうやら三百年前に《虹にじ》を持っていたのは奴やつだったらしい。奴は《虹》以外にも幾つかのフラグメントを所持していたらしいな」

「へえ……」

　戦場でのあの強さはフラグメントのおかげでもあったらしい。

「……でもデューマといいルザルカといい、どうしてフラグメントを持っていたんでしょうね。伝説では《賢者の石》は魔王の持ち物で、決戦のときにルザルカによって砕かれたと言われていたのに……」

　事実はまるで違っていて、デューマ達たちがフラグメントを持っていたからこそ、戦争に勝利することができたのだ。

「……たしか記憶を取り戻したクオン・エターニアが貴様に襲いかかったときに叫んでいたな。『貴様が私の欠片フラグメントを奪わなければ』と」

「……そういえばそうでしたね」

　その言葉から推測すると、デューマが彼女からフラグメントを奪い、それを自分が使ったりルザルカや弟子に与えた？

　ビジョンでは三百年前クオンにトドメを刺したのもデューマだったから、彼女が遺跡で見せた激しい憎悪には納得がいった。

「ところで、ねえさまが見たルザルカの夢とはどんな内容だったのですか？」

　ゲルニカが尋ねると、

「デューマ・アレクサンドロを勝負下着で誘惑しようとしたけど全然見向きもされず天幕の中で一人自慰に耽ふける哀れな貧乳女の姿だった」

「ぶっ！」

　ソリスが噴いた。

　それはもしかして、ソリスの夢の続きの光景ではなかろうか。

「くくく……英雄だのなんだのもてはやされても所しよ詮せんはただの寂しい女だったということだ。なんだか他人という気がしないなあー。……なあ、ソリス？」

「な、なんで俺おれに振るんですか……」

　シェンファの誘惑を何度も拒絶し続けたソリスは気まずくなって目を逸らした。

　そのとき、とんでもないものが視界に入ってきた。

「な、なんだあれ!?」

「……気付いたか、アレクサンドロ」

　ソリスよりも先にあれに気付いていたらしいアイザックが緊張した声で言う。

　一行からおよそ五十メートルほど離れたあたりに、奇妙な動物の群れがいてこちらの様子を窺うかがっている。

　数は三十体ほどだろうか。

　毒々しい色の植物が繁茂する光景に紛れ込むような、これまた毒々しい色の動物。

　ハッキリとは見えないが姿形は様々で、一種類の動物の群れではないようだ。

　ソリスに続き、他の皆もそちらに視線を向ける。

「な、なんですかあれ!?」「げげえ、なんだありゃあ!?」

　ヒカリとロジャーの驚きよう愕がくと怯おびえが混じった声。

　と。

　一行の動揺を察知したかのように、これまでじっとしていた獣の群れが一斉にこちらに向かって突進してきたではないか。

「ちっ！」「まったくもう！」

　慌てて杖つえを構えるソリスとキャロル。

　アイザックが無言で抜剣、一行をかばうように前に進み出る。

　見る間に距離を詰めてくる獣達たち。

「なんだこいつら!?」

　近付いてきた獣達の姿がハッキリと見えて、ソリスは再び驚愕の声。

　色が変なだけではなかった。

　その姿が……もはや畸き形けいというレベルではないくらいにおかしい。

　胴体は大型の犬か狼おおかみのものなのに前脚だけは猫科のもの、尻尾しつぽの部分には蛇が生えていて、頭は鰐わにのものだったり。

　巨大な蛇の身体からだから様々な種類の鳥の翼が生えていたり。

　色んな動物の頭が全身から生えたゴリラのような体たい軀くの生物だったり。

　どれもこれも滅茶苦茶な外見をしており、同じ姿をした個体は一匹もいない。

　召喚獣かとも思ったが、ソリスの知識の中にこんな姿の召喚獣はいない。

　それに召喚獣──異界生物にはたまに信じがたい姿や生態を持つものがいるが、彼らにはそういう姿になるに至った理由がちゃんとあるのだ。

　この獣達からは、生物学的な合理性がほんの一欠片かけらも感じられない。

　畸形でも突然変異でもない。

　ただ適当に色んな種類の動物をめちゃくちゃに組み合わせただけのような……幼児が描いた『ぼくのかんがえたさいきょうモンスター』を何倍も醜悪にしたような。

　明らかに自然に誕生した生物ではないが、こんなふうにまったく種類の異なる生物を無茶苦茶に、しかも生きたままくっつける技術など聞いたこともない。

　戦せん慄りつするソリス達に、獣の群れは容赦なく襲いかかってきた。

　真っ先にやってきたのは全身に頭部が生えた獣。

　全ての頭が大口を開いてアイザックに飛びかかり──アイザックと接触する直前、腹部がぱっかりと横に開き、鋭い牙きばの並ぶ巨大な口になった。

「……う」

　さすがのアイザックも気持ち悪そうに顔をしかめ、

「せいやぁッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに剣を一いつ閃せん、獣の巨体を真っ二つに断ち切った。

　赤黒い血をまき散らし、無数の口が断末魔の叫びを上げる。

　他の獣達たちも一斉に襲いかかってきた。

「アイザック、避けろよ！」

　ソリスとキャロルがそれぞれ魔法を高速詠唱。

「吹き荒れよ暴威の刃！　《荒嵐裂波迅タイラントストーム》！」

「凄せい惨さんなる墓標となれ！　《天衝岩塊槍アースグレイブ》ですわ！」

　ソリスの放った真空の刃が、数体の獣を切り刻む。

　キャロルの魔法により獣達の真下の地面が巨大なランスのように衝つき上がり、下から串くし刺ざしにする。

　魔法攻撃を逃れた鹿しかの脚と牛の角を持った豹ひようのような獣が再度突進してきたのを、アイザックが横から真っ二つにする。

　上半身が巨大な鷲わしのような姿をした二足歩行の獣がアイザックを襲うが、アイザックは振り向きざまに一閃。

　獣の身体からだが両断されるかと思いきや、その獣の背中と両腕と翼を守る巨大な亀かめの甲羅に剣が弾はじかれる。

　怯ひるむアイザック。

「煉れん獄ごくを顕見せよ！」

　ソリスの放った《煉獄饗宴ゲヘナフレイム》の炎がアイザックの眼前に迫った敵を一瞬で炭化させ、焼け残った亀の甲羅がからんと地面に転がる。

「助かったアレクサンドロ！」

　ソリスに礼を言い、再び新たな敵を屠ほふるアイザック。

　ソリスとキャロルも、大規模魔法を立て続けに使って次々に獣達を始末する。




　ものの数分で奇怪な獣の群れは一掃された。




「がっはっは、やるじゃねえかガキども！　俺おれ様が出るまでもなかったようだな！」

「……私の陰に隠れていたくせに何を言うのですか……」

　戦いが終わるやいなや偉そうに高笑いするロジャーに、ゲルニカがジト目で言う。

「ふん、まあ我が下僕どもなら当然の結果だな」

　満足そうにシェンファ。

　先のゲルニカのアンデッド軍団やアンジェラス三姉妹の召喚獣軍団のように統率が取れているわけでもなく、個々の戦闘力が高いわけでもない、ただ外見が不気味なだけの獣の群れなど、トリス学院生徒会三人組の敵ではなかった。

　アイザックの魔剣《朱雀すざく》がないものの、ソリスとキャロルの魔法は普段よりパワーアップしているし。

　楽勝だった。

　楽勝だったが……

「……わたくし、気分が悪いですわ」

　キャロルが吐き捨てるように言った。

　ソリスも同感だった。

「俺おれももうこんな気持ち悪い生物と戦うのはイヤだ。先を急ごう」
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　もう戦いたくないというソリス達たちの気持ちとは裏腹に、道中、あの不気味な獣の集団に五回も襲撃された。

　この世界に来てから……いや、温泉旅館にいた頃ころからずっとそうだが、肉体的よりも精神的な負担が大きい。

　魔道士たるもの心を強く持たねばならないが、あまりこんな状況に慣れてしまうのは人としてアレだなあとも思う。

　ともあれ。

　一行はようやくカドゥケウス市……と呼ぶのは憚はばかられる不気味な市街地に辿たどり着いた。

【間近で見るとますますアレですねえ】

　マシロが言った。

「……ああ……キモい……」

　ソリスが顔をしかめる。

　赤黒く有機的なデザインの不気味な塔。

　……デザイン……と呼べるのかどうか……実際にドクドクと、筋肉が弛し緩かん・収縮するかのように微妙に塔全体が蠢うごめいているのだ。

　そんな生物みたいな気味の悪い塔が街中に幾つも幾つも立ち並ぶ。

「クオンは一体どこにいるんだろう……」

　呟つぶやくソリスにキャロル、

「そもそもこの塔、どうやって中に入りますの？」

　言われてみれば確かに、入り口らしきものはなく、窓すらない。

　てっきり塔だと思い込んでいたが、もしかしてこれは塔──いや、建物ではないのかもしれない。

「ソリス、とりあえず攻撃魔法でもぶち込んでやれ」

「わかりました」

　シェンファに言われ、塔の壁に向かって《闇禍への供物アビスゲート》を放つ。

　壁が闇やみに吞のみ込こまれ、穴が開いた。

　塔の中は空洞で、外観と同じようなグロテスクな内装だった。

　一応、住居として使えなくもないとは思う。

「……俺おれの記憶が正しければこの塔──だかなんだかよくわからないやつが建ってる場所って、元の世界でも建物があった場所なんですよね……」

　道などは完全になく、地面には相変わらず気持ち悪い植物が生えている。

　だが、塔が建っているのは道だった場所以外──元の世界では商店街だったこの場所の、店があった場所ばかりだった。

　それから、塔の大きさ、高さはまちまちだった。

　三メートルにも満たないものもあれば、二十メートルを越えるものまで。

　距離があるので正確な高さはわからないが、他の塔よりも図抜けて高いものが幾つか、街のあちこちに点在している。

「……この大きさの違いには何か法則性があるのかな？」

　ソリスが頭をひねる。

【あのでっかい塔があるところには何があったんでしたっけ】

　マシロが指さした先に、他の塔よりも一際高い塔が見えた。

　距離を考えると、高さは五十メートルほどだろうか？

　街に詳しいメイが答える。

「あそこはカールディス帝王学校ですね」

　カールディス帝王学校＝主に貴族の子女が通う、政治学や経済学など社会科学の専門校。

　マシロはまた別方向を指す。

【あそこに三本並んでる高いのは？】

　右から順に少しずつ高くなっている三本の塔。

「左から、フェルナンド魔道学園の初等部校舎、中等部校舎、高等部校舎、かなあ。初等部の場所はよく覚えてるんですけど中等部と高等部の距離感は微妙です」

　メイの言葉をソリスは反はん芻すう。

「……あの手前の高い塔のあたりって確か、アキレウス練武館じゃないか？」

「そうです先パイ。そのちょっと横……えーとあっちらへんにある塔は、クロノア総合学園ですね」

　どちらも距離があるので正確な比較は難しいが、アキレウス練武館の位置にある塔の方がクロノア総合学園の方よりもかなり高いように思える。

　高い塔が軒並み学校。

　そこに何か理由はあるのだろうか？

（……人間の数？）

　だとすれば、厳しい入学試験のために生徒数が少ないアキレウス練武館の塔より、幅広い学習内容で人気があってしかも初等部から高等部の校舎が一つになっているクロノア総合学園の塔が低い理由は？

　思考し──閃ひらめく。

「……魔力？」

　アキレウスの生徒は基本的に、体力一辺倒ではなく魔剣など魔法を利用した武術の習得を志す。

　対して、クロノアには魔法関係の学科がない。

　魔力は基本、人の体内に存在するものだが、同じ場所で何度も魔法が使われたりすると、その空間自体にも魔力が蓄積されていく。

「ま、恐らくそれが正解だろう」

　シェンファがソリスに「よくできました」みたいな笑みを浮かべた。

「塔の大きさは現実世界における魔力の量によって決まっている。ならばゾンビ状態で生命維持のため常時大量の魔力を必要としているトワ・エターニアは、最も高い塔──つまり最も魔力の多い場所にいると考えるのが合理的だろう。さてここで問題です」

　おどけた調子でシェンファ、

「現実世界のカドゥケウス市で、大勢の魔道士達たちが日々魔法の修行に励み、大量の魔力が蓄積されている場所といえば一体どこでしょうか？」

　シェンファのクエスチョンに、皆は一斉に答える。




「「王立トリスメギストス魔道学院!!」」
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　一応市街地にもかかわらず三回ほど例の奇怪な動物の群れの襲撃を受けたが、どうにか一行は目的の場所へとたどり着いた。

　遠くからでは他の高い塔との高さの違いがよくわからなかったが、その塔は他の高い塔に比べても明らかに群を抜いていた。

　現実世界ではトリスメギストス魔道学院の敷地の、ほぼ中心部に屹きつ立りつする巨大な塔。

「……ここにクオンが……」

　塔を見上げて呟つぶやくソリスにシェンファ、

「一〇〇％というわけではないがな。そもそもクオン・エターニアは現実世界でのフラグメント回収に向かっている可能性が高いし。だが魔王の方は、ここが本拠地でなかったとしても、確実にどこかの高い塔の中にはいる筈はずだ」

　一行は塔へと近付く。

　外壁のすぐ近くまで近付いたが、この塔にも入り口らしきものは見当たらなかった。

　外周を一回りしてみても、何も見つからなかった。

　ならば入り口を作るのみ。

　ソリスは黒い魔石が埋められた杖つえを構え、意識を集中し、呪じゆ文もんを詠唱。

「引きずり堕おろせ！　《闇禍への供物アビスゲート》！」

　塔の壁に、最大出力で魔法を放つ。

　全てを吞のみ込こむ暗黒の渦が、脈打つように蠢うごめくグロテスクな壁に炸さく裂れつ。

　闇やみが消えたあとには────何も変わらず、壁があった。

「な……！」

「さすがに敵の本拠地だけあって守りが堅いようですね……」とシズ。

　ソリスはさらに立て続けに《闇禍への供物》を連発。

「わたくしもお手伝いしますわ」

　キャロルも高威力の攻撃魔法を何発か撃ち込むも、壁には傷一つ付かない。

　試しにアイザックが剣で斬きったり叩たたいたりしてもやはり無意味。

「……ふん、こうなったらやはり私が戦術級破壊魔法で……」

　愉たのしげに言うシェンファにチョップ。

「痛いぞソリス！」

「会長は何もしないでください。……マシロ」

　マシロを呼び寄せソリス、

　ちゅっ。

　超どうでもよさげに、きわめて作業的にマシロにキスした。

　マシロが人間の姿になる。

「よし、魔力増幅した攻撃魔法なら──いてっ！」

　何故かマシロがソリスにチョップをしてきた。

　不機嫌そうに頰ほおを膨らませるマシロにソリスは首を傾かしげる。

「ど、どうしたんだマシロ。何を怒ってるんだ」

【ソリスくんの馬ば鹿か】

　他の皆も口々に、

「いきなりキスをするとは常識がありませんね」「女の子の気持ちを考えてください」「なにあのロマンチックの欠片かけらもないキス」「死ねばいいのに」

　辛しん辣らつなコメントにソリスは真っ赤になり、

「こ、こんな大勢いる前でろまんちっくなキスなんて恥ずかしいだろ!!」

　本音を言った。

【ソリスくんの照れ屋さん♥】

　一転、笑顔。

　マシロの機嫌は直った。

「今度はノロケですか……」「イチャイチャイチャイチャ……！」「死ねばいいのに」

　またしても辛辣なコメントをくれる女性陣をスルーして、ソリスはマシロの手を握り、

「じゃあ、いくぞ」

　呪じゆ文もんの詠唱を開始。

《フラグメント》によって魔力を増幅させた最大出力の《闇禍への供物アビスゲート》。

　事実上、このパーティーの使用できる最強の攻撃魔法である。

「──アビス……ゲートォォォォォォォ──────────ッ!!」

　……しかし。












　ソリスの全身全霊をかけた一撃も、壁には傷一つ付けることは出来なかった。

「はぁ……はぁ……くそっ、馬ば鹿かな……」

　汗を滴らせ、ソリスは荒い息をつく。

「……これは困りましたね……ここまで来て打つ手なしとは……」

　シズの無表情な顔にも微妙な焦燥の色が見られた。

「おのれええええええ!!」

　そんな怒りの叫びを上げたのはアイザックだった。

　力任せに何度も何度も、不気味に蠢うごめく壁を蹴けりつける。

「ここを開けろクオン・エターニアあああああ!!」

　怒声を上げながら壁を蹴るアイザックを、一行は無言で見守る。

　と、不意に。




「はいはい、今開けますよ～」




　場にそぐわない、やたらと吞のん気きな声が頭上から響いた。

「「!?」」

　驚いた一行が見上げると、いつの間にか高さ十メートルほどの位置に窓のような四角い穴が開き、そこから柔にゆう和わな顔立ちの黒髪の男──魔王トワ・エターニアが顔を出してこちらを見下ろしていた。

「ちょっと待っててね」

　トワが穏やかに言うと、アイザックのすぐ前、あれだけ何をやっても傷一つ付けられなかった塔の壁に小さな穴が開き、穴は見る間に大きくなってやがて高さ二メートルほどの半楕だ円えん形けいの入り口ができた。

「な……！」

　啞あ然ぜんとするソリス達たちにトワは吞気な声で、

「ほら、急いで入って。後ろからキメラ達が来てるから」

「!?」

　後方を見ると、獣の集団がこちらに向かって走ってくるのが見えた。

　慌てた一行は、警戒もせずトワの言葉に従い塔の中へ入った。
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　塔の中。

　魔法で穴を開けることが出来た小さな塔の内部とは違い、ただの空洞ではなく、それどころかかなり立派な造りだった。

　外観のように壁が不気味に蠢うごめいているということもなく、『鬼』の遺跡を思わせる不思議な鉱物の壁。

　塔の壁沿いに、螺ら旋せん階段が上に向かって伸びている。

「君達たちが来たことにはすぐに気付いたんだけどねえ。なにぶん塔の一番上の部屋にいたものだから、降りてくるのが大変で」

　穏やかな口調で言いながら、トワは一行を先導して階段を上る。

　たしかにこの螺旋階段を延々と伝って最上階から降りてくるのは死ぬほど大変そうだ。

　トワの格好は蘇よみがえった当初の白装束ではなく、今ソリスが着ているのと同じような羽は織おり袴はかまで色は黒。

　随所に白い糸で複雑な模様が刺し繡しゆうされており、派手ではないが上品。

　ボサボサだった長髪は整えられ、頭の後ろで結われている。

　蘇ったときよりも随分と若々しい印象だった。

「……ところでクオンはどこに？」

　ソリスが尋ねると、

「クオンは昨日からずっと、現実世界でフラグメントの回収をしているみたいだね。僕の蘇そ生せいやフラグメント《世界》の使用でかなり消耗している筈はずだから、無理をしてほしくないんだけど……頑固でね……」

　トワに案内されるまま階段を少し上ると、途中にドアがあった。

　ドアの材質は木のようだ。

　上った距離から考えると、トワが顔を出していた窓はこのあたりだろうか。

　トワがドアを開け、一行は部屋に通される。

　部屋の中には大きなテーブルと十数個の立派な椅い子すが用意されていた。

　反対側にもドアがあり、どうやら奥に別の部屋があるようだ。

「ささ、掛けたまえ」

　トワが一番奥の席に腰を下ろす。

　ソリス達も戸惑いつつ、トワから少し離れた席へと各自座る。

　全員が席につくと、トワがテーブルに置かれた鈴を鳴らした。

　するとトワの後ろにあった扉が開かれ、中からメイド服を着た無表情な女性が五人入ってきた。

　全員、白米のご飯に味み噌そ汁しる、焼き魚と煮物が載ったお盆を持っている。

「……この人達は？」

「良くできているだろう？　僕にも詳しいことはよくわからないんだけど、メイドロボと言うらしい」

「……ろぼ？」

「要するに人形というわけさ」

「……ア、アンデッドみたいなものですか？」

　少し震えながらソリスが訊きくと、

「僕もそう思ったんだけど、クオンが言うには違うらしいよ。どうやら魔法が使われていない純粋な機械らしい」

「これが……機械だと？」

　魔道具科の導師でもあるシェンファが興味深そうにメイドロボとやらを見る。

　その彼女のお腹が、可愛く「くきゅ～」と鳴った。

「私としたことが……！」

　シェンファが顔を真っ赤にする。

　食欲をそそるいい匂においに、ソリスにも急に空腹感が襲ってきていた。

　この空間に閉じ込められてからの時間経過は定かではないが、そういえば旅館で夕食を食べて以来、何も食べていなかった。

　メイド達たちによって、ソリス達の前にアメツチ王国の朝食風の食事が並べられる。

「多分何も食べてないのだろう？　ささやかで申し訳ないけど、召し上がれ。おかわりもご自由に」

　にこやかにトワが言うが早いか、

「うひゃあ、こいつはありがてえぜ！」

　ロジャーがガツガツと下品にご飯を貪むさぼり始める。

　ロジャーが全ての食事に手をつけるまで、ソリス達は誰だれも食事に手を出そうとしない。

「はっはっは、毒なんて入ってないよ」

　ソリス達の考えを見抜きトワが笑う。

「どくっ!?　ぼぼっ、げほっ」

　ロジャーがむせて、慌ててお茶を喉のどに流し込む。

　これでお茶にも毒はないと判明した。

「て、てめえら、俺おれ様を毒味に使いやがったな!?」

　シズが淡々と、

「……べつにそういうつもりはなかったのですが、まさか何の躊躇ためらいもなくがっつくアホがいるとは思わなかったので、せっかくですから利用させていただきました」

　そして上品に味み噌そ汁しるを口に運ぶシズ。

「なかなかのお味です」

　シズに続き、ソリス達も食事に手を付けはじめる。

　まあ最初から、わざわざ自分から塔に招き入れてあえて毒を盛るなどという不合理なことはすまいという確信はあった。

　ロジャーの様子を観察したのはあくまで念のためだ。

「……うん、美味しい」

　素直な感想が漏れる。

　味付けの薄い素朴な料理だが、それが逆に飢えた身体からだに優しく染み入る。

　全員、あっという間に食事を平らげる。

　しかし食事のできないマシロだけは手を付けていない。

「ん？　キミは食欲が優れないのかな？」

　トワが尋ねるとマシロ、

【わたしはご飯が食べられないんです。内臓がないので】

「は？」

　ますます怪け訝げんな顔をするトワに、

【本当は骨なんです、わたし】

「……もしかして遺跡でソリスくんが連れていたスケルトンがキミなのかな？」

　こくんと頷うなずくマシロ。

「ほう……さすがはデューマくんの子孫だけあるね……遺跡で見たときも思ったけど、まるで自分の意思を持っているみたいだ」

　感心するトワにソリス、

「今のあんたと同じだよ。フラグメントの力で不完全な状態で生き返ったんだ」

　トワは苦笑した。

「おいおい……子孫がフラグメントを手に入れちゃってるじゃないか……デューマくんのガサツさには困ったものだねえ……。どうせ家の倉庫の中にでも適当にしまってあったんじゃないかい？」

　当たりだった。

「……随分と俺おれの先祖に詳しいんだな。それにデューマくんデューマくんって……まるで友達みたいに……」

「友達だからね」

　あっさりとトワ。

　まあ、そんな予感はなんとなくしていた。

「……僕とデューマくん、そしてこの空間の元になった学園都市を造ったというベナンザ・アルキメデスは親友でね。十代の頃ころ、アメツチ王国に留学していたデューマくんとベナンザくんと意気投合して、毎日のように山に登ったり海で泳いだり、遺跡を探険したりして遊んでいたんだ。学校もサボってばかりだったから、三馬ば鹿かの称号をほしいままにしていたものだよ。国王になんてならなければ、ずっとあんなふうに楽しく過ごせていたのかもしれないね……」

　懐かしむように言う。

　その顔は、夢で見たデューマの顔と同じだった。

「クオンを見つけたのも三人で探険した遺跡の中だったよ。もちろん《賢者の石》だなんて知らなかったけど。デューマくんとベナンザくんは裸で倒れてた美少女をあわよくばウッシッシなんて下心が丸見えだったから、クオンは僕にしか懐いてくれず、いつの間にか僕は彼女のマスターということになっていた」

「なにやってんだご先祖様……」

「その後、僕以外の王位継承者が暗殺やら病気やらで立て続けに死んじゃってねえ……二十歳のとき第十四代国王として担ぎ出されてしまったというわけさ。魔法の才能なんてなかったのに、暗殺者とかクーデターを《賢者の石》の力でどうにか凌しのいでいるうちに、いつの間にか『魔王』なんて称号が付いてたし。権力もないお飾りの王に『魔王』だってさ……やれやれだよ」

　苦笑して肩をすくめるトワ。

　それからスッと目を細め、

「でもまあ、せっかくだから僕は『魔王』という役割を果たすことにした」

「役割……？」

　一瞬寒気を感じつつ、聞き返す。

「世界征服なんて馬ば鹿かなことを本気で考える連中が、よりにもよって権力の中枢にいてね……何度も粛しゆく清せいすべきか迷ったけど、彼らを始末してもまた別の馬鹿が権力を手に入れるだけなのは目に見えていた。当時の王国は本当にダメダメな状況でね……権力のない国王がちょっとやる気を出して改革をしようとしたところで、既に手の施しようがなかったんだ。そんな状況で、馬鹿が隣国ヘルメス王国に戦争を仕掛けた」

「天地戦争……！」

「今ではそう呼ばれているらしいね。……僕はその戦争を利用して、国内の膿うみを全て出そうと考えた。ヘルメスの『十二人の偉大な魔法使いゾデイアツク』にまで上り詰めていたベナンザくんを介して、アメツチが敗戦後にも国体を維持できるように工作を進めた。本当はもっとスムーズに終わる筈はずだったんだけど……馬鹿が馬鹿なりに頑張ってしまったおかげで戦火は大陸全土に広がり、とんでもない大戦争になってしまった。僕を守ろうとしてクオンが無茶なことをいろいろやっちゃったしね……。まあ、そのおかげで『魔王こそが諸悪の根源なのだ』というイメージ作りが上手くいった面もあるんだけど」

　愕がく然ぜんとする。

　天地戦争の最後の敵だった筈の魔王トワ・エターニアが、実は最初から悪の魔王として滅びるつもりだったという。

「……もしかしてデューマに《黄ヨ泉ミ》や《焼け野が原》を渡したのは……」

「うん、僕」

　魔王本人が密ひそかに英雄の手助けをするなど、想像もできない話だった。

「……あんたの計画をクオンは知っていたのか？」

　トワは首を横に振る。

「どうして。クオンが協力していれば、犠牲はもっと少なくて済んだ筈はずだろう」

「この戦争の最後に僕が死ぬつもりだと知って、クオンが協力してくれると思うかい？」

「それは……」

「……僕に出来たのは、フラグメントをこっそりデューマくんをはじめとする信頼できる人々にばらまいて、クオンの力を削そぐことくらいだった。あとは僕が殺されるのを邪魔されないように、遠くの戦場にやったりね」

　……昨日、クオンはソリスに問いかけた。

　目的のために、自分も他人も犠牲にする覚悟はあるのか、と。

　トワにはあったのだろう。

　アメツチ王国に平和をもたらすという最終目標のために、自分の命も、自分を慕うクオンも、大勢の国民も、大勢の他国の人々も全て犠牲にする覚悟が。

　トワのやったことを素直に肯定することは出来ない。

　戦争を利用して国を正そうなどと考えなければ、戦争自体の被害はもっとずっと少なくて済んだはずだ。

　だが歴史的事実として、戦後、トワの意を汲くんだベナンザ・アルキメデスらの尽力もあって、世界はこれまでより格段にマシになった。

　まさに今その平和を享受しているソリス達たち後世の人間に、トワを否定する権利などあるわけがなかった。

　だが、

「そんなの駄目です！」

　トワの話を神妙な顔で聞いていたメイが突如叫んだ。

「何が駄目なんだい？」

　トワは穏やかに聞き返す。

「昨日、現実世界からクオンに何冊か近代史の本を持ってきてもらったんだけど、それを読む限りでは世界は僕の目もく論ろ見み通り……とは完全には言えないものの、少なくとも良い方向へ進んだように思える。アメツチの癌がんだった軍ぐん閥ばつは解体され、これまで虐しいたげられていた優秀な人材が要職に就けるようになった。国家間の交流が盛んになり、世界レベルで文化的、社会的、技術的、経済的に大きく発展を遂げた。学園都市なんてものも造られた。キミが今この場にいるみんなと出で逢あえたのも、そのおかげだろう？」

「それはそうですけど、でも……歴史的に考えてどうとか、政治とか社会とか、そういう難しいのはよくわかんないですけど……でも、」

　メイは今にも泣き出しそうな顔だった。




「だったらあなたは、クオンちゃんのことを好きじゃなかったんですか!?」




　……トワの顔からほんの一瞬だけ、柔にゆう和わな笑みが消えた。

「著しく論理性に欠けるので、何が『でも』、『だったら』なのか僕にはさっぱりわからないんだけど……まあ、十年以上も一緒に暮らしていたら多少の情は移るかな」

　今までと違って、どこか取り繕ったような感のある声だった。

　ソリスが口を開く。

「……俺おれはフラグメントが見せたビジョンの中で、デューマがクオンを殺す瞬間を見た。あいつは最後の最後まであんたのことを考えていた」

「……ほう」

　問いかける。

「……間接的にとはいえ、クオンを死に追いやったことを、あんたは後悔してるんじゃないのか？」

　トワの漆黒の瞳ひとみがソリスを見つめる。

　長い沈黙の末、トワが寂しげにため息をつく。




「──クオンは、いや、《賢者の石》は、この世にあってはならない存在なんだ」




　断言するトワにソリスはやや憤慨し、

「……確かに《賢者の石》には凄すごい力があるけど……そんな、存在自体を否定するような言い方はないんじゃ……」

　ソリスの言葉には答えず、トワは淡々と、

「……《賢者の石》は今から二千年以上前にこの大陸に存在した──通称『鬼』と呼ばれている者達たちによって作られた」

「……まあ、多分そうだとは思ってたけど」

「クオンから聞き出した情報によれば、『鬼』はもともと、この世界の住人ではなく、異世界からやってきた移住者だったらしい。いや、逃亡者、かな。滅亡寸前だった元の世界から、こちらの世界に逃亡してきたというわけさ」

「へえ……」

　本当かどうかは不明だが、興味深い話だった。

　歴史の勉強は好きだ。

「質問。異世界から来たと言ったけど、俺おれの知る限り『鬼』の世界なんて聞いたことがない。まだ未発見なだけなのか？」

　精霊魔法でも召喚魔法でも幻術でも、基本的にほとんどの魔法は異世界に接続し、その世界の物質や生物や法則をこちら側に誘導することで発動する。

　新たな異界の発見はそのまま新たな魔法体系の発見になる可能性もあるため、多くの魔道士が血眼になって新しい異界を探している。

「発見されてないんじゃないよソリスくん。言っただろう？　滅亡したのだと。文字通り、世界そのものが消滅してしまったのさ」

「な……！　そんなこと、有り得るのか……!?」

　絶句するソリス。

　トワは続ける。

「……『鬼』の社会は、この世界よりも遥はるかに進んだ文明を持っていたらしい。一部を呼び込むのではなく自ら次元を越えてお隣の世界に移住することが可能なほどにね。先ほどのメイドロボも『鬼』の文明によって造られたものだし、君達たちが外で遭遇したキメラもそうだ。あんな生物、召喚獣の中にだっていないだろう？」

「キメラ……」

「街に立ち並ぶグロテスクな塔も、この塔の中だけは違うけど本来は『鬼』がいた世界の建造物なんだ。『資源が枯渇したから生物を利用して建物を造ろう』なんて頭のおかしな発想から生まれたものらしいね」

「……たしかに正気とは思えない連中みたいですけど……そういう奴やつらに造られたものだから《賢者の石》も良くないものだと？」

　いつの間にかソリスの口調は、教師に対する学生のものになっていた。

「キミは《賢者の石》が作られた本来の目的を知っているかな？」

　質問で返してきたトワに、ソリスは頷うなずく。

　昨日クオンから聞いた。

「……不老不死、ですね」

「その通り」

　トワが頷く。

「《賢者の石》の最終目標は、『死の否定』だよ。まあ、死を厭いとうのは生物として当然のことではあるね。あのキメラ達も、死を否定する研究の過程で生まれたものの一つさ。……そして『鬼』達は狂気じみた数々の所行の果て、ついにその死を完全にではないが克服する手段を完成させてしまった。この世界にはクオン一人しかいないけど、『鬼』達が元いた世界の文明では、《賢者の石》の量産まで可能だったらしい」

「《賢者の石》の量産……！」

　クオンの話では、人間を一人生き返らせることで《賢者の石》は力を失うという。

　だが、もしそれが複数あれば。

　マシロも、シェンファも、トワも、全員が助かる。

（ハッピーエンドじゃないか……）

　だからこそ、先ほど浮かんだ疑問がますます強くなる。

「……そこまで高度な文明を持っていたのにどうして『鬼』は滅んだんですか？」




「人が生き返るようになったからさ」




　こともなげにトワは言った。

「……？」

　理解できず首を傾かしげるソリス。

　ソリス以外の皆も……退屈そうに欠伸あくびをしているシェンファ以外は、同じく理解できていないらしい。

　トワは少し楽しそうに、

「『人が死んでも生き返るようになった』──このことで、相対的に価値が下がるものが一つある。それは一体何だと思う？」

「価値が……下がる……？」




「──命だよ、ソリス」




　つまらなさそうに答えたのはシェンファだった。

「命……！」

　ハッとするソリス。

「キミはちっちゃいのに賢いねえ」

「当たり前だ。私は天才少女だからな」

「うんうん、可愛いねえ天才幼女ちゃん。さて、キミが言ったとおり」

「……幼女って言うな」

「幼女ちゃんが言った通り、死んでも生き返るということは、相対的に『命の価値が下がる』ということを意味する。本来なら一つしかない、喪うしなわれたらお終しまいの、換えの効かない絶対的に尊い筈はずのものが、喪われてもまた取り戻せるようになってしまった」

　ソリスは思い出す。

　死者の蘇そ生せいが可能だとクオンから聞いたとき、自分は何を思った？

　──シェンファが死んでもあとで生き返らせればいい──

　その思考の歪いびつさに、ソリスは今さらながらに身震いする。

「……この、生物としての大前提を覆すようなパラダイムシフトに対して、『鬼』の社会は上手く対応できなかったんだ。それどころか、蘇そ生せい技術が引き起こした諸問題への対策で法律をたびたび変更したり人権を極端に侵害したりしたせいで、社会は加速度的に混乱していくばかりだったという。『死』という自然の摂理が担っていた倫理のブレーキが壊れた『鬼』の社会は、迷走と暴走を重ね──最終的に、自滅に等しいような無意味な大戦争を引き起こして『鬼』達たちの世界はその高度な文明ごと滅亡した。……ま、よく考えてみれば当たり前の話かもしれないね。人類が……いや、生物が数十億年に渡って築き上げてきた生と死のメカニズム──『命の仕組み』が壊れた社会を上手く回すシステムなんて、どんな天才政治家にだって作れやしないさ」

　寂しげにため息を吐つくトワ。

「滅亡する世界からこの世界に逃れた『鬼』達も、ものの百年足らずで滅んだという。世界を越えた影響か、それとも別の病気か何かで、『鬼』達は子孫を残せなくなっていたらしい。まあ、遺跡だけでなく、魔法や文字など数々の文明の残ざん滓しを元々この世界にいた人々に遺したんだけどね。現在の大陸公用語である『英語』、昔のアメツチ王国で広く用いられ魔法名などにも使われる『漢字』もそうだし、二千年近くも様々な国で採用されている通貨『サクル』──『円circle』もそうだね。古くから続く貴族や魔道士の一族などによくある姓……アレクサンドロ、パラケルスス、フラメル、クロウリー、カリオストロ、アルキメデス、サンジェルマン、それから国名になっているヘルメスなどは、みんな『鬼』の世界において魔法や科学の分野で名を馳はせた者達の名前らしい。ちなみにこれは僕の仮説なんだけど、この世界に『魔法』が生まれたこと自体、彼らが次元に穴を開けてこちらに移住した副作用で、他の異界とも接続されやすくなったからではないかとも思う。あとは……『物語』もそうかな。例えばルザルカちゃんの《エクスカリバー》の名前の元ネタになった『アーサー王伝説』やらデューマくんの《アスクレピオス》の元ネタになった『ギリシャ神話』など、有名なのに出所がよくわかっていない伝説や神話には、『鬼』の世界からの輸入品が数多く含まれているようだね」

「………………はぁ」

　深々と感嘆の息を漏らすソリス。

　歴史学者や民俗学者でなくとも驚きよう嘆たんするような新事実を立て続けに聞かされ、ソリスの知識欲は大いに満たされた。

　今トワに聞いた話を明らかにすれば確実に歴史に名が残るだろうが、残念ながらそれを事実と証明する手段がない。

　まさか魔王本人を証人にするわけにもいかないし。

　トワが微笑ほほえむ。

「……さて、ソリスくんに金髪おぱい子ちゃん。最後は脱線してしまったが──どうしてクオンが存在してはならないか、理解してもらえたかな？」

　……そうだった。

　トワはその理由を語っていたのだった。

　そういえば、『人一人の命は世界よりも重い』という言葉を聞いたことがある。

　命を大事にしようという何てことない標語だと思っていたが、『鬼』の世界の末路を見る限り、それは紛れもない『事実』であったのだ。

　命が世界より軽くなったから、『鬼』の世界は滅亡した。

「僕は、社会をより良きものにするために魔王の役割を担うことにした。その僕が、存在するだけで社会に混乱をもたらすモノを肯定するわけにはいかない」

「…………」

　沈黙するソリス。

「ソリス・アレクサンドロくん、そしてアイザック・ラムサスくん……というのはキミかな？　あまり詳しくは聞いてないけど、クオンの話では、キミ達たちは愛する人の死を否定したいそうだね」

　ソリスとアイザックが緊張の色を浮かべる。

　トワはあくまでも柔らかく、それでいて心の深くまで浸透するような口ぶりで問う。

「死を否定した瞬間から、キミ達は世界の敵となるだろう。自分が犠牲になる覚悟とか、他人を殺す覚悟とか、そんな生やさしいものじゃない。文字通り世界を滅ぼしてでも、その愛を貫く覚悟があるかい？」

　それに対し、

「…………………………オレ一人くらいならバレないようにやれば……」

　アイザックがボソリと小声で言うと、

「あっはっは、いかにも最近の若者らしいね」

　トワの声音に非難の色はなかったが、アイザックは少し憮ぶ然ぜんとした顔になった。

「アイザックくん。意外とね……人間一人の行動は世界を変えるものだよ？」

　……三百年前、実際に自らの行動で世界を変えた男が言うと、とてつもない説得力がある言葉だった。

「まあ実際、バレないようにこっそりやるというのはアリだと思うけどね。けど、噂うわさというものはどこからともなく漏れるものだ。キミが誰だれかを生き返らせたという話を聞いてこう思う人がいるだろう。『自分にもできるんじゃないか？』『探せば他にも一個くらい《賢者の石》があるんじゃないか？』『異世界の人間が作れたんだから、自分にも作れるんじゃないか？』……そうやって生まれた歪ゆがみが悲劇を生み、やがて世界を滅ぼさないと、何故言えるのかな？」

　アイザックは押し黙る。

　ソリスはふと、シェンファ、ゲルニカ、シズの顔をちらりと見た。

　まさにトワが言ったように《賢者の石》の存在を知ったせいで暴走した人間こそ、彼女達たちに過酷な運命を背負わせた男、ハロルド・ファウストだ。

　トワはよりによって、シェンファを救いたいアイザックに対し、「シェンファの身に起きた悲劇を自分の手で引き起こしてもいいのか？」と問いかけたのだ。

「……さて、長々と語ってしまってすまなかったね」

　話を打ち切るようにトワが言った。

　そして何気ない世間話のような口ぶりで、




「なにせ僕はもうすぐまた死ぬからね。最後くらいはお喋しやべりをしておきたかったんだ」




　その言葉にソリス達は目を剝むく。

「ふふ、実を言うと今でもかなり無理してるんだよ。クオンには気付かれてないと思うけど……この塔にいたところで多分あと一日と保たないだろう。僕が死んだら、今度こそ蘇そ生せいが不可能なように、メイドロボ達に僕の死体を塵ちりも残さず消去するよう命じてある。……というか今もわからないんだけど、なんで僕の死体はカドゥケウス市の遺跡なんかにあったんだろうね。死んだあとは晒さらし首にされ、そのあとは骨も残さず焼かれると思ってたんだけど」

　するとシェンファがあっさり答える。

「貴様を殺したルザルカ・ヴァーミリオンが、《虹にじ》を使って貴様の死体を隠し、自分の大魔法で消滅したと偽って、密ひそかにデューマ・アレクサンドロに引き渡したのだ。死体を遺跡に隠したのはデューマだろう」

　それが昨夜シェンファが見たビジョンの内容だったのだろう。

「なるほどね……まったくみんな……無駄に優しいんだから」

　苦笑するトワ。

「……ま、それはさておき、僕が自分の意思で復活など絶対にできないようにしたと知れば、クオンが君達と敵対する理由はなくなるだろう。クオンにも遺言として君達に従うように伝えておこう」

　トワはソリスとアイザックを交互に見、

「……その後のことは、君達が考えたまえ」

　押し黙る二人。

　確認するようにマシロが問う。

【トワさんは本当にそれでいいんですか？】

「いいよ。死の直前まで気になっていた、僕の死後の世界がちゃんと良くなったかどうかを知ることができたし、もう未練は何もない」

　最後は自分に言い聞かせるようだった。

「……さて、それじゃ君達たちは元の世界に帰りなさい」

「帰れ……って言われてもこの空間から出る方法がわからないんですけど」

　戸惑うソリスに、トワはあっさりとそれを教える。

「《世界》を使ったときクオンはかなり消耗していたから、実は意外と脆もろいんだよこの世界の壁。色々と不安定だったりするし。あちこちに綻ほころびがある筈はずだけど……確実なのはクオンが《世界》を使った場所……遺跡の中の僕が死んでいた場所だね。あそこなら、優れた魔道士だったら現実世界への接続が可能な筈だ。そこで『帰りたい』と願う。そうすれば現実世界に繫（つな）がるゲートが開かれるはずさ」

「そんな簡単に出られたんですか……。でも、出たところでまた同じように閉じ込められるってことは……」

　しかも今回はソリスやアイザックが一緒だったからどうにかなったものの、もしもマシロやシェンファだけが捕まるようなことになったら最悪だ。

「《世界》はフラグメントの中で最もエネルギーを消費するらしいからね。短期間にそう何度も使えるものじゃないんだ。《世界》が再使用可能になる前に僕の命は尽きるだろうから安心していいよ」

　にこやかに言うトワに、ソリスは複雑な気持ちになった。





　　　†






　トワに見送られ、ソリス達は塔を出た。

　……外は雪が降っていた。

　さっきまでギンギンに太陽が照りつけて暑いくらいだったのに、不安定にもほどがある。

　再び塔に戻りトワに防寒用のマントを借りて、今度こそソリス達は再び遺跡の入り口があるエスカレナ火山への道を行くのだった──……。








第七章







　雪は次第に強さを増していき、市街地を出る頃ころには吹雪になっていた。

　全員に風の防御魔法を掛けることで雪が肌や服に直接当たるのは防いでいるのだが、寒さ自体はどうしようもない。

　トワのところに戻って吹雪がやむまで休ませてもらうことも考えたが、クオンが戻ってくる前に脱出した方がいいだろう。

　アイザックを先頭に、ソリス、マシロ、シェンファ、シズが続く。

　マシロは既にガイコツの姿に戻っている。

　少し遅れてメイ、キャロル、ヒカリ、ゲルニカ、ロジャーが何やら話をしながらついてきている。

「よかったなソリス。そしてマシロ・アナスタシア」

　吹雪の中、シェンファがいきなりそんなことを言った。

【？】

「何がですか？」

　怪け訝げんに思う二人に、

「貴様の目的はこれで果たされる」

「……！」

　シェンファの言葉に、ソリスはちらりと前を歩くアイザックに視線を向けた。

　振り返らず黙々と歩いているが、話は聞こえている筈はずだ。

　アイザックと目的を同じくするシズはシェンファを睨にらみ、

「……シェンファ。あなたは本気で……」

　シェンファは強い口調で断言する。

「当然だ。私も《賢者の石》の力などで生き長らえるつもりはない。トワ・エターニアのように世界や社会のためにと言うつもりなどさらさらないがな」

「……シェンファ、どうしてそこまで意固地になっているのです？」

　シズが哀かなしげに問う。

「ふん、これが私の生き様だ。絶対に曲げない」

　そしてシェンファ、

「……ザック。貴様も何やら余計なことを考えているようだが、もしもそんなことをしたら──……」

「…………」

　アイザックは振り返らない。




「──そんなことをしたら、私は自分で死ぬぞ」




　ばっ！

　アイザックが驚きよう愕がくの色を浮かべて振り返る。

　シズとソリスとマシロも驚いてシェンファの顔を見る。

　シェンファは底意地の悪そうな笑みを浮かべ、

「くっくっく、だから負け犬よ……無駄なことはするなよ？」

「パラケルスス……殿……！」

　アイザックが悔しげに呻うめく。

　……やはりシェンファは恐ろしいとソリスは思う。

　アイザックを封じるために一番的確な手を打ってきた。

《賢者の石》を使わないと約束させるとか、「もしも使ったら殺す」と脅すといった、アイザックの意思次第で覆せるやり方ではなく、生き返らせるという行為自体を無意味なものにしてしまった。

　一度死者を蘇よみがえらせてしまったら《賢者の石》は消滅してしまうから、二度と生き返らせることは出来ない。

「……《賢者の石》に縛られた生など私はまっぴらだ。いい加減理解しろ、カイゼル・ファウスト、アイザック・ラムサス」

　立ち尽くすアイザックとシズを追い越して、シェンファは一人でさっさと先に行ってしまう。

　ソリスとマシロは慌てて彼女のあとを追う。

「……本当にいいんですね」

　ソリスの問いにシェンファ、

「くどいぞ」

「……そうですか。わかりました」

　もしもシェンファと争うことになったら絶対に勝てる気がしない。

　だからこれはソリスにとって極めて幸運なのだ。

　目的を果たすための最大の難関が勝手に消えてくれたのだ、こんなに幸運なことはない。

　そう思い込もうとしても全然嬉うれしい気持ちは湧わいてこなかったけど、この幸運を見逃すという選択肢もソリスにはなかった。

「……じゃあ《賢者の石》は遠慮なく俺おれがマシロのために使わせてもらいます」

「ああ、そうするがいい」

【ソリスくん……】

　何か言いたげなマシロ。

「……俺おれはマシロと一緒にいたいんだ。マシロの声を聞きたいんだ。マシロの肌に触れたいんだ。マシロと……」

【えっちなことがしたい？】

「……うん」

　素直に頷うなずいた。

「……べ、べつにそれが一番の理由ってわけじゃないからな？　マシロに美味しい食べ物を食べてもらいたいし、マシロに温泉の気持ちよさを感じてもらいたいし、マシロに歌を唄うたう楽しさを感じてもらいたいし……」

【わたしはまずはソリスくんとえっちなことがしたいですけど】

「……恥ずかしいこと言うなよ……」

【えへへ、冗談ですよ。わたしそんなにえっちな子じゃありません】

「なんだよー」

【あははー】

「……こ、このバカップルが……！」

　頰ほおを引きつらせてシェンファが言って、ソリスは顔を赤くする。

【でもトワさんが言ってましたよね】

「……」

　ソリスは押し黙る。

【死を否定したとき、世界の敵になる─】

「…………」

　暫しばし無言で歩き続け……フッと小さく苦笑。




「……ま、バレないようにこっそりやるさ」




　今どきの若者らしいことを言った。

　自分は結局、一人の学生──人生経験の少ないただの子供でしかないのだ。

　トワが言っていることが正しいのだと理屈ではわかっても、それを実感できない。

　社会とか世界のことなんてよくわからない。

　だから世界を敵にまわす覚悟なんてできない。

　覚悟などしない。

　好きな人と一緒にいるために自分にできることが目の前にぶら下がっているのだから、無邪気な子供のようにそれに飛びつくだけだ。

「デキの悪い生徒ですいませんね、トワ先生」

　自じ嘲ちよう気味にソリスは呟つぶやいた。




　そして一行は歩き続ける。

　吹雪はますます強くなり、白い雪が大地を埋め尽くす。

　不気味な植物も全て冷たい雪の下。

　深く積もった雪に足をとられながら、遠くに見えるエスカレナ火山の黒い影だけを目印に歩き続ける。

　体温が奪われ、皆の顔にも疲労の色が濃くなっている。

　あと何時間くらいかかるのだろう。

　このあたりでちょっと休憩した方がいいかもしれない。

　どこを掘っても温泉が出てくるから、暖をとるには事欠かないし。

「なあ、ちょっと休け──」

　ソリスが声を上げようと顔を上げたとき。

　視界の先に、黒い人影があった。




「──逃がしはしません」




　クオン・エターニアが無表情のままこちらを睨ねめ付つけ、待ち構えていた。





　　　†






　黒一点。

　辺り一面の白い景色の中、黒髪に黒い着物の少女が近付いてくる。

「どうしてここに……！」

　動揺するソリスにクオン、

「……休息をとるためこちらに戻ってきたところ、あなた方がまっすぐこちらに向かっているようでしたので」

　どうやらこの空間ではソリス達たちの居場所はクオンに丸わかりらしい。

　一行が元の世界に戻ろうとしているのを察知して阻止しに来たということか。

「……やはり情けなどかけず、あなた方を先に始末しておくべきでした。まったく厄介な人達です」

　淡々とクオン。

　アイザックが一行の先頭に進み出て剣を構える。

　ソリスとキャロルもそれぞれ風と水の魔法杖ウイザーズロツドを持ってアイザックの後方に備える。

　ソリスの横にはマシロが闇やみと火の魔法杖ウイザーズロツドを持ち待機。

　キャロルの横にはシズが光と土の魔法杖を持ち待機。

　他のメンバーは後ろに下がる。

　万全の状態とは言い難いが、とりあえず布陣としてはこれがベストだろう。

「……クオン、ここで戦うつもりか？」

　確認するソリスに、

「無論です」

「……そうか。だったら手加減はしないぞ」

　ソリスにとって、当面の障害はクオンだけだ。

「……降伏するなら今のうちだ」

　アイザックが淡々と言うとクオン、

「……それはこちらの台詞せりふです」

「本気でそう思ってるのか？」

　トワの話によれば現在のクオンはかなり消耗している筈はず。

　休息をとるためにこの空間に戻ってきたとも言っていた。

　もしかしたら、他のフラグメント所持者と現実世界で交戦した後なのかもしれない。

　昨日戦ったときはアイザック一人にほとんど任せきりになってしまい介入の余地がなかったが、クオンの戦い方などはソリスもキャロルも見ていたから、今回はちゃんと連携して戦える筈だ。

　こちらの状態も万全とは言い難いが……それでも、冷静に考えてこちらの方がクオンより有利だと言える。

「……証明してみせましょう！」

　先に仕掛けたのはクオン。

　アイザックがこれを迎撃すべく疾しつ駆く。

　そのアイザックに、

「無ム敵テキの鎧ヨロイたれ！」

　風精霊のランクＡ《風王甲冑ゼフアーメイル》。

　銃弾をも防ぐ風の結界がアイザックの身体からだを包み込む。

　ただ防御力が上がるだけでなく、吹き荒れる吹雪の圧力を完全に遮断するためアイザックのスピードが跳ね上がる。

「基本ヒットアンドアウェイで！」

「了解」

　ソリスの短い指示にこれまた簡潔に答え、アイザックがクオンと斬きり結ぶ。

　技量的にはほぼ互角に見えるが、使い慣れたカタナと戦場で拾った普通の剣の差か、クオンの斬ざん撃げきの方が鋭く速い。

　ガッ！　ガッ！　キンッ！　ガキッ！

　火花を散らして激しく打ち合う。

　アイザックがやや押され気味になる。

「……あなたの力では私には勝てません」

　汗一つかかず無表情で言うクオン。

「……で、あるか」

　アイザック、淡々と後方に跳躍。

「──!?」

　あっさりと引いたアイザックにクオンは微かに動揺。

　そこへキャロルが、

「撃ち貫け！」

　鉄の壁にすら穴を開けるという、直径二センチほどの魔力で圧縮された数え切れないほどの氷の弾丸がクオンに向かって放たれる。

　水精霊のランクＡ《氷烈襲絶弾アイシクルガトリング》。

　まともに受けては絶対にまずいと悟ったクオン、大きく横に跳び地面を転がって回避。

　完全にはかわしきれず、左腕を氷の弾丸が掠かすめ傷口から血が噴き出す。

　一方のソリス、アイザックとクオンが戦っている間にマシロから風の杖つえと火の杖を交換してもらい、使い慣れていない魔法を集中して詠唱。

　こちらに戻ってきたアイザックの持つ剣に向けて放つ。

「炎の魔剣と化せ」

　魔剣ではなかったただの剣が、まるでアイザック愛用の魔剣《朱雀すざく》のように刀身から炎を噴き出す。

　火精霊のランクＣ《極炎の剣フランベルジユ》。

　剣に炎を宿す術で、習得したはいいがこれまで実戦で使う機会がなかった。

「これは……」

　アイザックが少し驚いた顔をする。

「威力はちょっと劣るけど多分《朱雀》と同じ感じで使えると思う。魔力で強度もアップしてる。ただし持続時間は約十分」

「助かる！」

　短く礼を言って、体勢を立て直して再び向かってくるクオンを迎え撃つ。

　再び激しく斬きり結ぶアイザックとクオン。

　アイザックの剣を受けるたびに炎が跳び、クオンが顔をしかめる。

「つっ」

　後退するクオンにアイザックが剣を大きく一振り。

「旋せん朱雀すざく！」

　剣から放たれた巨大な火の鳥を思わせる炎がクオンを直撃。

　黒い着物が炎で燃える。

「う……」

　ソリスとキャロルが顔をしかめる。

　アイザックだけは躊ちゆう躇ちよなく、炎に包まれたクオンにさらに一撃を加えるべく突進。

　しかしその一撃はクオンのカタナによって弾はじかれた。

　着物が完全に灰となったにもかかわらず、クオンの裸身には火傷やけど一つない。

　先ほどキャロルの魔法で負った傷すら既に治っていた。

　昨日も見たが、凄すさまじい回復力だった。

　アイザックが叫ぶ。

「怯ひるむな！　再生しようとダメージは蓄積されている筈はずだ！」

「わかってる！」

　ソリスが返す。

　多分アイザックの言葉は正解だ。

　ソリスは昨夜のビジョンで、再生不能なほどの大ダメージを負ったクオンがデューマによってトドメを刺されるところを見ている。

　クオンは決して、不死身の存在というわけではない。

「はああああああ!!」

「……死んでください！」

　アイザックの炎を纏まとった豪快な斬ざん撃げきと、その合間を縫うようにして放たれるクオンの鋭い攻撃。

　炎をものともしないクオンに、アイザックはやや押されがち。

　しかしアイザックは、少しでも危ないと感じたときはすぐに後退する。

　追撃をかけようとするクオンを、ソリスとキャロルの攻撃魔法が襲う。

　そこへ再び、体勢を立て直したアイザックがクオンを攻める。

　絶え間ない波状攻撃に、クオンの顔に疲労の色が見え始める。

　戦闘のほとんどは基本的にアイザックとクオンの一騎討ちで占められているのだが、危なくなったら引いてもいいアイザックと、追撃も退却もできないクオンとでは心身共に掛かる負荷が段違いだろう。

　何度もそんな攻防を繰り返したとき、アイザックの剣から炎が消えた。

《極炎の剣フランベルジユ》の持続時間が切れたらしい。

　アイザックは取り乱すことなく後退。

　ソリスは再び剣に魔法を掛ける。

　クオンの方は追撃せずに大きく後ろに跳躍し、荒い息をつく。

　そんなクオンにソリス、

「……なあ。もう諦あきらめたらどうだ？」

「ご冗談を」

　即答。

「……しかし……やはり強いですね。決して侮っていたわけではありませんが……この姿のまま勝つのは難しいようです……」

　クオンは嘆息し──……




「……仕方ありません。これより、戦闘モードに移行します」




　言葉の意味を理解しかね、怪け訝げんな顔をするソリス達たちの目の前で。

　全裸のクオンはカタナを雪原に突き立て、両腕を大きく広げた。

　その真っ白な身体からだが、黒い光を放ちはじめる。

　何かマズい。

　直感的にそう悟ったソリスとキャロルが呪じゆ文もんを高速詠唱。

「爆はぜろ！」

「貫け！」

　火精霊のランクＣ《烈炎豪弾ブレイズシユート》──無数の炎の弾丸。

　氷精霊のランクＣ《氷弩アイシクルアロー》──無数の氷の矢。

　一つ残らずクオンに直撃。

　しかしクオンには傷一つない。

　クオンの両腕が、クオンの身体そのものよりも巨大化。

　剝むき出だしとなった強きよう靱じんな筋肉を、黒く輝く鱗うろこが覆っていく。

　続いて脚と胴体が巨大化。

　口が裂け、眼は爛らん々らんと黄金色に輝き、見る間に巨大化／美しい少女の面影などない、鰐わにを思わせる恐ろしい異形になる。

　その頭からは四本の巨大な角が生え、背中からは六枚の巨大な鳥の翼／翼の色は白。

　それはドラゴンと呼ばれる生物にそっくりだった。

　背中に真っ白な翼の生えた、体長十五メートルほどはある巨大な黒いドラゴン。

「……ドラ……ゴン……！」

　その威容にソリス達は息を吞のむ。

　大陸最南端の竜山脈に棲せい息そくする前脚が翼に進化した巨大な蜥蜴とかげ『翼竜ワイバーン』や、現在では絶滅したとされるこれまた巨大な蜥蜴とかげ『恐竜ダイナソー』ではない、異界生物『龍ドラゴン』。

　古来よりドラゴンという生物は世界中の人々の間で特別視され、様々な英えい雄ゆう譚たんに登場し、地方によっては神の化身と崇あがめられている場合もある。

　恐るべき生命力に、高い知性。

　中には言葉を話したり魔法を使う個体までいるという。

　知能が低く生態も他の爬は虫ちゆう類るいとさほど変わらない小型の種類がたまにペットとして取り引きされていることがあるが、それ以外の高位のドラゴンとなると召喚に成功することすら稀まれで、成功したとしても現世に繫つなぎ止とめておくために必要な魔力が膨大なため、召喚獣として使役することはさらに困難。

　ドラゴンを自在に操ることが出来る召喚術士は世界に数えるほどしかいないという。

　目の前のドラゴンは、クオンが変身したものなので厳密には異界生物ではない。

　しかしその威圧感はまさしく数々の伝説に謳うたわれるドラゴンそのもの。

　ソリスがトラウマであるアンデッドを見たとき感じる恐怖とはまた別の──生物としての本能から湧わき上がってくる畏い怖ふ。




　ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ──────────────！！！！！！












　クオンが吼ほえた。

　景色が歪ゆがむほどに大気を激しく震わせる咆ほう哮こうに、身体からだが竦すくみそうになる。

「……これがクオンの……戦闘モード、か……！」

　引きつった笑みを浮かべつつ、

「か、身体がでかいから攻撃魔法を当て放題だな！　なあキャロル！」

　恐怖を強引に押さえ込みソリスが言うと、

「そ、その通りですわソリス様！　こんな、た、ただ大きいだけのトカゲなど、わたくし達たちの魔法の敵ではございませんわ！」

　これまた顔を引きつらせながらも強気な台詞せりふを吐くキャロル。




『……その自信がいつまで続くか楽しみです』




　ドラゴンの口から淡々とした少女の声で言葉が漏れた。

「クオン……！」

『参ります』

　律儀にそう宣告したクオンの口に、赤い光が集まる。

「全員散開しろ!!」

　大声で叫んだのはシェンファだった。

　その指示に従い、ソリスとアイザックとキャロルだけでなく、後方で待機していたメイやヒカリ達も慌てて逃げ出す。

　数秒のチャージの後、クオンの口から強烈な炎が放出された。

　直径五メートル以上の巨大な炎の柱。

　真まっ直すぐに発射されたその火柱はクオンの前方五十メートル以上を一瞬で焼き払い、積もった雪が溶けたのはもちろんその下の地面をも黒く焦がした。

　ドラゴンは主に息ブレスを攻撃手段にするというが、クオンも同じだったらしい。

　コォォォォォォォ────────……

　ブレスの威力に驚いている暇もなく、再びクオンの口に今度は青白い稲光が集まる。

　その隙すきを突き、もっともクオンの近くにいたアイザックが突進。

　剣を水平に構え、クオンの喉のど元もとへ刃を突き立てるべく跳躍。

「せいやあああああ────ッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合。

　神速の突進。

　クオンはアイザックを迎撃すべく、チャージをやめて即座にブレスを放った。

「翔しよう朱雀すざく!!」

　アイザックの炎の剣がクオンの喉のど元もとを貫くのが早いか、クオンの青い稲妻のブレスがアイザックを撃ち落とすのが早いか。

　軍配はクオンに上がった。

　チャージを途中で中断したとはいえ、前方十メートル以上という広範囲に放たれた電撃のブレス。

　それを至近距離で受けたアイザックは一瞬で身体からだの自由を奪われ、剣を握ることもできなくなって為なす術すべもなく地面に叩たたきつけられる。

「ぐ……ぐ……ぁ…ぁ………」

　身体を痙けい攣れんさせ、微かに呻うめくアイザック。

　恐らく彼でなければ感電死していたことだろう。

　目の前に横たわり動くことさえままならないアイザックの身体を、クオンはその太い前脚で無造作に、彼の下の地面ごと払った。

　無抵抗で二十メートル近くも宙を舞い、どさりと雪の上に叩きつけられるアイザック。

　そのまま意識を失ったらしく、動かない。

　しかしあの位置なら、ブレスの巻き添えになることはないだろう。

　……戦闘不能になったアイザックを、わざわざ避難させてくれた。

　……彼女のこの甘さ──いや、優しさに、付け込む隙すきはないだろうか。

　思案するソリス。

「《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》ですわ!!」

　光の魔法杖ウイザーズロツドに持ちかえてキャロルが仕掛けた。

　光魔法のランクＡ。

　光精霊を円形のレーザーの刃と化していかなる物も斬きり裂く、ソリスの《闇禍への供物アビスゲート》と並ぶパーティーの最強魔法。

　魔力に満ちた空間で普段よりずっと威力強化された光の輪がクオンの身体へ直進。

　直撃。

　しかし黒い鱗うろこに覆われたクオンの身体は、切断されるどころか傷一つなかった。

　ソリスも傍らにいたマシロから闇やみの杖つえを受け取り、クオンへ向けて疾しつ駆く。

　接近しながら呪じゆ文もん詠唱。

「《闇禍への供物》!!」

　もう一つの最強魔法を放つ。

　術の構成も込められた魔力量も申し分ない、自己採点で百点満点の会心の一撃。

　しかしやはりクオンにはまるで効果がなかった。

　再びブレスのチャージに入ったクオンから全速力で逃げながらソリスは考える。

　地道にダメージを蓄積させるどころではない。

　攻撃が一切通じないのでは打つ手なし。

　だが、最初は人間の状態で勝負をつけようとしてきたことから推測するに、恐らくクオンの戦闘モードとやらは無限に持続できるものではないだろうし、消耗も激しいと思う。

　クオンが力尽きるまで逃げ回るしかないのか。

　一撃必殺のブレスを避け続けながら。

　……ほぼ確実に、クオンが倒れるより先にこちらが全滅すると思う。

　クオンの口から炎のブレスが発射される。

　どうにか避けることには成功したものの、爆風で吹っ飛ばされる。

　雪上に投げ出されすぐに起きあがったソリスの眼前に、雪のように白いガイコツ。

【大丈夫ですか？】

「ああ、なんとか……──ッ!?」

　答えるソリスの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　クオンが光り輝く六枚の翼をゆっくりと羽ばたかせ、空へと舞い上がったのだ。

　ドラゴンと他の爬は虫ちゆう類るいとの最大の違いはこの、『空を飛ぶ』ということだ。

　翼竜のように風を利用して『滑空』するのではなく、鳥のように羽ばたくのでもなく、基本的には背中にあり翼のような形をしていることが多い『龍りゆう翼よく』と呼ばれる器官で重力を操り、その巨体を自由に空に浮かべる。

　クオンの背中の翼も普通のドラゴンと同じく重力操作のための器官だったのだろう。

　十五メートルを超える巨体でありながら、信じられないほどの高速で音もなく空へ舞い上がるクオン。

　六枚の巨大な翼を大きく広げたその威容はまさに神獣。

「……生意気な。可か憐れんな天使ちゃんであるこの私を差し置いて」

　シェンファが不機嫌そうに言った。

「……かくなる上は《ルシファーくん》で奴やつと華麗なる空中戦を……」

　ごん。

　ゲルニカが蛇じや杖じよう《アスクレピオス》でシェンファの頭を殴った。

「……言ってみただけなのに」

　涙目になるシェンファにゲルニカは冷たい眼。

「時と場合をわきまえてくださいねえさま」

「割と真剣にピンチで洒落しやれになっていない状況だからこそあえて冗談を言ってみたのだ。それがわからんとはやはりニカは幼女だな」

「うう～！」

　吞のん気きに漫才をする二人を狙ねらい、上空でクオンがブレスをチャージ。

　放たれたのは、現在の吹雪など足下にも及ばない、凝縮された冷気のブレス。

　たとえ直撃を免れたとしても凍いてついてしまうだろう。

　雪や風をも凍らせながら直進する必殺のブレスに、ゲルニカの顔が恐怖で凍る。

「ふっ」

　シェンファは冷静にゲルニカを抱きかかえ、二人の身体からだが一瞬でその場から消える。

　シェンファの背中には六枚の翼──魔道具《ルシファーくん》。

　ドラゴンの翼と同じ重力制御デバイス。

　瞬時に空中に横に跳んでブレスを逃れたシェンファは、軽やかに地面に着地する。

「ふむ、よく考えると奴やつの一番の狙ねらいはソリスやザックではなくフラグメントだったな」

　シェンファの腕を振りほどいてゲルニカ、

「ねえさま！　あれほど魔法は駄目だと……」

「助けてやったのだ。感謝くらいしろニカ。それに大気中に魔力が満ちているからか、魔道具を使う負担は、体力も消耗する白魔法よりは格段に楽だ」

「それでも命を削ることに変わりはないのでしょう!?」

「それはまあ、うん」

「ねぇさまぁ……！」

《ルシファーくん》をしまい、シェンファは今にも泣きそうな顔のゲルニカの頭を優しく撫なでる。

「……さて、それはそうと本気でどうするかな……」

　嘆息するシェンファ。

　再びブレスを放とうとするクオンにキャロルが《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》を放つ。

「薙なぎ払え！」

　狙いはクオンの翼だった。

　高速で回転する光の輪が翼に直撃。

　しかし翼の防御力も見た目とは裏腹に鱗うろこに覆われた身体と同じだったらしく無傷。

「弱点は、なし……」

　キャロルの攻撃の結果を見てソリスは結論づける。

「だったらこっちの火力を上げるしかない！　マシロ」

　マシロは頷うなずき、自分からソリスへと顔を突き出してきた。

　キス／唇と、唇のない口を重ねる。

　唇から全身に流れ込んでくる膨大な魔力。

　マシロの身体が黒い霧に包まれて、美しい少女の姿になる。

　ソリスが強化されたことに気付いたクオンが、ターゲットをソリスへと変えてブレスを放つ。

　ソリスは魔法を高速詠唱。

「力ある跳躍を！」

　続けて、

「無敵の鎧よろいたれ！」

《風の靴ウインドブーツ》により機動力を高め、さらに《風王甲冑ゼフアーメイル》を重ねることで障害となる空気抵抗をカット。

　クオンの口から炎のブレス／マシロの手をとり回避。

　さらに氷のブレス／大きく跳躍して回避。

　通常では考えられないほどの素早さで雪原をまるでウサギのように跳ね回るソリスに、クオンは攻撃を当てられない。

　しかしソリスの方も、せっかく魔力を増幅したというのに回避するのが精一杯で攻撃魔法に意識と魔力を注ぐ余裕がない。

　このままではソリスとクオンのどちらかが力尽きるまでやり合うことになる。

　間断なく放たれるブレスを懸命に回避しながらどうにか魔法を使う隙すきを探すソリス。

　その身体からだが、急に重くなる。

「う────ッ!?」

　風魔法の効果が切れた!?

　咄とつ嗟さにそう思うが《風の靴》も《風王甲冑》も消えてはいない。

　それなのに全身が、まるで上から何かに抑えつけられているかのような……重力が増したかのような────ハッとしてクオンを睨にらむ。

　巨大な白い翼が、灰色の光を放っていた。

「……重力制御……！」

『こそこそと逃げ回るのは男らしくありませんよ』

　クオンが淡々と言って……その口に青白い光が集まってくる。

　逃げようとするソリス。

　走れないほどではないが、風魔法を二つ重ねた状態でもなお、普通に走るより遅い。

　逃げ切れない……！

（こうなったらイチかバチかの捨て身の攻撃魔法か、いや、マシロがいる、捨て身は駄目だ、防御魔法、防御魔法、とにかくあのブレスを防げれば──）

　思考がまとまらず焦燥の色を浮かべるソリスの目の前で。

　クオンの口からブレスが発射され────


る、直前。　　



　シュバッ!!

　クオンの背中の翼が三つ、極太の光線によって消滅した。

　ソリスを抑えつけていた重力も元通りになる。

　ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ────────────ッ！！！！！！！！！

　絶叫とともにブレスはあさっての方向へ放たれる。

　そして重力制御器官翼の半数を失ったクオンの巨体は、上空五十メートル以上の地点から落下。

　地響きを立てて大地に叩たたきつけられる。

「何が……!?」

　クオンの翼を消滅させるほどの恐るべき破壊力を持つ光線。

　シェンファの《イージスくん》の砲撃かとも思ったが、あれはアイザックによって破壊されている。

　光線の放たれた方向を見ると、そこには光の魔法杖ウイザーズロツドを握り荒い息をつくキャロルの姿があった。

「……ふふ、旧型の魔法杖ですが実際の戦場で使われるだけあって、頑丈さは大したものですわね。《神弩砲撃ゴツド・バズ》を使ってもヒビ一つ入らないなんて」

　……光魔法のランクＳＳダブルエス、《神弩砲撃》。

　確かに超強力な攻撃魔法だが、一人の魔道士が使える魔法ではない。

　キャロルの魔力はソリスと同程度の筈はずで、いかにキャロルが光魔法を得意とするとはいえ、あんな魔法、魔力を増幅しなければ絶対に──、

　と、キャロルのすぐ後ろで、ゲルニカが泣きそうな顔をしているのに気付いた。

「うう～、私は穢けがされてしまいました……酷いですキャロルお姉ちゃん……」

「あらあら、ニカさんはおませさんですのね」

「こ、子供扱いしないでください！」

　……なるほど。

　全てのフラグメントは、魔力を増幅するブースターとなる。

　ソリスがマシロの《黄ヨ泉ミ》で魔力を強化したように、キャロルはゲルニカにキスすることで《焼け野が原バーンフイールド》から魔力を得たのだ。

　恋愛に対しては超奥手なキャロルも、同性の子供──幼女にキスするのはどうということもないらしい。

「わ、わ、わ、わ、私のニカに、キ、キスを……！」

「おのれキャロル・カリオストロ！　妹をキズモノにしたこと、後悔させてくれる！」

　シズとシェンファが本気で嫉しつ妬としているのは、まあどうでもいい。

『……やってくれますね』

　起きあがったクオンが、微かに怒りを孕はらんだ声で言う。

　失われた三枚の翼があった場所からは、黒い血が流れ出ている。

　さすがにすぐに再生というわけにはいかないらしい。

　これでクオンは、ソリス一人だけに注意を向けるわけにはいかなくなった。

　いける、とソリスは確信。

　どれだけ強くても相手はたった一人。

　こちらが有利とまではいかないが、勝機は見えた。

　ソリスは攻撃魔法《闇禍への供物アビスゲート》の詠唱を開始。

《神弩砲撃ゴツド・バズ》ほどではないが、魔力を増幅した《闇禍への供物》の威力はランクＳの攻撃魔法にも匹敵する。

　過去に何本も杖つえを破壊しているので心配だった杖の耐久性も、キャロルの成果を見る限り大丈夫だろう。

　そのとき。

『かくなる上は、数を頼みにすることにしましょう』

　そしてクオンは吼ほえた。

　変身直後の、天に向かって自分の存在を誇示するような咆ほう哮こうではない。

　周囲に広く響き渡るような、力強くもどこか穏やかな声。

　その間にソリスの詠唱は終わる。

　クオンに向かって疾しつ駆く、杖の先から極大の闇やみを解き放つ！

「アビスゲートォォォォ────────ッ!!」

　クオンは、その巨体からは信じられないようなスピードで回避行動をとる。

　しかし避けきれず、大樹のような左前脚の肉を闇が抉えぐる。

　さらにソリスが立て続けに魔法を唱えようとしたそのとき。

　どこからか獣の咆哮が響いた。

「…………!?」

　慌てて周囲を見回すソリス。

「な……！」

　絶句。

　西方──地平線の彼方から、吹雪に紛れるようにしてこちらに向かって走ってくる無数の獣達たち。

　キメラ……ではない。

　白銀の毛並みを持つ、大人の男と同じくらいの巨大な狼おおかみの群れだった。

　身体からだは黒い鎧よろいで武装し、さらにどういうわけか背中にはそれぞれ、剣や槍やりや斧おのなどを紐ひもでくくりつけている。

　その数は優に二百は超える。

「ひとまず態勢を立て直せ！」

　クオンから逃げながら叫んだのはアイザックだった。

　ブレスの直撃を受けながら早くも動けるまで回復したらしい。

　アイザックに言われるまでもなく、ソリス達たちはとりあえず集合。

　全員に《風の靴ウインドブーツ》と《風王甲冑ゼフアーメイル》を掛ける。

「慣れないとバランスとるのが難しいと思うけど…………その、頑張れ！」

　無責任なソリスの言葉には誰だれもツッコまず、クオンのブレスを避けながら各自散開しつつ東方向へ撤退。

　巨大な銀狼の群れがクオンの前に終結。

　やはりあれはクオンが呼んだ軍勢なのだろう。

　さらに驚くべきことに、狼おおかみの大群はなんと立ち上がった。

　その前脚は狼ではなく人間のものに近い。

　それぞれ背負った武器を手に取り、構える。

　黒い鎧よろいを纏まとう白銀の人じん狼ろう。

　統率された軍隊のごとくクオンの前に布陣する。

『全軍突撃!!』

　クオンの指示と同時に人狼の軍勢が一斉に吼ほえ、こちらに向かって突撃してくる。

　キメラの群れとは段違いの強敵であることは見ればわかる。

　こちらの戦力はたったの三人。

　しかも恐らくアイザックの武器ではクオンにダメージを与えることはできない。

「どうする……!?」

　ソリスが誰にともなく尋ねる。

「ここは一いつ旦たん撤退するしか……」

「どこへ逃げるというのだ馬ば鹿かめ」

　シズの言葉をシェンファは冷静に否定。

　こちらの位置はクオンに把握されている上、クオンは空間をねじ曲げ、距離を無視して移動することが可能。

　逃げ場などあるわけがなかった。

　迎撃態勢に入るソリスとキャロルとアイザック。

　こうしている間にも、せっかく与えたクオンの傷が見る間に修復されている。

　人狼の軍勢を手早く蹴け散ちらしてクオンに特大の攻撃魔法を撃ち込むしか勝機はない。

　どうやって手早く蹴散らせと……。




「──まっくらなヤ／ミのなかでワ／タシはいつもひとりぼっちでした」




　焦燥するソリスの耳に、どこかで聞いた覚えのある呪じゆ文もんが聞こえてきた。

　唱えているのはゲルニカだった。

　死霊術に特化した魔法杖ウイザーズロツド《アスクレピオス》を手に、フラグメント《焼け野が原バーンフイールド》で強化されたオリジナルの魔法の呪じゆ文もんを詠唱する。

「──でもさびしくなどあ／りませんでし／たそれはともだちがいたか／らですみんながいっし／ょならさびし／くあり／ませ／んずっと一緒死ぬまで一緒／死んでも一緒／狂え狂い／喰くらえ喰らい／ここは暗いぞ／騒ごうぞ／みなみな仲良く狂おうぞ／愉たのしく黄よ泉み路じを惑おうぞ／誰だれも彼も彼も誰も／皆々なかよく黄泉ヨモツ比ヒ良ラ坂サカへ引きずり堕おろせ──……」

　謳うたうような、囁ささやくような、変調が激しい独特の呪文。

　理論の裏付けのない、天性の素質とフラグメント《焼け野が原》の力で強引に術を成立させているゲルニカにしか使えない死霊術。




「みんなでなかよく玩ほろびましょう！　《焼け野が原白骨園ホワイトバーンフイールド》!!」




　ゲルニカが力強く叫ぶと、人じん狼ろうの軍勢の前に立ち塞ふさがるようにスケルトンの大軍が突如として雪の中から姿を現した。

　その数、優に百を超える。

　この場所は昨日アメツチ軍と連合軍の激しい戦いが行われ、無数の死者を出した場所。

　不安定な空間で環境は大きく変わってしまったが、戦場で散った兵士達たちの屍しかばねは白骨死体となってそのまま野ざらしにされていた。

　彼らは今再び、ゲルニカの死霊術により白骨兵士スケルトンとして蘇よみがえったのだ。

「ニカさん、死霊術師でしたの!?」

「……何だと思っていたのですか」

「幼女」

「即答しないでください！　キャロルお姉ちゃんは失礼です。ぷんすか」

　そして再び呪文の詠唱に戻るゲルニカ。

「《焼け野が原白骨園ホワイトバーンフイールド》!!」

　さらにスケルトンの大軍が出現する。

　人狼の軍勢とスケルトンの軍勢が激突。

　数はほぼ同じ。

　そのとき、狼おおかみ軍団の後方からゆっくりと迫ってきていたクオンの口が電撃のブレスをこちらに向けて吐いた。

　二本の足で立ち上がり、味方の人狼達を巻き込まないよう高い位置からの砲撃。

　狼と骸がい骨こつの激戦場の上を通り越してきたブレスを、ソリス達は慌てて避ける。

「こちらも負けておられませんわね！」

　キャロルが再びゲルニカの唇を奪う。

「むぎゅ！」

　泣きそうな顔のゲルニカを無視してキャロルは呪じゆ文もん詠唱。

「光臨する光輪の主アルジ／高きより臨み／見上げ臨む／望みの父／臨むは死地／皆只ただ／恐れ／怖れ／畏れ／懼れ／唯タダ／唯タダ一いちたる我を臨め／地を這はう者全て／血を吐く者統べて／その抗オコナいイを一筋の光いかりが灼やくだろう──」

　杖つえを前に突き出して叫ぶ。

「全てをひれ伏せ!!　《神弩砲撃ゴツド・バズ》!!」

　クオンに向かい一直線。

　射線上にいた人じん狼ろうも味方のスケルトンも全て一瞬で消滅。

　回避しようとしたクオンの左後ろ脚を深々と抉えぐる。

　身体からだの方が翼より防御力が高いらしく貫通とまではいかなかったが、それでもかなりのダメージであることは間違いない。

『くっ！　あと……少し……』

　クオンが反撃のブレスをキャロルに向けて放つ。

　キャロルは回避／彼女と逆方向に走ってソリスは全力の《闇禍への供物アビスゲート》を放つ。

　巨大な黒い球体が敵も味方も吞のみ込こみながらクオンを襲う。

　かろうじて回避するクオン。

　そこへ、

「薙なぎ払え!!」

　威力増幅されたキャロルの《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》が直進。

　バランスを崩したクオンにこれを回避する余裕はない。

　直撃する──！

　ソリスが確信した瞬間、

『散りなさい！』

　クオンが、向かってくる光の円刃に向かって命じた。

　すると直撃寸前だった《光輪天衝刃》は、クオンの目の前で粉々の光の粒となって消滅してしまった。

「まさか……《精霊王》！」

　シズが掠かすれた声で呻うめく。

「どういうことですの!?」

「……フラグメント№24《精霊王》。異界『精霊界』に属する六種の精霊の運動を停止させ、全ての精霊魔法を無効化する能力を持ちます」

「そんなものを何故クオンさんが持っていますの!?」

「……昨日か今日に私の組織から再び奪われたのでしょう。く……フラグメントの回収に乗り出したクオンが真っ先に狙ねらうのが私の組織なのは自明のこと……迂う闊かつ……」

　悔しげに呻うめくシズ。

「……しかしあのときクオンに奪われたフラグメントは全て《灰》で能力を封じられている筈はず……だからこそこちらに持ってこなかったのですが……」

　シズの疑問に答えるように、

『……全てのフラグメントのコアたる私ならば《灰》の効果を解除することも可能なのです。少々時間はかかりますけど』

　クオンは戦いながら《精霊王》の封印を解除していたのだろう。

「クオン・エターニア！　ホーリーは無事なのでしょうね！」

　シズが叫んだ。

『ホーリー？　……誰だれかは知りませんが、死者は出ていない筈です。多分』

　そしてクオン、

『……まあ、今は他人より自分達たちの心配をした方がいいのではないでしょうか』

　クオンの言うとおりだった。

　クオンが《精霊王》を使えるようになったせいで、敵にダメージを与える手段がなくなってしまった。

　いかに魔力が増幅された強力な攻撃魔法だろうと、法則そのものを無効化されてはどうしようもない。

　そのとき、

「オォォォォォォォ──────ッ!!」

　スケルトンとの戦闘から抜け出た一体の人じん狼ろうが、剣を振りかぶってこちらに向かって突進してきた。

　即座にこれを迎え撃つアイザック。

　キメラのときのようにこれを一刀両断……というわけにはいかなかった。

　なんと人狼は剣でアイザックの攻撃を受け止め、反撃してきた。

「く……！」

　ガッ！　キンッ！　ガッ！　ガッ！

　数回の激しい打ち合いの末、ようやく人狼の首を刎はねる。

　さすがにアイザックの技量には劣るようだが、一匹一匹がこんな力を持っているとなるとかなり厳しい。

　見ればゲルニカが生み出したスケルトン軍団はどんどん人狼に倒されている。

「もう一度です……！」

　呪じゆ文もん詠唱を開始するゲルニカ。

　一体一体の戦力が劣ろうと、数で押せば問題ないはず。

　そのゲルニカを狙ねらってまたしても人じん狼ろうが向かってくる。

　ソリスは呪じゆ文もんを高速詠唱、《闇禍への供物アビスゲート》の一撃で滅ぼす。

　やはり先日シズと戦ったときと同じく、精霊魔法が無効化されるのはクオンの近くだけのようだ。

「ふん、まずは狼おおかみどもを片付けるとしよう」

　シェンファが淡々と言って、

「……ニカ、デタラメに召喚しても効率が悪い。あのへんとあのへんに各三十体ほど喚よび出せ」

　詠唱中のゲルニカはこくんと頷うなずき、詠唱速度を速める。

「ソリスとキャロル・カリオストロはあっちとあっちに走りつつ両側から広範囲魔法。ニカの死霊術が終わるまでにやれ。急げ」

「は、はい！」

「わかりましたわ！」

　指示通り、ソリスは右、キャロルは左に向かって走る。

　クオンがブレスでゲルニカを狙ってくるが、

「ザック、ニカをだっこして逃げろ！　ニカは詠唱だけ考えろ！」

「御意！」

　即座にアイザックはゲルニカをお姫様だっこしてクオンのブレスを避ける。

　ソリスは自分について走ってきたマシロから風の杖つえを受け取り高速詠唱。

　狙いがクオンでないのなら限界まで魔力を込める必要もない。

「《荒嵐裂波迅タイラントストーム》!!」

「《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》ですわ!!」

　長く伸びた戦闘地帯の両端をソリスとキャロルの広範囲攻撃魔法が襲い、スケルトンをバラバラにして吹き飛ばし人狼の群れを切り刻む。

　強制的に戦いを終了させられた一帯から、ゲルニカによって新たなスケルトンが造り出される。

「突げ──」

「まだ待て！」

　すぐさま新しいスケルトンの群れを戦闘に参加させようとするゲルニカをシェンファは制止し、

「ソリスはそのスケルトンどもの武器を適当に強化！　攻撃魔法はいらん。出来るだけ温存しろ。キャロル・カリオストロは強化魔法が使えるなら使え、使えないなら真ん中あたりにでかいのを一発！」

『小こ賢ざかしい真ま似ねを！』

　クオンはシェンファを狙ねらってブレスを放つ。

「ルシ──」

　魔道具を使って避けようとしたシェンファを、シズが後ろから強引にお姫様だっこして横に跳び、ブレスから守った。

「……魔道具は使うなと言った筈はずです」

「……ふん」

　少し頰ほおを赤らめてシェンファが鼻を鳴らす。

　クオンは再度シェンファを狙ってブレスを放つ。

　かろうじて避けるシズ。

　心なしか、ブレスの精度も威力も先ほどまでより弱くなっていた。

　立て続けに放たれるブレスを、シズとアイザックは回避し続ける。

　すると突如ブレスがやみ、クオンの身体からだがうっすらと緑色の光に包まれた。

　当たらない攻撃より傷の再生に力を注いだ方がいいと判断したのだろう。

　一方、

「炎の魔剣と化せ！」

　ソリスは立て続けに《極炎の剣フランベルジユ》をスケルトンに使用。

　自分の武器の炎に焼かれないよう、剣ではなく槍やりを持つスケルトンを優先的に。

　恐怖を抑えるためなるべくスケルトンは視界に入れず、持っている武器だけに意識を集中して強化魔法を使い続ける。

　キャロルの方は、ほぼスケルトンが壊滅してしまった戦場の中心部に再び《光輪天衝刃エンジエルハイロウ》を撃ち込んで敵の数を減らす。

「ニカ、真ん中にスケルトン！　数よりも速度優先！」

　シズに抱きかかえられたままシェンファが指示。

　同じくアイザックに抱きかかえられたままニカが詠唱開始。

　むくむくと起きあがる三十体ほどの白骨死体。

　ソリスが十五体ほどのスケルトンの武器を強化し終えたところで、

「ニカ、両端の部隊を戦場に突っ込ませろ！　新しく中央に作った連中は左側へ、生き残りは右側に当たらせろ」

「わ、わかりました！」

　ゲルニカがシェンファの指示をスケルトンの群れに伝える。

「ソリスとキャロル・カリオストロはこっちに戻ってこい！　ニカも休め！」

「え？　ええ？」

　今こそスケルトンの群れと協力して敵を殲せん滅めつするべきではないかと思ったが、その必要はないのだろうか？

　ソリスとキャロルは戸惑いつつも戦線から離れ、息を整える。

　ソリスはともかくキャロルの方は自己最大級の攻撃魔法連発で限界が近かった。

　アンデッド軍団と人じん狼ろう軍団の戦いの第二ラウンドをソリスは離れて見守る。

（なんだ、これ……）

　それは戦闘ではなく一方的な虐殺だった。

　思わず目を疑うほどあっさりとアンデッド達たちは人狼を次々に屠ほふっていく。

　確かに数では勝っているし、多少はソリスやキャロルの魔法で支援したとはいえ、個々の能力は圧倒的に敵が上だというのに。

　これまでの、目の前の敵に対してバラバラにぶつかっていくだけの戦い方とはまったく違う整然とした動き。

　スケルトンの群れは、シェンファの手によって『軍』になったのだ。

「すごい……」

　感嘆の声を漏らすゲルニカに、

「ふん、ニカの戦い方が見苦しすぎてついつい口出ししてしまっただけだ。この程度で感心されてもまったく嬉うれしくないぞ」

「ツンデレ……」

　シェンファを抱きかかえるシズが呟つぶやいた。

「だから私はそのような生物ではない！」

　顔を真っ赤にしてシェンファはシズの腕を離れ、ゲルニカの手から蛇じや杖じよう《アスクレピオス》を引ったくる。

「ほら！」

　シェンファが杖つえをソリスに渡した。

「え？」

　反射的に受け取ってしまったあと、ソリスは杖とシェンファの顔を見比べる。

「何を呆ほうけているのだ。これからが貴様の出番だぞ」

「え？」

　戸惑うソリスにシェンファは指示を出す。




「腕っ節の強い高性能なスケルトンをとにかく大量に造れ」




「な、何をするつもりなのですかシェンファ」

「決まっている。龍りゆう殺しだ」

　シェンファは薄く笑った。

「ニカの骨軍団が犬どもを殲せん滅めつし次第、ソリスの骨軍団であのトカゲを包囲。ソリスとキャロル・カリオストロが付けた傷口を徹底的に攻めまくれ。翼が治って再び奴やつが飛べるようになったら今度こそ完全にアウトだ。さあ急げソリス！」

　見ればクオンの大きく抉えぐられた傷口は血を流し続けていたが、重力制御器官たる翼の一つが既に再生され、さらにもう一つの翼が少しずつ背中から生えてくるのが見えた。

　シェンファの言うとおり、あの傷口をスケルトンで攻めまくるしか勝機はなく、空を飛ばれたらスケルトンにはどうすることも出来ない。

　チャンスは今しかない。

　杖つえを手に立ち尽くすソリスにシェンファは苦笑する。

「ほらソリス、焦じらすな。とびっきりのやつを頼むぞ。遺跡で作ったリビングメイルどもに匹敵するような強力なやつだ」

　その言葉でソリスはシェンファが間違えた原因を悟る。

　リビングメイルは極めて高度なアンデッドであり、リビングメイルの作製に成功すれば一流の死霊術士と言える。

　遺跡でリビングメイルの大群を作り出すソリスの姿を見たシェンファは、当然のようにこう考える。

　──リビングメイルを難なく作れてしまうソリスは超一流の死霊術士である。

　──超一流の死霊術士なのだから、リビングメイルより遥はるかに難度の低いスケルトンを造ることなど朝飯前に決まっている。

　そんな勘違いをしたシェンファは、何の疑いもなくソリスの死霊術を自分の戦術に組み込んでしまったのだ。

「……会長。非常に言いづらいことなんですが」

「うん？」




「…………俺おれ、トラウマがあってアンデッド恐怖症なんです。スケルトンを造るなんて正直……無理……」




「……？」

　意味がわからないという顔でソリスを見るシェンファ。

　ソリスは目を逸らす。

「つ、つまらない冗談はやめるのだソリス。目の前にあんなにいっぱいスケルトンがいるではないか。本当は平気なんだろう？」

　珍しく顔を引きつらせるシェンファ。

「……ニカのスケルトンも出来るだけ見ないようにしてました。……あとほら、手、震えてるでしょ」

「……ホントだ……」

　そこでシェンファ、ソリスの隣に立つマシロに目を向ける。

「──って、やっぱりそんなわけがあるか！　今は人間の姿だが、貴様はいつも骸がい骨こつ状態のマシロ・アナスタシアとベタベタしていたではないか！」

　シェンファの勘違いの原因その二だった。

　骸骨と同どう棲せいしている人間を、誰だれがアンデッド恐怖症などと思うだろうか。

「……いや、マシロだけは平気なんです。……その……好きなんで……」

「う──────が──────あ────────────ッ!!」

　シェンファが髪を搔かきむしる。

「あ、アホか貴様は！　何故そんな大事なことをこれまで黙っていた！」

「恥ずかしかったからですよ！」

「なるほどそりゃ確かに見栄っ張りの貴様には恥ずかしいな！　そんな弱味を知ったら私は絶対に貴様をいじめてただろうしな！」

　怒鳴って……それから深々と嘆息するシェンファ。

「……ソリス様。私達たちと戦ったときの術はどうなのですか」

　おずおずとシズが言った。

　たしかに厳密に言えば絶対にアンデッドが造れない訳じゃない。

　かつてシズやアンジェラス三姉妹との戦いにおいて、《屍骨騎士団ナイツ・オブ・ナイトメア》という術で召喚獣の群れを蹴け散ちらした（らしい）こともある。

「……でもあれ使うと俺おれ、気絶するんですよね……」

　直撃すれば即死するようなドラゴンブレスが飛び交う戦闘で、気絶。

　どう考えても致命的にマズい。

　アイザックやマシロに頼んで気絶したソリスを抱えてブレスを避け続けてもらう？

　かなり不安だがその案を採用するとして……あとは、数。

　一度の《屍骨騎士団》で製造できるスケルトンはせいぜい五十体程度。

　フラグメントによる強化で百体はいけるかもしれないが……それでも足りるか？

　手負いとはいえミノタウロスやマーチヘア如ごときとはわけが違う。

　恐らく壮絶な消耗戦になるだろう。

　骸骨騎士達がいかに強力とはいえ、ブレスをかいくぐりクオンの傷口に刃を突き立てることが出来る者がどれだけいるか。

　気絶したソリスには《風の靴ウインドブーツ》や《風王甲冑ゼフアーメイル》や《極炎の剣フランベルジユ》でアンデッド達を強化することも不可能。

（やっぱり駄目だ……リスクが大きすぎる！）

　ソリスが逡しゆん巡じゆんしているうちに、スケルトン軍団と人じん狼ろう軍団の戦いは片がついた。

　人狼はほぼ全滅。

　スケルトン軍団の消耗も激しいが、まだ五十体近く残っている。

「お兄ちゃんには任せておけません」

　ゲルニカがソリスから《アスクレピオス》を奪い取り、さらに詠唱を開始した。

「ニカ……！」

「……某それがしも参る」

　アイザックがクオンに向けて走り出す。

　スケルトン達たちの間を風のように駆け抜け、あっという間にクオンに接近。

「覚悟……！」

　クオンが広範囲に稲妻のブレスを吐く。

　回避し、横側へ回り込もうとするアイザック。

　左前脚の傷目がけて高速で突き出される刃。

　クオンはそれを、右前脚で弾はじき飛ばした。

　人間の姿だった頃ころと変わらないほどの反応速度にアイザックが僅わずかに動揺。

　ガキン！

　クオンの攻撃を防いだ剣が折れる。

「なんの……！」

　アイザックの纏まとうマントの下には予備の剣があった。

　剣を持ち替え、今度は後ろに回り込もうとしたアイザックの動きが急に鈍くなる。

　重力。

　翼が不完全で空は飛べなくても、敵に重圧を掛けることは可能だった。

「ぐっ……」

　いきなり重くなった身体からだに戸惑うアイザックに隙すきが出来る。

　クオンは方向転換、アイザックの身体をまたしても右前脚で強く殴り飛ばした。

「がはあっ！」

　血を吐きながら軽く十メートルは吹っ飛ばされるアイザック。

　腹部を押さえつつ距離をとる。

　アイザックに続いて、ゲルニカの製造したスケルトン軍団がクオン目がけて果敢に突進する。

　新たに製造したものを含めて、総勢百体を超える。

『やれやれ……』

　クオンのブレス──というより、チャージもないただのため息に近いものだった。

　広範囲に渡って放たれた炎で、スケルトンの大群は瞬く間に炎上／炭化。

　ほんの数回炎のブレスを吐いただけで、百体近くのスケルトンは全滅した。

　再び回復に集中するクオンの背で、翼がもう一つ再生した。

　あと一つの翼が再生されればクオンは再び空を飛べるようになってしまう。

「まだです……！」

　ゲルニカが再度杖つえを構える。

「やめておけニカ。貴様の死霊術は数だけは凄すごいが能力的には普通のスケルトンと変わらん有象無象だ」

「だからといって諦あきらめるわけにはいきません！」

《焼け野が原白骨園ホワイトバーンフイールド》を詠唱──発動。

　さらに百体近くのスケルトンが起きあがったそのとき、ゲルニカが杖を落として前のめりに倒れた。

「ニカ！」

「大丈夫です……杖を……」

　倒れたままゲルニカが杖に手を伸ばそうとする。

　ゲルニカの手が届く前に、ソリスはその杖を拾った。

「返してくださいお兄ちゃん」

「無茶するなニカ……」

　ゲルニカの顔は蒼そう白はくで、にもかかわらず全身が汗でびしょ濡ぬれだった。

　一方ゲルニカが作製したスケルトン達たちは──例によって瞬殺だった。

　こうなったらイチかバチか、骸がい骨こつ騎士達に賭かけるしかない。

「くそっ、わかったよ、使うよ、使ってやるよ《屍骨騎士団ナイツ・オブ・ナイトメア》を！」

　杖を手にして呪じゆ文もんの詠唱を開始──しようとしたソリスにシェンファの冷たい声。

「……残念だが手遅れのようだ」

「え……」




　クオンの背中の翼の、失われた最後の一枚が再生していた。




　六枚の巨大な翼を大きく広げ──クオンの巨体がゆっくりと空に浮かぶ。

　……絶望的な状況だった。

　もうクオンに対してダメージを与える手段がない。

　翼の再生に専念していたためそれ以外の傷口からはまだ血が流れているが、あのまま空中でじっとしているだけでいずれは完全に回復してしまうだろう。

（……俺おれがモタモタしていたから……）

　シェンファにスケルトンを作るよう指示されたとき、すぐに従っておけばよかった。

　クオンを倒しきれる確率なんて考えてないで、自分の造るスケルトンを信じて、イチかバチかの《屍骨騎士団ナイツ・オブ・ナイトメア》を使えばよかった。

　いや、そもそもの原因はもっとずっと昔にある。

　ソリスが死霊術を使えないことをシェンファが知っていれば、彼女なら別の作戦を立てることができただろう。

　アンデッドが怖いということをずっと隠してきたソリスのくだらない見栄が、この最悪の事態を引き起こしたのだ。

　自分自身に本気で嫌気がさす。

　何が完かん璧ぺき超人だ。

　ただの見栄っ張りの情けないガキじゃないか……。

「くそ……っ」

　……と。

　後悔に心が押おし潰つぶされそうなソリスの手に、冷たい感触。

　ぎゅ。

　マシロがソリスの手を力強くも優しく握ってきた。

　極光のような微笑ほほえみを浮かべるマシロ。

　……思えばどんなときも、この笑顔と手の感触に救われてきた。

　マシロさえいれば、どんな絶望的な状況だって乗り越えられる気がした。

　絶望と自己嫌悪に浸食されて麻ま痺ひした脳が急に活性化する。

　考えろ──この現状を打破する方法を。

　経験と知性と閃ひらめきを総動員。

　約二ヶ月、普通の学生なら経験しないような実戦を幾つもこなしてきた。

　ロジャーとゲルニカ／眼鏡に取り憑つかれたヒカリ／シェンファ／シズとアンジェラス三姉妹／リビングメイル／クオン──それ以外にも全力で立ち向かうしかない戦いは何度もあった──キースとジョン／キャロルの家の執事（？）軍団／アルバイト／料理対決／ペット自慢大会／メイの本気の告白／見ているだけだったアイザックとシェンファの死闘────…………




　────思いついた。




「マシロ！」

　突然ソリスはマシロを抱きしめた。

「……俺おれは、これからマシロを危険な目に遭わせることになる。それでも俺を信じてくれるか？」

　こくん。

　何をするかも聞かず、一瞬の躊ちゆう躇ちよもなくマシロが頷うなずいた。

「わかった」

　マシロなら頷くと信じていた。

　だから自分も迷わない。

　マシロの首にぶら下げてあるコミュニケーション用のノートとペンをそっと外し。

　ソリスはマシロを──自分が世界で唯一恐怖を感じずにいられるスケルトンを──さらに強く抱きしめ、右手に持った蛇じや杖じよう《アスクレピオス》に魔力を注ぎ込む。

　異界『冥めい界かい』との接続──正常終了。

「何をするつもりですかお兄ちゃん？」

「ソリスよ。今さらスケルトンなど使っても……」

　恐怖をねじ伏せるための無駄な覚悟が必要ない分、意識はとてもクリア。

　呪じゆ文もんの詠唱を開始する。




「長∮く／永∮く／果ての見えな〃い闇やみへ堕おつ／果てのみ得な〃い涙落つ／長イ永〃い坂道は昏くら∮く／苦楽共にした友は亡∮く／某の面影を求め哭な∮く／禁忌の道に救〃いは有¶りや／心しん悸きの未知は如何な¶りや／四つの河を渡り／亡者と成¶り果てども／渡∬り／渉∬り／冥府の果ての奥底へ」




　それはかつてソリスが使おうとして失敗した、《反魂》と呼ばれる究極の死霊術の呪文だった。

　しかし今のソリスは、それが未完成だということを知っている。

　デューマ・アレクサンドロですら、その術を完成させることは出来なかったことを知っている。

　もちろんソリスにも完全な《賢者の石》なくして《反魂》など不可能だ。

　だからこの呪文は、ただの前座。

　不完全な《反魂》で蘇よみがえったマシロと最も相性がいいから使った、単なる前準備。

　本番はここから。




「底に何もなく／そこに誰だれもなく／昏クラ病ヤみミの中／ただ竪たて琴ごとを爪つま弾びく／音は地の底の国へ響き渡り／歌は貴女に届くだろうか／願わくば今ひとたびの再会を」




　ゲルニカの《焼け野が原白骨園ホワイトバーンフイールド》と同じく、フラグメントの力と己の素質と精神を信じ、呪文構成理論を無視し『なんとなくこんな感じじゃないかな』と魂が感じるままに呪文を紡いでいく。

　正直……これは本当に最後の手段だ。

　もっと早くに思いついていたとしても、決して選ばなかっただろう。

　マシロを対象に魔法を使うなど、本当は絶対にやりたくないのだ。

　それでも自分のミスの責任は自分でとる。

　マシロはそんなソリスを信じてくれた。

　ならば何がなんでもその信頼に応こたえてみせる。




「想おもいよ届け／切なる願いよ／刹せつ那なの願いよ／あなたよ／かの坂を駆け戻り／光の中へと疾はやく駆けよ／竪たて琴ごとは地から強く天へ／歌姫は力強く天へ──……」




　朗々と──ソリスは自ら紡いだ魔物法語を解き放つ。




「舞い上がれ不死鳥の如ごとく!!　《再生の翼フエニツクス》!!」




　刹那。

　マシロの全身が白い炎に包まれて、黒い服が一瞬で燃え尽きた。

　しかし熱くはない。

　白い裸身を露わにしたマシロを、ソリスは抱きしめ続ける。

　マシロの背中から翼が生えた。

　二枚の大きな翼。

　鳥の翼に少し似ているが、上空のクオンのような整ったものではない。

　荒々しくも力強い、白銀色の炎の翼だった。

　強化系死霊術。

　以前メイがペット自慢大会においてゾンビ犬を神話の魔獣ケルベロスと化したのを見て、たまに……自分でも無意識のうちに、「どうすればあんな術が使えるか」と想像したりしていた。

　ソリスの魔力と体力をごっそり奪う、恐らくはランクＳＳダブルエス以上の大魔術。

　フラグメント《黄ヨ泉ミ》と蛇じや杖じよう《アスクレピオス》、そしてこの魔力に満ちた空間でなければ決して成功しなかっただろう。

　ソリスは腕をマシロから放す。

　白い炎を纏まとうマシロの裸身は、とてつもなく美しかった。

　マシロが柔らかく微笑ほほえみ、口を開いた。




「──ソリスくん」




　五年ぶりに聞く最愛の幼なじみの声に感極まって泣きそうになるのをこらえ、ソリスは笑顔を返した。

「いってきます」

「ああ……！」

　マシロが炎の翼を力強く羽ばたかせ、空高く舞い上がる。

　向かうは上空五十メートルの高度に鎮座する巨大な黒こく龍りゆう、クオン・エターニア。

　動揺したのか、凄すさまじい勢いでマシロ目がけてブレスを連発するクオン。

　そのブレスをマシロはシェンファの《ルシファーくん》に勝る驚異の機動性で難なく回避し、クオンに急接近。

　遠距離攻撃には意味がないと悟ったか、クオンもマシロに向かって突撃を敢行。

　両者の距離は一瞬で縮まる。

　接近戦でアイザックを倒すほどの俊敏さを誇るクオンは、その右前脚を大きく振りかぶりマシロを攻撃。

　直撃すればただでは済みそうにない高速かつ強烈な一撃を、マシロは紙一重で回避、クオンの左側へと回り込む。

　クオンの左脚の傷口にマシロの炎を纏まとったパンチが炸さく裂れつ──する直前、マシロは何故か拳こぶしを止め、人差し指で「つん」と傷口をつついた。

　それだけで、

　ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ────────────!!

　クオンが絶叫を上げ方向転換、マシロを叩たたき落とそうと再度強烈な打撃を放つ。

　それを難なく回避したマシロは顔をしかめ、

「……うぅ～やっぱり痛そうですねえ……やっぱり傷口を攻撃するのってズルい気がしますよ会長さん」

　その呟つぶやきは地上にいるソリスやシェンファ達たちには聞こえなかったが、マシロが絶好のチャンスに攻撃を躊躇ためらったことはわかった。

「なにやってるんだマシロ！　傷口が塞ふさがる前に抉えぐるように打つべし打つべし！」

「ダメです！」

　ソリスの叫びにマシロが叫び返してきた。

「そんなかわいそうなことできません!!」

「何を馬ば鹿かな……！」

　呆あきれるソリスと、

『……なめられたものですね……！』

　怒気を孕はらむクオンの声。

『その油断、後悔させてあげましょう！』

　クオンが再びマシロ目がけて右前脚を振りかぶる。

　続けて尻尾しつぽ、そして負傷した左前脚まで攻撃に織り交ぜる。

　その全てを紙一重でかわすマシロだが、攻撃の風圧で纏まとう炎が揺らぐ。

　右前脚の一撃を回避し、マシロはパンチを右前脚に当てる。

　しかし魔力増幅なしではランクＡの攻撃魔法すら防ぐ鱗うろこで完全に守られており、当然のようにまったく効かない。

　さらにはクオン、至近距離からブレスを放つ。

　慌てて後方に下がるマシロの身体からだを、今度は重力で抑えつける。

　しかしマシロは一瞬ガクンと高度を落としたもののすぐに持ち直し、重力をものともせず信じられないような高速でクオンの真下から殴りつける。

　それでもやはり効果はなかった。

「こうなったら！」

　やっぱり傷口狙ねらいに変更するのかと、クオンが左前脚と左後ろ脚に注意を向ける。

　だがマシロが高速で回り込んだのは右側。

　さらに後方へ。

　クオンが尻尾を鞭むちのようにしならせてマシロの身体を強したたかに打ち据える。

「うっ！」

　顔をしかめるマシロ。

　しかしなんとマシロは打撃がヒットした瞬間、その尻尾の先の方を両腕でがっしりと抱え込んだ。

『な……！』

　慌てて振り払おうとするクオンだったが、マシロは放さない。

　それどころか尻尾を固定した自分の身体をクオンが引っ張る方向とは逆に捻り、あろうことか体長十五メートル以上のドラゴンの巨体を空中でぶん回した。

『な、な、ななななな!?』

　まさかこんなことをされるとは微み塵じんも考えていなかったであろうクオンが慌てた声を上げる。

「覚悟してくださいねー」

　穏やかに……しかしどこか凄すごみを感じさせる笑みを浮かべてマシロが言う。

『ま、まさか、や、やめなさい！』

　クオンの懇願を無視し、マシロはますます回転のスピードを速める。

　回転しながら高度もどんどん上昇していき、やがてクオンの巨体すら地上からはただの黒い点にしか見えなくなる。

　残像しか見えなくなるくらいの回転速度になったとき、マシロが叫んだ。

「アナスタシア流スーパーウルトラマグナムグレイト必殺技────────ッ!!

　ゴールデンブラックトルネードドラゴンフェニックスクラ──────シュッ!!」

　絶対に今思いついたであろう超頭が悪そうな必殺技名とともに、クオンの身体からだは遠心力と重力に導かれるまま、隕いん石せきのように豪速で地表に落下。

　爆音とともに凄すさまじい土煙が上がり、ソリス達たちは思わず目を閉じる。

　土煙が収まると、マシロが地上に降臨する天使のようにゆっくりとソリスの前に降りてきた。

　マシロの肉体が燃え尽きたようにさらさらと、骨だけを残して灰になって消えていく。

　やがて骸がい骨こつの姿に戻ったマシロの首に、ソリスはノートとペンをかけてやる。

　マシロはカタカタと笑った。

「クオン・エターニアはどうなった……？」

　シェンファが言って、一行はクオンが落ちたというか落とされた場所へ向かう。

　そこには巨大なクレーターが出来ていて、覗のぞき込こむと中心に全裸のクオンが横たわっていた。

　ドラゴンではなく、人間の姿をしたクオンが。















　　　†




　吹雪はいつの間にか止やんでいた。

　空は未だに曇り空。

「どうやら……戦いは終わったようですね……」

　クレーターの中のクオンを見下ろし、シズが呟つぶやく。

「はは……」

　ソリスの口からもホッとした笑みがこぼれる。

　あとは現実世界に戻るだけだ。

　……だが。

「……う、うう……」

　クレーターの中で横たわるクオンが微かな呻うめき声を上げ、目を開けた。

「──！」

「…………まだ……です、……まだ……終わっては……いない……！」

　よろめきながらもクオンは自力で立ち上がった。

　どう見てもこれ以上の戦闘は不可能に見えた。

　しかしクオンは右手を伸ばし何もない空間へ手を突っ込み、カタナを取り出した。

　身体からだはボロボロだったが、その眼にある戦意は微み塵じんも衰えていなかった。




「……もう諦あきらめたらどうだい、クオン」




　不意にソリス達たちの後ろから声。

　そこにいたのは魔王トワ・エターニアだった。

「魔王!?　なんでここに!?」

　驚くソリス達にトワは曖あい昧まいな笑みを浮かべ、

「クオンがこの世界に戻ってくるなり、君達を倒しに行っちゃってね……。慌てて追いかけてきたというわけさ……さすがに……しんどかったけどね……」

　トワの顔色は悪かった。

　魔力の集まる塔の中ですら辛い状態のトワにとって、ここまで歩いてくるのは苦行にも等しかったことだろう。

「魔王様……！　いけません、早く……くあっ！」

　トワに駆け寄ろうとしたクオンだったが、まともに歩くこともままならず転倒。

　そんなクオンのもとへ、トワがクレーターの中に下りて歩み寄っていく。

　しかし倒れたままのクオンを助け起こそうとはせず、見下ろしたまま、

「……クオン、ずっと黙っていたけどね……」

　トワの顔に一瞬の逡しゆん巡じゆんの色。

「……僕は三百年前から……キミを処分しようとしていたんだよ」

　その言葉に、クオンではなくソリス達たちが絶句した。

　ひたすらにトワのためだけに戦い続け、そして今まさにただの『欠片フラグメント』に戻ろうとしている少女に対して、それはあまりに無情な告白だった。

「トワ・エターニア……貴様ァ……！」

　怒気を孕はらんだ呻うめきを上げたのはアイザックだった。

　相あい容いれないとはいえ、クオンの生き方には共感するところが大きいのだろう。

　クオンとの戦いで傷付いた彼は血まみれで、立っているのも辛そうだ。

　だが。

　残酷な言葉を告げられたにもかかわらず、クオンの顔に絶望はなかった。

　それどころかクオンは、微笑ほほえんだ。




「……存じておりました」




「……!?」

　トワの顔に動揺が浮かぶ。

「……魔王様が……自分のことを『トワ』ではなく『魔王』と呼ぶようにとお命じになったあのときから……既に……。……魔王様の目指された理想の世界に……私は……あってはならない存在でしたから……」

「馬ば鹿かな！　それを知っていながらなぜ、僕のために命がけで尽くしてくれたんだ!?」

　狼ろう狽ばいするトワにクオンはどこまでも優しい穏やかな笑みを浮かべ──




「……愛していましたから」




　弱々しくそう言って、クオンはゆっくり目を閉じた。

「クオン！」

　座り込み、クオンの手を握るトワ。

　クオンの身体からだが徐々に……砂に変わっていく。

　ビジョンで見たのと同じ光景……クオンは、死につつあるのだ。

　そんなクオンの頰ほおに、ぽつりと涙が落ちた。

　トワ・エターニアが泣いていた。

「……本当に……馬ば鹿かな子だよキミは……」

　そしてトワ、ソリス達たちの方を振り向き……何故か……自じ嘲ちよう気味に笑った。




「──ごめんね。僕にはやっぱり、魔王は向いてないみたいだ」




　ソリスは嫌な予感を覚える。

　トワのこの眼は知っている……！

　アイザックの眼にずっと宿っているのと同じ光。

　そしてソリス自身の眼もきっと似たような感じだろう。

　これは覚悟を決めた者の眼──好きな女の子のために、自分の命をも投げ出す覚悟を決めた男の子の眼だ……！

　ニヤリと笑い。

　トワはクオンの唇にキスをした。

　砂になりつつあったクオンの身体からだは急速に生気を取り戻し──反対にトワの身体は、遺跡で安置されていたときのようなミイラ状態へと戻っていく。

　やがて完全に干からびたミイラとなったトワの身体を、クオンの両腕が愛おしげに抱きしめた。

　眼を開いて起きあがったクオンの眼から涙が流れる。

「暫しばしお待ち下さい、魔王様……いえ、トワ様」

　トワの遺体をそっと地面に置き、クオンはゆっくりとクレーターの中からこちらに向かって歩いてくる。

　既に死にかけていたトワの魔力を補充されたところで、クオンが満まん身しん創そう痍いであることに変わりはない。

　しかし得えも言われぬ重圧に、ソリス達は思わず後ずさった。

　クレーターから出てきたクオンは告げる。

「トワ様にいただいたこの命……絶対に貴様らにくれてやるわけにはいかない……私は、生きる！　そのためにまずは、《賢者の石》を狙ねらう貴様らをここで討つ！」

　強烈な覇気とともにカタナを抜刀するクオン。

　アイザックが剣を構える。

「……オレも、ここで引くわけにはいかない。パラケルスス殿のために」

　怒声を上げるシェンファ。

「ふざけるな！　私は《賢者の石》など必要としていない！　出しゃばるな駄犬！」




「オレが貴女に生きていてほしいと願っているのだ!!」




　詰なじるシェンファに、アイザックは真っ向から怒声をぶつけた。

「飼い犬の分際で主人に口答えするつもりか！　負け犬風情が……この私を憐あわれむなと言っているだろうが!!」

　──ぱんっ。

　再び怒鳴ったシェンファの頰ほおを、シズが平手で打った。

「ねえ、さま……？」

　ぽかんとするシェンファに、シズは目に涙を浮かべて叫ぶ。

「憐れんでいるのではありません！　愛しているのです！　それが何故わからないのですかシェンファ！」

「あ、愛……？」

　シェンファは呆ぼう然ぜんとシズとアイザックの顔を見比べる。

「あ、愛……？」

　もう一回言った。

　アイザックが淡々と告白する。

「パラケルスス殿。オレは……貴女が好きです」

　直球に弱いシェンファの顔が真っ赤になる。

「ば、ばば、ば、バカな、そんな、駄犬が、恐れ多くもこの私のことを、す、す、すすす好きだと!?　か、からかうんじゃない！」

　慌てふためくシェンファの様子にソリスは直感。

（……もしかして会長、これまで誰だれかに真剣に好きって言われたことないんじゃ……？）

「……私も、貴女を愛していますよ、シェンファ」

　シズは妹への慈しみに溢あふれた優しい顔で言った。

「……貴女が私をどれだけ嫌おうと……私は貴方の姉です」

　シェンファの顔がさらに赤くなる。

「わ、私だって！　ほ、ほんとはねえさまのことが好きに決まっているだろうそんなこともわからないのかこのバカめ！」

「え？」

　今度はシズがきょとんとする番だった。

「……せ、せっかく馬ば鹿かな父親から解放されて自由に生きられるようになったのに、その自由を私なんかのために犠牲にするなんて馬鹿げているだろう！　ねえさまには……私の大好きなカイゼルねえさまには……フラグメントなんかに関わるのはやめてちゃんと自分のために生きて幸せになってほしかったのだ！」

　……それが、シェンファが頑かたくなに《賢者の石》を拒んでいた本当の理由だった。

　なんてことはない。

　シェンファは思っていたよりずっと馬ば鹿かだったのだとソリスは知った。

「まったくもう……」

　シズが左目に涙を浮かべて苦笑し、シェンファの頭を撫なでた。

　シェンファはむすっとした顔。

　そんな素直じゃない妹にシズは優しく諭す。

「……シェンファ。私は別に、自分の幸せを犠牲にしてフラグメントを追っていたわけではありませんよ？」

「……へ？」

「私、割と私生活も充実していますよ。恋人いますし」

「なにい!?」

「……今回のような出張のとき以外はアジトでまあ、その……毎晩のように……イチャイチャと……それに……」

　大口開けた間抜け面をしているシェンファの前で、シズは頰ほおを染め、さらに幸せ全開といった照れ顔で、

「来年あたりその……結婚しようかなんて話も、この前二人で話していて……きゃっ♥」

　ぴき。

　シェンファは白目を剝むいて石化した。

　三秒ほど経ってようやく元の状態に戻る。

「……ですからシェンファ。私はあなたのために全てを犠牲にしているということは微み塵じんもないのです。わかりましたか？」

「……わかった」

　拗すねた子供のような、今にも泣き出しそうな顔でシェンファは小さく頷うなずく。

　そして──凄せい絶ぜつな、邪悪な笑みを浮かべる。

「くくく……気が変わったぞ。ザック、なんとしても《賢者の石》を手に入れろ。そして私を生き返らせろ。そしたら告白の件、考えてやってもいい」

　言い放つシェンファの背後に、十二個の銀色の球体が出現する。

「それは《イージス》……！　何故……」

　驚きよう愕がくするアイザックに、

「超スーパー奥の手、《イージスくんＺゼータ》だ。まだ未完成だが火力も防御力も前のバージョンと遜そん色しよくない」

　こともなげに言って、シェンファは笑う。

「さて……クオン・エターニア。そしてマシロ・アナスタシア。貴様らには私のために死んでもらおう」

「……！」

　その言葉にソリスはマシロの手をとり、じりじりとシェンファとクオンから距離をとる。

「戦いは……避けられないみたいですね」

　こんな土壇場になってトワとシェンファが心変わりするとは思わなかったが……ソリスとしても今さら引けない。

「《黄ヨ泉ミ》は渡さない。マシロは俺おれが守る。そして……俺はマシロと幸せになる。クオン、そして会長。たとえお前らを殺してでもだ！」

　ソリスが叫ぶ。

　ソリスとマシロ。

　シェンファ、アイザック、シズ。

　そしてクオン。

　三者、じりじりと距離をとり、睨にらみ合う。

　譲れないものを賭かけ、今、三つどもえの最終決戦の幕が上がろうとしていた。

　一触即発の緊迫した空気。

　それを打ち破ったのは────




「ちょっと待ったあああああ──────ッ!!」




　どかんっ！

　メイの大声とともに爆音。

　……いつの間に移動していたのだろう。

　ソリス達たちの描くトライアングルから十五メートルほど離れた少し高い場所に、メイとキャロルとヒカリとゲルニカとロジャーが仁王立ちしていた。

　真ん中に立つのはメイで、爆発は彼女の真後ろで起きたもの（キャロルの仕業だろう。音と見た目が派手なだけの火魔法《華炎レツドフラワー》だ）。

「なんなのだ貴様らは……」

　生死を賭とした戦いが始まるというときに水を差され、シェンファがメイ達を睨む。

　ソリスも正直、今のはイラッとした。

　いくらなんでも場をわきまえてほしい。

　アイザックやクオンも同じ気持ちだろう。

「空気を読め。貴様らの出る幕ではない」

「よりにもよってアイザック様に言われるとは思いませんでしたわ」

　キャロルが苦笑。

「いい加減にしろよお前ら。ちょっと大人しくしてろ」

「いい加減にするのはソリス先パイ達たちの方です！」

　ソリスが言うと、メイが強い口調で反論してきた。

　その勢いに思わず気け圧おされるソリス。

「ハッキリ言ってムカつくんです!!　キモいんです!!」

「んな……！」

「愛する人のために自分が死ぬ覚悟だとか！　自分の目的のために誰だれかを犠牲にする覚悟だとか！　そんなのはやっすいお子様向けの英雄物語の中だけでいいんです！　イマドキはやっぱりラブコメですよ！　ラブコメをしましょう！　誰も不幸にならない、みんなが幸せに笑っていられる最高に馬ば鹿か馬ば鹿かしくて楽しいだけのラブコメをしましょう!!」

　メイは凶暴な笑みを浮かべて高らかに宣言する。

「我々!!　ラブコメ要員一同はッ!!　キモい覚悟がどーとか犠牲がどーとかのやっすいお涙頂ちよう戴だいファッキン燃え展開の撲ぼく滅めつを宣言します!!」

　宣言するやいなや、五人が散開。

　ソリス達シリアス展開を演じていた六人の周囲を取り囲む。

　ソリスとマシロの背後にはメイとヒカリ。

　アイザック達の背後にはゲルニカとロジャー。

　クオンの背後にはキャロルが、それぞれ立つ。

　メイ達を気にしつつも敵対する陣営の方に注意を払い続けながらソリス、

「……一つ提案があるんだけど」

「ほう、奇遇だな。私もだ」

「……私もです」

　シェンファとクオンが頷うなずく。

「……決着をつける前に、空気読めねえこのバカどもを黙らせよう」

　シェンファとアイザックとシズとクオンがこくんと頷き、後ろを振り向く。




　今──ラブコメvsシリアスの幕が（唐突に）上がった。





　　　†






　真っ先に戦闘を開始したのはクオンとキャロルだった。

「……できれば無関係な人間を斬きりたくはないのですが。引いてはもらえませんか」

　淡々と言うクオン。

「あら、無関係とは随分ですわね。先の戦いではソリス様以上にあなたの脅威となったと自負しておりますのに」

　そう言ってキャロルは、カタナを構えた。

　クオンが怪け訝げんな顔をする。

「……たしかにあなたの魔法には痛い目に遭わされましたが……その脅威だった魔道士のあなたが、何故カタナを？」

「そのへんに転がっていた人じん狼ろうさんが持っていたものですけど、なかなか立派なカタナでしたのでお借りしましたの」

「……そういうことを聞いているのではないのですが……。……まあ、守ってくれる前衛がいなければ遠距離砲撃も出来ませんか……だからといって魔道士がカタナを握るなど……浅はかです」

「これでもわたくし、剣術の心得もありますのよ？」

　優雅に微笑ほほえむキャロルにクオン、

「愚かな……」

　少し腹立たしげに呟つぶやき疾しつ駆く。

　キャロルに手加減のない神速の斬ざん撃げきを放つ。

　しかし。

　その一撃を、キャロルは受け止めた。

「……なるほど……心得があるというのは本当のようですね」

　クオンの顔に微かな警戒の色が浮かぶ。

　そして二人の激しい戦いが始まった。





　　　†






「ニカよ。どういうつもりだ？　私に刃向かうつもりか？」

　シェンファがサディスティックな笑みを浮かべる。

　ニカはそれに若干気け圧おされながらも、

「……私は元々、シェンファねえさまの味方というわけではありませんでしたし。カイゼルねえさまとも所しよ詮せんはびじねすのおつきあいなのです。それに……」

「それに？」

「……個人的にも、殺したり殺されたりのお話より、甘酸っぱいラブコメディの方が好きですから。ほら私って乙女ですし」

「ふん」

　面白くなさそうにシェンファ、《イージスくんＺゼータ》を周囲にふわふわ浮かべながら、

「生意気な妹には躾しつけが必要なようだな……」

「ここはオレが……」

　前に進み出ようとするアイザックの足を、シェンファは軽く蹴けった。

「ぐおっ!?」

　猛烈に痛そうな顔をしてアイザックは膝ひざをつく。

「ろくに動けない奴やつは大人しくしていろ」

「う……」

　悔しげに呻うめくアイザック。

　クオンとの戦闘で負った傷は致命傷ではないが重体で、実は足や腕などあちこちの骨がバキバキに折れていて立つことすらままならない。

　治癒能力に優れているからといって、さすがに骨折が数分で治るようなことはない。

「さて、では姉妹対決といこうか」

　やる気満々のシェンファに対し、

「ではロジャー、あとは頼みます！」

　いきなり後ろに下がってしまうゲルニカ。

　名指しされたロジャーがぼりぼりと頭をかく。

「おいおい、ホントに大丈夫なんだろうなぁ……」

「大丈夫です、骨は拾ってあげます！」

「ダメじゃねえか！」

　漫才を繰り広げる二人を見てシェンファはジト目でシズに尋ねる。

「カイゼル。このロジャーという男の実力は？」

「ゴミです」

　即答だった。

　あまりに即答すぎてシェンファがずっこけてしまうほどだった。

　釈然としない顔で、

「うーむ……初めて見た時からゴミっぽいとは思っていたが……おいロジャーとやら」

「ああ？」

「貴様は本気で私に挑むつもりなのか？」

「ま、しょうがねえだろ。協力するって約束しちまったからなぁ」

「約束？」

「あっちの巨乳娘が協力したらおっぱい揉もませてくれるって言うから」

　げし。

　ゲルニカがロジャーの臑すねを蹴けった。

「いてえ！」

「何を正直に答えているのですか！　その……わ、私への愛のためとか、噓うそでもいいからここはそう言うべき場面です。クズがクズなりに命を張って散っていく──それがロジャーが人の心を動かす唯一の方法なのですから」

「散りたくねえよアホ」

　そしてロジャー、

「ま、おっぱいのためにとりあえず俺おれ様にぶちのめされろやガキ」

「ゴミめ……」

　顔を引きつらせてシェンファ、《イージスくんＺゼータ》で迎撃態勢。

　ロジャーは安っぽい金属製の細い魔法杖ウイザーズロツドを構え、何やら口内でもごもごと呪じゆ文もん詠唱。

「ふん、どんな攻撃魔法だろうと私の《イージスくんＺ》には──」




「変身メタモルフオーゼ！」




　ロジャーが魔法を発動。

　ロジャーの身体からだを淡い光の粒子──『幻げん子し』が包む。

　数秒後、そこに立っていたのはいかにも駄目そうな冴さえないおっさんではなかった。

　年の頃ころ四十前後の、無精髭ひげで服装もちょっとだけだらしないが逆にそれが味になっている超渋い顔をした金髪碧へき眼がんの美中年ナイスミドル。

　キラーン。

　歯が光った。

　比ひ喩ゆ表現ではなく本当に光った。

「な……！」

　シェンファが絶句する。

　さらにロジャーは次々と幻術を発動。

　シェンファを取り囲むように、様々なタイプの渋いおっさんやら美青年やら美少年の幻を作り出した。

「馬ば鹿かですか？　この状況で幻術など何の意味が──」

　シズが呆あきれたような、こんな駄人間に妹を預けていることを嘆くような顔で言いかけ、

「…………シェンファ？」

　シェンファの様子がおかしいことに気付く。

　シェンファの目が♥になっていた。

「はぅ♥」

　シェンファは大勢の幻の美形達たちにすっかり魅了されていた。

「お気に召していただけたかな、可か憐れんなお嬢さん」

　ロジャーの化けた激シブオヤジが気取った声で言い、ゆっくりと歩いてくる。

「パラケルスス殿！　早く迎撃を！」

　アイザックが叫ぶがシェンファは「はううう♥」と見とれたまま動かない。

「くっ！　やはりオレが……」

　怪け我がを押して立ち上がるアイザックに、《イージスくんＺゼータ》の一つが高速で激突。

「ぐおお!?」

　悶もん絶ぜつするアイザック。

「素敵なおじさまに手を出すな馬ば鹿か犬め！」

　シェンファが叫ぶ。

　目の前にまでやってきたロジャーがウインク。

「キモい……」とゲルニカが後ろで呟つぶやく声もシェンファには聞こえていない。

「戦いなんて、キミには似合わないゼ？」

「はふぅん……♥」

　シェンファは《イージスくんＺ》を異相空間へ格納。

　完全に見とれているシェンファを、ロジャーはお姫様だっこ。

「フッ……素直なのは好きだぜ、仔こ猫ねこちゃん」

「はにゃぁん♥」

　無抵抗のシェンファに、シズは絶句。

「ど、どうしてしまったのですかシェンファ……」

　そんな姉の疑問に答えるようにゲルニカ、

「シェンファねえさまは……見た目に騙だまされるのです」

「見た目……!?」

「かつて私がロジャーを美中年と偽ってねえさまと会わせたとき……ねえさまは、それを偽りの姿だと見抜いていたにもかかわらず見とれていました」

　３巻二章参照。

　実はゲルニカはあのとき、美中年に化けたロジャーをシェンファが一目見た瞬間にそれを幻術だと見抜いたことを、見抜いていた。

　その直前の料理対決では、味や材料や調理法など完全に無視して雑誌に載っていた見た目だけは美味しそうな虹にじのケーキを再現したし。

　天才を装っている努力家のソリス・アレクサンドロに惚ほれたきっかけも、性格とか能力とかではなく、まず第一に「イケメンだから」である。

「無敵のシェンファねえさまの弱点……それはズバリ『見た目』だったのです」

「弱点ってそういうものですか!?」

　全力でツッコむシズにゲルニカ、

「わ、私だって釈然としませんが……しかし事実です。そしてその弱点を衝つけるのはロジャーしかいませんでした。カイゼルねえさまだと声が誤魔化せませんし」

「へっ、まったくここまで上手くいくとは思わなかったぜ」

　ぽーっとした顔で夢見心地のシェンファにロジャー、

「まだケツの青い小娘がよう、簡単に殺すだの死ぬだの言っちゃいけねぇよ。ガキはガキらしく勉強して外で友達と遊べ」

　その台詞せりふにシェンファは冷静さを取り戻した。

「……ふん、この私を他の子供と一緒にするな。自分の生き様を貫く覚悟などとっくの昔に出来ている」

「ケッ、わっかんねぇガキだなあ。ガキがそんな覚悟を決めなきゃなんねぇってのがそもそも歪ゆがんでんだよ」

「だ、黙れ！　それ以上私を愚ぐ弄ろうするといかに美中年といえど許さんぞ！」

「どう許さないってんだ？　生意気なガキんちょには……こうだ！」

　ロジャー、お姫様だっこをやめてシェンファの身体からだを裏返して、いきなりブルマをずり下ろした。

　ぷりん──小さなお尻しりが露わになる。

「な、何をするのだ無礼者！」

「シズもよぉく見とけ。ガキっつーのはこうやって躾しつけるモンだ」

　ぺちん。

　ロジャーはシェンファの尻を思い切り叩たたいた。

「ひっ！」

　痛みと屈辱で涙目になるシェンファ。

　ロジャーは容赦なくさらに連打。

　ぺちん、ぺちん、ぺちん、ぺちん、ぺちん！

「き、貴様、やんっ！　こ、この私に、こんなっ、あふんっ！」

「これからはいい子になるか？　あぁ？」

「くっ、だ、誰だれが、そんな、あんっ！　貴様の、言うことなど、あんっ、聞くっ、ものかぁんはぁっ！」

　ぺちっ、ぺちっ、ぺちっ、ぺちっ！

「い、痛いっ！　ご、ごめんなさいっ、シェンファいいこにするっ、いいこにするぅ！」

　叩たたく手が止まる。

「なーんてこの私が言うとでも思ったか馬ば鹿かめくはははっ！」

　べちんっ！

「やあんっ！　ぁあんっ！　はぁんっ！　ああんっ♥　はぅあッ♥」

「…………ニカ」

　ジト目でシズが言う。

「……なんでしょうカイゼルねえさま」

「……悦よろこんでませんか？　あれ」

　ロジャーにお尻しりぺんぺんされるシェンファの顔は何故か恍こう惚こつとしており、吐息も妙に艶なまめかしい。

「はんっ♥　やぁっ♥　ふぁんっ♥　も、もっと、ぶって、悪い子のシェンファもっとぶってぇ、やぁんっ♥　ぁはんっ♥」

　ゲルニカ、

「……あまりこういう通俗的な言い方は好きではないのですが」

「……？」

「……シェンファねえさまは、父性的なスキンシップに恵まれてきませんでしたから」

「……なるほど」

　孤児院にいた頃ころ、シェンファ達たちの面倒を見ていたのはほとんどシズだけで、ハロルドは実験のとき以外姿を見せなかった。

　シェンファの養父であるアンデルス・クロウリーはシェンファを可愛がったものの、ワガママさせ放題の、父というより祖父が孫に接するような激甘やかしぶりだった。

　学院に来てからはシェンファに意見できる者など教師にもほとんどおらず、アイザックは下僕で、ソリスも父性を感じるにはほど遠い少年だ。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　ぐったりして荒い息をつくシェンファを解放するロジャー。

　棒立ちのシェンファの顔をのぞき込み、

「これからはいい子になるか？　シェンファ」

「……うん……」

「それならよし」

　素直に頷うなずいたシェンファの頭を、ロジャーはわしわしと乱暴に撫なでる。

「えへ、えへへ……」

　ぽーっとした幸せそうな顔のシェンファを、シズとゲルニカは複雑な面持ちで見つめ、倒れたままのアイザックは「あいつ……いつか殺す……」とガチな殺意を込めてロジャーを睨にらむのだった。




　こうして、学院きっての天才にして、ソリスもアイザックも歯が立たなかった最強幼女シェンファ・パラケルススは──駄目なおっさん、ロジャー・アランカルの前に敗れた。





　　　†






　一方、キャロルとクオン。

　クオンが立て続けに繰り出す神速の斬ざん撃げきに、キャロルは防戦一方……と、パッと見ただけではそう勘違いしそうになる。

　……しかし事実はそうではなかった。

　たしかに手数はクオンの方が圧倒的に多く、キャロルはほとんど攻撃していない。

　攻撃できないのではない……明らかに、キャロルは手を抜いていた。

「ふう……」

「な……っ!?」

　あろうことかため息までつくキャロルに、クオンは憤いきどおりの表情を浮かべ、ますます攻撃の手を激しくする。












　戦闘が始まって以来、常人には視認することすら困難な筈はずのクオンの斬ざん撃げきを、キャロルはこともなげにかわし続けている。

　いかにキャロルに剣の才能があるとはいえ、アイザックを凌しのぐほどの腕前を持つクオンが簡単にあしらわれるなど、異常な事態と言えた。

「はぁ、はぁっ！　や、やはり今の私はあまり調子がよくないようです……！」

　攻撃を繰り出しながら、クオンは言い訳のように呻うめいた。

「あら、それを言うならわたくしも魔法の使いすぎでかなり疲れておりますわよ？」

　万全の状態ではないのは二人とも同じだった。

　同じなのに──何故こうまで差がある。

　たまらずクオンは敵に直接尋ねる。

「……はぁ、はぁ……だ、だったら何故……当たらないのですか……！　私にはフラグメント《武ぶ》によって、世界最強と謳うたわれた大剣豪、ロン・ムラサメの戦闘パターンが完かん璧ぺきにインプットされているというのに！」

　ロン・ムラサメ＝三百年前のアメツチ王国の剣術家にして、龍りゆう月げつ流剣術の開祖。数え切れないほどの武勇伝を持ち、彼がアメツチ王国の将軍として天地戦争に参加していたら戦争の結末は変わっていたかもしれないと言われているほどの人物。

「あっ、なるほど」

　クオンの言葉に、キャロルはようやく得心がいったように頷うなずいた。

「道理でそんなに弱いわけですわね」

「な……!?」

　絶句するクオンにキャロルは微苦笑を浮かべる。

「速さも力も申し分なく、実際にわたくしより上うわ手てのアイザック様を凌ぐほどの実力者である筈のあなたが何故こんなに弱いのかずっと不思議で……もしやわたくしを油断させるための策ではないかとさえ考えていたのですが、やっと理由がわかりました」

「戯ざれ言ごとを！」

　激げつ昂こうするクオンの斬撃を、やはりキャロルは軽やかにいなし続ける。

「たしかにロン・ムラサメはかつて多くの名だたる剣客を破り、当代最強と謳われた大剣豪。それゆえに──彼の流派である龍月流は、三百年前から世界中の剣術家達たちによって徹底的に研究され尽くし、現在では主な流派の大半がその攻略法を確立しています」

「なッ……え……!?　ええっ!?」

「……わたくしが学んだ王国騎士団の正規剣術でももちろん龍月流のことは剣の道を志す者の基本中の基本として扱われ……その……言いづらいのですが、多分わたくしの家の執事達でもあなたになら勝てるのではないでしょうか？　動きが正確すぎて攻撃が全部読めますもの。こんなにやりやすいザコは他におりませんわ」

　ちなみにアイザックがクオンに苦戦したのは、元暗殺者だった彼はこれまで普通の剣術をしっかり学んだことがなかったためだ。

「ば、馬ば鹿かな、そんな、」

　動揺するクオンにキャロルはスッと目を細め、その眼光で射い竦すくめる。

「クオン・エターニア様。剣は──人は、進歩するものなのです。三百年間に渡る数多あまたの剣士達たちの研けん鑽さんの上に立つ、この当代最高峰の才能キヤロル・カリオストロをなめないでいただけます？」

「く……う…………ぃやぁあああああ──────ッ!!」

　やぶれかぶれになったクオンの斬ざん撃げきを紙一重で回避────一いつ閃せん。

　ガキンッ！

　クオンの手からカタナが弾はじけ飛ぶ。

「あ……ッ！」

　その喉のど元もとに、キャロルの剣先が突きつけられる。

「勝負あり、ですわね」

「…………ま、参りました……」

　膝ひざをつき、クオンはうなだれて敗北を認めた。





　　　†






　そして最後の一組──……




「……道中後ろでロジャー達とコソコソ話してたのはこういうことだったのか……。お前ら一体どういうつもりだ？　冗談にしてもタチが悪すぎるぞ」

　ソリスは、目の前に立ちはだかるメイとヒカリに問う。

　ソリスの、アイザックの、クオンの、トワの、全存在を賭とした覚悟を侮辱するような彼女達の行動は、許せるものではなかった。

「冗談なんかじゃありません。先パイ達がバカなことをやらかそうとしているのを、わたし達が全力で阻止します」

　力強くメイが言う。

　恐らく今回の反乱の首謀者は彼女だ。

「バカなこと……だと……！」

　歯は嚙がみし、こみ上げる怒りを抑えつつ冷静に尋ねる。

「それなら他にどうしろって言うんだメイ。お前の言う誰だれも犠牲にならず、みんなが幸せになるための具体的な方法を教えろよ」

「そんなのわかりません！」

　堂々と即答されソリスは面食らう。

「わ、わかりませんって……お前……」

「わたし一人じゃわかりません！　だからこれからみんなで考えるんです！　ソリス先パイもマシロっちも会長さんもアイザック先パイも店長もクオンちゃんも、みんな一緒に一番いい方法を考えるんです！　くだらない殺し合いなんてしてる場合じゃないんです！」

　ソリスは嘆息。

「残念だけどな……もうみんなで話し合って解決できるような段階じゃないんだよ。魔王は死んだ。シェンファ会長の余命も僅わずか。魔王のこともクオンのこともアイザックのことも会長のことも好きだけど、そのためにマシロを犠牲にするつもりはない。ぶつかるしかないんだ俺おれ達たちは」

「だからどうしてそんな簡単に決めつけちゃうんですか！」

「簡単に決めつけてなんかない！　みんな必死で悩んで、足あ搔がいて、その上でこうするしかないって覚悟を決めたんだ！」

　ついに激げつ昂こうするソリスにも、メイは怯ひるまない。

「もっともっと考えましょうよ！」

「諦あきらめろ。もう……無理なんだ」

「諦めません！」

　メイは絶対に折れなかった。

「どれだけ傷付いても！　どれだけ苦しんでも！　どれだけ涙を流しても！　わたしは絶対に諦めない！　誰もが幸せに笑っていられる優しい愛の物語ラブコメデイを、諦めない!!」

「そうかよ。だったら力ずくで諦めてもらう」

　無表情でメイを見据え、ソリスは蛇じや杖じよう《アスクレピオス》を握る。

「そうやってなんでも力ずくでなんとかしようっていうマッチョ主義がキモくてウザいって言ってるんですけど……仕方ありませんね。こっちも力ずくで、先パイ達には仲良くしてもらいます」

　メイとヒカリが杖つえを構えた。

「……お前ら……本気で俺に敵かなうと思ってるのか？」

　何度も修羅場を超えた者のみが見せる凄すごみのある笑みを浮かべ、冗談っぽく言う。

「俺は──魔王だぜ？」

「うう……せんぱいが怖いです……」

　メイは怯まなかったが、ヒカリは露骨にびびった。

　メイの手には闇やみの魔法杖ウイザーズロツド。

　ヒカリの手には土の魔法杖。

　どちらも死霊術との相性は悪くない。

（……しかし死霊術は厄介だな……怖いし……）

　冷静に考えつつ、ここはやはりマシロを頼りにするのが一番だろうと判断する。

「いっちょ軽く揉もんでやるよ、後輩ども」

　マシロと見つめ合い、キスをする。

　人間の姿になったマシロを抱きしめ、呪じゆ文もんの詠唱を開始する。

　唱えるはドラゴン状態のクオンをも撃退した強化系死霊術《再生の翼フエニツクス》。

　このあとクオンやシェンファとの決戦が控えているのでなるべく消耗は避けたかったのだが──この生意気な後輩達たちだけは、全身全霊の死霊術で圧倒的な力を見せつけた上でとっちめてやりたかった。

　詠唱終了──解き放つ。

「舞い上がれ不死鳥の如ごとく!!」

　マシロの身体からだが白い炎に包まれ、背中から巨大な炎の翼。

「覚悟してくださいね、メイちゃん、ヒカリちゃん」

　マシロの言葉に、メイは少しため息を吐ついた。

「マシロっちはもう少しマトモだと思ってたんだけどなー……」

　ヒカリが呪文を唱えはじめる。

「仄ホノカカに暗クラく／密カスカカに昏クラく／あ￠るいは漆黒∝の曇天の中／ある§いは光差さ＃ぬ泥の中」

「この呪文は……」

　ソリスの《屍骨騎士団ナイツ・オブ・ナイトメア》や《日ノ本ノ武士団ライジング・サン》の原型となった、ヒカリのオリジナル魔法《屍骨宮廷ロストエンパイア》か。

　……いや違う、微妙にアレンジされている。

「ひそやかな∬りし汝なんじ／ひそまざ∬りし君／人ならざ∬り身となりても／歎なげきの河を渡り／屍山血河を越∮え／人をも超∮えんと渇ほ望つすか／されば赦そう／某の罪ツミ科トガを肯定し／某の積ツミとトがガ反転し／救いなき途ミチへ誘わん／永エイ劫ゴウの闇やみ§より這はい出／栄エイ光コウの光を目指せ──……」

　詠唱完了。

「──顕見せよ神域の狂騒!!　《天宮騎行軍エインヘリアル》!!」

　雪の中から現れたのは、三十体ほどのスケルトン。

　剣や槍やりで武装し、その全身が神々しい金色に輝き、どこか美術品めいていた。

　その一つ一つから膨大な魔力を感じ、ソリスはトラウマから来る恐怖ではなく彼ら一体一体が放つ威圧感から身震いをする。

「せんぱい」

　大魔法を成功させたヒカリが荒い息を吐きながらも微笑ほほえむ。

　何故かゾッとした。

　ヒカリは漆黒の瞳ひとみでソリスを真まっ直すぐに見つめ、

「……私、せんぱいにならどんなことをされてもいいって思ってましたけど……さすがにですねぇ……一年以上かけて研究してようやく完成にこぎつけたオリジナル魔法を勝手にパクられて、何とも思わないわけじゃないデ、ス、ヨ？」

《屍骨騎士団ナイツ・オブ・ナイトメア》は知らないだろうから、遺跡で使った《日ノ本ノ武士団ライジング・サン》のことだろう。

「パクるって……あ、あれは仕方なかったっていうか……」

「なめないでくださいね？　せんぱい♥」

　思わず言い訳をするソリスにヒカリ、あくまで穏やかな、しかし内に狂気を感じさせる笑みを浮かべて。

　親指を立て、それをくいっと下に向ける。




「ファックユー♥」




　ヒカリが囁ささやくように命じると同時に、黄金のスケルトン達たちが一斉に襲いかかってきた。

「マシロ、頼んだ！」

「おっけーです！」

　翼をはためかせ、白い火の鳥のごとくマシロがスケルトンの群れへと突進。

「えいっ！」

　マシロのパンチ一発でスケルトンは砕け散った──と思いきや、

　カタカタカタカタカタ────

　バラバラになった骨が一瞬にして元の形に組み上がり、後ろからマシロに斬きりかかってきた。

「ひゃっ!?」

　かろうじて回避するマシロ。

　そこへ別のスケルトンの攻撃。

　慌ててキックで蹴け散ちらすが、そのスケルトンも一瞬で再生してしまう。

　ここまで再生能力の高いスケルトンなど見たことがない。

「スーパーファイヤードラゴンバルキリー毘び沙しや門もん天てんボンバーッ!!」

　マシロが拳こぶしに炎を集中、身体からだの半分以上の大きさになったところで全力で殴る。

　それを食らったスケルトンは完全な塵ちりになって消え、今度はさすがに再生しない。

「はぁ、はぁ……」

　大技を繰り出して消耗したマシロが回避に転じつつ再び炎を集中。

（マシロだけでは厳しい……！）

　ソリスは地面に落ちていた風の杖つえと闇やみの杖を拾う。

　高速詠唱──マシロを巻き込まないように注意を払いつつ、遠距離から《荒嵐裂波迅タイラントストーム》。

　竜巻が一気に五体ほどのスケルトンを吞のみ込こみ、バラバラにする。

　しかし竜巻が消えたあと、砕かれたスケルトンは再生してしまった。

「くそっ、ランクＡの攻撃魔法だぞ!?」

　杖つえを持ち替え、今度は《闇禍への供物アビスゲート》の詠唱開始。

　スケルトンを直視しないように慎重に接近──狙ねらいを定め発射。

　跡形もなく闇やみに吞み込まれたスケルトンは再生しなかった。

（……倒せたが……くそ、一体倒すだけで手間が掛かりすぎる……！）

　焦るソリスに、メイの声。

「さすが先パイ！　じゃあそろそろわたしの出番ですね！」

「な、なに!?」

　メイが呪じゆ文もんの詠唱を開始する。

「月よ星よ太陽よ／あまねく世を照らし／廻まわり続ける輝きに問う／光に満たされた世界は美しく／ゆえにこそ／その傷に気付く──」

　思わず聞きき惚ほれてしまうような美しい詠唱だった。

　そして、呪文というより祝詞のりとのようでもあった。

　自分の中に流れ込んでくる言葉にそのまま魔力を乗せてメイは詠うたう。

　純白のドレスを纏まとい、瞳ひとみを閉じて、大きく腕を広げて朗々と詠うその姿は、まるで世界を優しく照らす光の女神のようだった。

「避けられぬ痛みを識しり／逃れえぬ別離わかれを識り／見えない場所の悲劇を識り／不条理を識り／涙を識り／死シを識シり／されど世界を美しいと識る／それを愛と名付ける／某は虚構なり／某は幻なり／某は偽りなり／それでも私は祈るだろう／それでも私は叫ぶだろう／その意味を／その価値を／私は肯定するだろう──……」

　そしてメイは魔法を放つ。




「祈りと叫びよ、現実セカイに負けない夢ウソになれ!!　《愛ソリス・アレクサンドロ》!!」




　刹せつ那な──ヒカリの作り出したスケルトン達たちが揃そろって眩まばゆい虹にじ色いろの光を放ちはじめた。

　思わず目を細めるソリスとマシロ、ヒカリ、そして離れた場所で戦いを終えたクオンやシェンファ達も、その驚くべき光景を見た。




　スケルトン達は全員、背中に天使の翼が生えた全裸のソリスの姿になった。




「なんじゃそりゃあああああああああ!?」

　いきなり全裸の自分が大量に現れてソリスは絶叫した。

　スケルトンの方がまだマシだったと思える、まさに悪夢のような光景だ。

　魔法発動と同時に曇り空が一気に晴れ、地上に太陽の光が差し込む。

　今朝のようなギラギラした凶暴な光ではない、穏やかな春の陽光。

　奇妙な植物が生えていた世界の様相も一変し、美しい草花が咲き誇り木々には桜が花開く、楽園のような景色に変化した。

「ソリスくん……はしたない……」

　フリチンソリスの集団を見てマシロが頰ほおを赤らめる。

「ち、違うそいつらは俺おれじゃない！　大体マシロだって今全裸──ぐげっ」

　殴られました。

「……理不尽だよマシロ……。ともあれこいつらは敵だ。一刻も早く倒すぞ」

　一応これもメイの得意とする強化系死霊術なのだろう。

　ただでさえ厄介なヒカリのスケルトンを強化して、さらにわけのわからないものに変えてしまった。

　メイが高らかに命じる。

「さーて、それじゃエンジェルソリス先パイ達たちー！　そこの主人公気取りのおぼっちゃんとヒロイン気取りのあんぽんたんをフルボッコにしちゃって！」

　偽ソリス（エンジェルなどとは絶対に呼ばない）軍団が、どいつもこいつも張り付いたような爽さわやかな笑みを浮かべて翼を羽ばたかせこちらに向かってくる。

　自分もたまにあんな感じの爽やかスマイルをすることがあるけど、こんなキモいものだとは知らなかった。

（俺と同じ姿だからって、まさか魔法が使えるわけじゃないだろ！）

　走りながら距離をとりつつソリスは呪じゆ文もんを高速詠唱。

「死ねニセモノ野郎！　《闇禍への供物アビスゲート》!!」

　しかし、

「バリヤ」

　なんと偽ソリスはヘリウムを吸い込んだような甲高い声で喋しやべった。

　そして両手を前に突き出し、金色の魔力障壁（？）を発動。

　魔力障壁は《闇禍への供物》を完全に防ぎきり、偽ソリスは無傷だった。

「んなバカな!?」

「ソリス先パイならそれくらいできます」

　満足そうにメイが頷うなずく。

「できるかアホ！」

　逃げ回りながら片っ端から魔法を放つも、全て防がれる。

　一方マシロは空中で十人ほどの偽ソリス達たちから逃げ回っていた。

　さすがに機動力ではマシロが上で、捕まえることは出来ないでいる。

　しかし、

「ビーム」

　偽ソリスが目から金色の光線を発射した。

　慌てて回避したものの髪が少し焦げ、マシロは膨れっ面をする。

「ソリス先パイならビームくらい出します」

「うん……ソリスせんぱいなら仕方ないですよね」

　メイとヒカリが勝手なことを言っていた。

「ち、ちくしょう……！　俺おれは、俺は魔王だぞ!!」

　自分を奮い立たせるため虚勢を張るソリスに、

「そっちが魔王ならこっちは大魔王じゃ─────ッ!!　くっくっく、実はこのわたしこそが、ラブコメによる涙と熱血のファッキン燃えストーリー公開虐殺ショーを実現するためにこの世に降臨したおっぱい大魔王なのだった!!」

　メイは残念なことを言った。












　しかし大魔王云うん々ぬんの戯ざれ言ごとはともかく、これはやっぱり異常すぎる。

　ヒカリの《天宮騎行軍エインヘリアル》も凄すさまじい魔法だが彼女の才能を考えればまだ納得できる。

　だがメイのこれは、いくらなんでも度を超えすぎている。

　偽ソリスが普通に使いやがる《闇禍への供物アビスゲート》すら無効化する魔力障壁など、それだけでランクＡかＳに相当する筈はずなのだが。

「くそっ、フラグメントで魔力を増幅してるわけでもないのになんで……！」

「魔力なんて愛と情熱で補えるんです！」

「んなわけあるか！」

　ツッコみつつ、偽ソリスから逃げ回る。

「ホントですって！　さっきからどんどん力が湧わき上がってくるんですよ！」

　……その様子を少し離れた場所から見つめていたクオンがぽつりと呟つぶやく。

「……まさか……《世界》……あなたの仕業なのですか？」

　フラグメント№２《世界》は、№１《久ク遠オン》以外で唯一、意思を持つフラグメントだ。

　クオンのようにはっきりした自我を持つわけではないが、記憶を宿し、漠然とした独自の意思を持つ。

　クオンが自分で作り出したのは『現実世界とよく似た異空間』だけで、この中で再現された戦争の光景や瓦が礫れきの街、キメラや奇妙な植物、人じん狼ろう、肉の塔、そして今のこの楽園めいた光景などは、全てクオンではなく《世界》の記憶から勝手に抽出されたものだ。

　その《世界》の意思が──ソリスやアイザックやクオンの進もうとしていた『誰だれかの犠牲の上に成り立つ未来』ではなく、メイが望み続ける『誰もが笑って生きられる幸せな物語』の方を選び、彼女に力を与えているのだ。

　……文字通り世界に選ばれた少女を相手に、ソリス達たちが敵かなうわけがなかった。

「うおらあああああああああ!!」

　追いつめられたソリスは、やけっぱちな感じで偽ソリスに杖つえで殴りかかった。

　偽ソリスがそれをひらりとかわし、ソリスの腕を取り──背負い投げ。

「ぐげっ」

　それとほぼ同時に空中のマシロもついに捕まり、ソリスのすぐ隣へ投げ飛ばされた。

　同時に強化の効果が切れたらしく、骸がい骨こつの姿に戻るマシロ。

　十人くらいのフリチンソリスに囲まれて逃げ場のないソリスとマシロのもとに、メイとヒカリが悠々と歩いてくる。

「さてと、せ～んパイ♥　何か言うことは？」

　ソリスは悔しげにメイを睨にらんだあと──

「……ごめんなさい。もう勘弁してください」

　土下座して謝った。








エピローグ







《賢者の石》を巡る戦いが終わって三ヶ月以上が過ぎたある日の休日。

　ようやく一段落ついたソリス達たちは、日ひ頃ごろの疲れを癒いやすため、みんなで『鎮ちん魂こん桜ざくらの丘おか』にある温泉旅館に来ていた。

　三ヶ月前に訪れて大変なことになった旅館『アカシア』ではない。

　アイザックとシェンファが温泉で戦闘をやらかして滅茶苦茶にした挙げ句、大穴まで開けてしまったので、あの場にいた全員が『アカシア』出入り禁止処分になってしまった。

　ちなみにこの旅館の風ふ呂ろは男女別。

　現在ソリスがいるのは四人部屋で、中にはソリスの他に、アイザックとロジャー。

　そして部屋の端っこで積み重なっている白骨死体。

　さっきまで四人で和わ気き藹あい々あいと麻雀まーじやんをやっていたのだが、誰だれかがせっかくだから現金を賭かけようと言い出したところから場の空気がおかしくなった。

　結果はアイザックの一人勝ちで、お金に目が眩くらんで正常な思考が出来なくなっていたソリスに至っては、あろうことか借金まで負ってしまった。

　現在、部屋の空気は割と最悪。

　そこの積み重なっている骨も負けっ放しでふて寝しているのだ。

「はぁ……来月の生活費どうしよう……」

　本気で落ち込んでいるソリスにアイザックが声を掛けてきた。

「まあ所しよ詮せんはゲームだ、気にするなソリス」

「うわあ……一人勝ちした奴やつに言われると超ムカつくなあ……」

「フ……」

　微かに笑みを漏らすアイザックに殺意を覚える。

「あ～……暇だぜえ……」

　ごろんと寝転がっているロジャーが欠伸あくびをしながら言った。

「……はぁ……夕食って何時からだっけ？」とソリス。

「一時間後だ」

　アイザックが答えた。

　と、そのとき。

　いきなり部屋の隅の骨が立ち上がって、首に下げたノートに文字を書きはじめた。

【ソリスくん】

「ん？」

【女湯を覗のぞきに行こう。多分まだみんな入ってる筈はずだ】

「あ、あんたなあ……」

　呆あきれるソリス。

「最近煩悩に拍車がかかってないですか？　トワさん」

　ソリスの言葉に骸がい骨こつ──トワ・エターニアは、再びノートに文字を書く。

【何を言うんだ。女湯を覗のぞくのは男のロマンじゃないか！】

「どこの世界のロマンですか……」

　三百年前、自らが悪の魔王の役割を演じて世界を変えようとした偉大なる王とは到底思えない。

　なんかこのおっさん、当時自分を厳しく律していたぶんを取り戻すかのように自分の欲望に忠実に生きるようになってしまったのだ。

　自分を犠牲にする生き方が正しいとは思わないのだが、異空間の塔で対話したときは尊敬の念すら覚えただけに、ソリスとしてはかなり複雑だった。

　……そして最近欲望に忠実になったバカがもう一人。

「トワ殿。それではオレが一緒に行こう」

　アイザックだった。

【お、ノリがいいね！　若者はそうでなくっちゃ！】

「お前まで何を……」

「黙れソリス。全裸ブルジョワジーの貴様にはわかるまい。オレは……シェンファ様の裸が見たい……！」

「…………」

「……三ヶ月前……オレがシェンファ様に告白してからというもの、あの方はオレに着替えを手伝わせてくれなくなったのだ。この悲しみを何に例えよう……」

　心の底から悔しそうな顔をするアイザックに、ソリスは割と本気で引いた。

「おっし！　そんじゃ行くかぁ女湯にゲヘヘ」

　以前から煩悩だけで生きているロジャーが言った。

　唯一の常識人であるソリス、なんとか説得を試みる。

「覗くっつってもなあ……女湯の周辺には風精霊と光精霊を組み合わせた特殊な結界が張られてるから、外からは見えないぞ？」

　するとトワ、旅行鞄かばんを開けて何かを取り出した。

【ふふふ、これなーんだ】

　トワが持っているのは一本の短剣だった。

「あんたそれ……！」

　フラグメント№24《精霊王》──精霊魔法を無効化する能力を持つ。

【フフフ、どうしても必要だからってクオンに借りたのさ】

「ナイスだトワ殿」

「げへへ、やるじゃねえか魔王さんよお」

「……アホだ……」

　まさか《賢者の石》を作り出した連中も、女湯を覗のぞくためにフラグメントを使う奴やつがいるとは想像もしなかっただろう。

（……でもま、こういうバカっぽい感じの方がいいかな）

　少なくとも三ヶ月前のような死んだり殺したりという展開よりは。

　煩悩全開のくだらない展開の方がずっといい。

「……俺おれも行くよ、女湯」

　ソリスが立ち上がり、四人は浴場へと向かった。
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　女湯には夢のような光景が広がっていた。

　ソリス達たちと一緒にこの旅館へやってきた女性陣が全員揃そろって、その美しい裸体を惜しげもなく晒さらしている。

　全裸ブルジョワジーとアイザックに揶や揄ゆされて自分でも「そうかも……」と思わず納得してしまったくらい全裸に耐性のあるソリスですら引き込まれずにはいられない──それはこの世の天国だった。

　談笑しているヒカリとメイ、それに牛子、ウサ子、猫子。ヒカリとメイが牛子達の素性を知ったあとも、同じ喫茶店のバイト仲間として仲がいい。

　シズの身体からだを姉妹仲良く、妙にエロエロしい感じで洗っている（？）シェンファとゲルニカ。ゲルニカは全身を泡立ててシズの身体にこすりつけており、シェンファに至っては何故か乳を舐なめている。

　隅っこの方で静かに湯に浸かっているのはキャロルとクオン。クオンは最近キャロルの家の道場で修行してめきめき腕を上げ、今ではキャロルの良きライバルとして腕を磨みがき合っている仲らしい。

　そしてあと一人──。

「ぷはー」

　いきなり浴槽の真ん中あたりに黒髪の少女の裸身が出現した。

　これまでお湯の中に潜っていたらしい。

「マシロさん、お風ふ呂ろに潜るなんて非常識ですわよ」

　キャロルが顔をしかめると、マシロは照れ笑い。

「ごめんなさい。久しぶりの温泉だから全身で感じたくって」












　そう言ってマシロは今度は仰あお向むけになってお湯に浮かぶ。

　岩陰からこっそり覗のぞいている男四人の視線がマシロに釘くぎ付づけになる。
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　この三ヶ月間、ソリス達たちは学院を休学して、どうにかトワとシェンファとマシロ、全員が生きられる方法をひたすら模索した。

　ソリスの実家アレクサンドロ家、メイの実家フラメル家、シェンファの義父にしてヘルメス王国宰相アンデルス・クロウリー、シズ率いる秘密結社『灰色の蛇』など、各人のつてもフルに活用して、ひたすらに。

　これが『みんなで幸せになれる方法をみんなで探そうプロジェクト』──別名『ラブコメ大作戦』である。




　作戦始動後一週間目にして、《賢者の石》の完成は不可能であることが発覚した。

　アンデルス・クロウリーにより、天地戦争終結後にヘルメス王国政府が計三〇個ほどのフラグメントを回収し、それらを全て何ど処こかの異界へと放り込んで処分してしまったことが明らかになったのだ。

　どの異界のどの場所に廃棄されたかの記録も全て抹消されているため、クオンですら回収は不可能だった。




　シェンファの問題は、医学によって解決された。

　シェンファの体内に埋め込まれた《虹にじ》を外科手術によって取り出し、その代わりに人工の生命維持装置を埋め込む。

　魔法が使えなくなり、一ヶ月に一度は生命維持装置の調整のため身体からだを切開しなくてはならないが、少なくとも肉体的には健康になる。




　マシロとトワの問題は、フラメル家の得意とする強化系死霊術によって解決された。

　クオンがミイラ化したトワを蘇よみがえらせるために使ったフラグメント№14《冥めい》は、特にゾンビの製造に相性がいいが、生前の記憶が復元され自分の意思で動くことも喋しやべることも可能な超高度なゾンビは消耗が激しく現世では一日と保たない。

　その不完全さを、強化系死霊術で強引に補う。

　さながらソリスの《再生の翼フエニツクス》のように。

　フラメル家の全面協力を得て、メイとソリスとヒカリは《冥》の力を補うための強化系死霊術の研究に打ち込んだ。

　ソリスが死霊術の道に戻ってきたと勘違いした（ソリスはあえて否定しなかった）アレクサンドロ家も、フラメル家の研究を積極的に支援。

　まあ、実際のところソリスには五年のブランクがあって最先端の死霊術理論はさっぱりだったし、メイとヒカリも才能は一流でも知識的には半人前だったので、三人はほとんど雑用しか出来なかったのだが。

　研究の主力となったのはメイの祖母マーヤ・フラメルをリーダーとした、業界の最先端で活躍する死霊術士達たちのチームだった。

　一流の死霊術士達による三ヶ月間に渡る試行錯誤の末、ついに『劣化しない生きたゾンビ』は一応の完成をみた。

　まず、肉体の復元のことは諦める。

　本人の死体から使用するのは骨格だけで、臓器や神経や血管や肉や髪などは全て、人の手で生前の状態そっくりのレプリカを造る。

　そうして作られた『骨以外は全てニセモノ』という死体を使い、フラグメント《冥めい》と強化系死霊術を組み合わせて造られた『劣化しない生きたゾンビ』。

　それが──マシロ・アナスタシアである。

　肉体を強く求めていたのは、トワとクオンではなくマシロとソリスのカップルだった。

　トワはあっさりと、マシロの方がゾンビとなることを承認した。

　一方、トワの方はマシロの中にあったフラグメント《黄ヨ泉ミ》を彼の頭ず蓋がい骨こつに移植することにより、スケルトンとして復活した。

　もちろん、マシロの方だって完全に生き返ったというわけではない。

　味覚や嗅きゆう覚かくや触覚などの感覚はちゃんとあり、食事や排はい泄せつや性行為は可能なものの、成長および生殖は不可能。

　ずっと同じ姿のまま、骨が寿命を迎えて死ぬまで過ごすことになる。

　記憶や思考も、脳ではなく骨を通る回路で行っている。

　スケルトンだった時と同じく定期的に魔力の補充は必要。

　ゾンビというよりむしろアンドロイドに近い存在であった。

　……ちなみに余談だが、この三ヶ月で強化系死霊術が五年分は進歩したと後に評されることになる。




　こうして、メイの提案した『ラブコメ大作戦』は一応成功したのだった。

　シェンファの命を救ったのはこの世界の人間の医学。

　マシロも、現代死霊術の成果によってそれなりに納得のいく形で蘇よみがえった。

　ソリスもシェンファもシズもクオンもトワも、なまじ『鬼』の文明やフラグメントの力を知っていたから、フラグメントによって引き起こされた問題はフラグメントによってしか解決できないと思い込んでいた。

　現代の医学や魔法にもフラグメントの力に勝る部分があるなど、考えもしなかった。

　あの時……三ヶ月前の《世界》の中で、諦あきらめてフラグメントの奪い合いをしていたら、きっと誰だれも幸せにはなれなかっただろう。

　殺し合いを止めてくれたメイ達たち五人には頭が上がらない。
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「うひょ」

　マシロの裸を見て、ロジャーが小さく下品な歓声を上げる。

「むう……」

【素晴らしい！】

　アイザックとトワの視線もマシロに釘くぎ付づけだった。

　そんな三人にソリスは顔を引きつらせる。

　自分の恋人の裸身を見られるのは正直、とても不愉快だった。

「おい。あんまりジロジロ見るな」

【ふふふ、ヤキモチかい？　かわいいねえソリスくん】

「そうですよ悪いですかマシロの裸を見ていいのはこの世で俺おれだけだ！」

「ぐひひひひひ……」

「だから見るなって！」

　ソリスがロジャーの目を塞ふさごうとする。

「ば、バカヤロ、見えねえじゃねえか放しやがれ！」

「誰が放すか！」

「おい、そんなに暴れては女子達に気付かれ──」

　アイザックの言葉を遮り。




「──もう遅いです」




　底冷えするようなクオンの声。

　……ソリス達の隠れていた岩陰は、逃げる間もなく女の子達に囲まれた。




　…………そして始まるアホな男達の処刑。




「ぎゃあっ、いてええ、ニカ、待て、石はまずい！　石はやめて！」

「いいえ、やめません。殺します。……裸など毎日私のを見ているのにわざわざ女湯を覗のぞくなど信じられません許せません」

　悲鳴を上げるロジャーを、ゲルニカが無表情のまま大きな石を片手に極めて作業的に殴りつけて血まみれにしていた。

　……あれは本当に死ぬかもしれない。




「ザックよ……貴様そこまで堕おちたか……」

「ぐ……う……も、申し訳ありませんシェンファ様……」

　土下座して謝るアイザックの頭を、全裸のシェンファが蔑さげすみの視線を向けながら素足でぐりぐりと踏みつける。

「声が小さいなあ……」

「申し訳ありませんでしたシェンファ様！」

「うるさい。耳が腐る。……ところで貴様、前に私になんか言ってたな。好きだとか？　なんか、駄犬にも劣るただのゴミの分際で。貴様は何だ？　言って見ろ」

「オレは……ゴミです。ロリコンの変態です、性犯罪者予備軍です」

「おやおや、この神聖なる私に恋い焦がれていることをそこまで卑下することもあるまいに……家畜にも神をあがめる自由はあろう？　それとも何か？　貴様は自分で自分をゴミ扱いして虐いじめることで快感を得てしまうドＭの変態なのか？」

「ち、違います……」

「ドＭの変態なのかと聞いた。『イエス』か『はい』で答えろ」

「イエス、変態です！　オレはドＭの変態です！　今もシェンファ様の足に踏みつけられて悦よろこびを感じています！　く……うぅ……」

「くくく、泣くほど喜ばなくてもよかろう。本当に貴様は変態だなあ……」

　シェンファの言葉攻めにアイザックの心は折れかけていた。

　……立ち直れるだろうか。




「……トワ様」

【なんだいクオン】

　クオンが無表情で告げる。

「死刑です」

【ははは、僕はもう死んでるよ】

　カタカタと笑うトワの身体からだをクオンは無言で蹴け倒たおし、その身体を折り畳んでいく。

　ゴキゴキと嫌な音を立てながら腕や足を有り得ない方向に曲げられていくトワ。

　クオンはどこからともなく取り出した風ふ呂ろ敷しきでコンパクトになったトワの身体を包むと、その包みごとゴミ箱に捨てた。

　超容赦なかった。




（お、俺おれはどんな目に遭わされるんだ……？）

　三人の末路を見て恐怖に震えるソリス。

（……くっ、しかしこれがラブコメ……！　俺が生きていく世界！　女湯を覗のぞいた男は必ず酷い目に遭わされるのが運命！）

　覚悟を決めるソリスだったが、

「さ、不届き者も片付いたし、もっかいお風ふ呂ろ入ってあったまりましょー」

　メイが言って、ソリスの周囲を囲んでいた女の子達たちは次々とお湯の中に戻っていく。

　思わず呼び止めるソリス。

「ま、待ってくれ！」

　怪け訝げんな顔で振り向く全裸の美少女達。

「あ、よかったらソリス先パイも入りますか？」とメイ。

「それはいいですねー。何年ぶりでしょう」とマシロ。

「い、いやお前ら……そうじゃないだろう!?　俺を罵ののしってくれよ！　ビンタでも鉄てつ拳けんでもなんでもいい！　ラブコメ的な制裁を俺に！」

　混乱してアレなことを口走るソリスに、少女達は何故か苦笑した。

「今さらソリスくんに裸を見られたことを気にしても……ねえ……」

「……まあ確かに。私も記憶喪失時には全裸でベッドに潜り込んでいましたし」

「先パイは全裸大魔王ですからね～。あ、おっぱい見ます？」

「せ、せんぱい、私のような薄汚い虫けらの裸でよければいくらでも……あ、でもせんぱいの目が腐ってしまったらどうしましょう……」

「ソリス様、わたくしがお、お、お、お背中をお流しいたしましょうか!?」

「ソリスよ。せっかく女湯に来たのだ、この私の背中でも流していくがいい」

「……お兄ちゃんの身体からだも洗ってあげましょうか？」

　口々に言う美少女達。

　シズとアンジェラス三姉妹はどうでもよさそうに静観を決め込んでいる。

「納得いかねえ……」「……ソリス……呪のろってやるぞ……」

　瀕ひん死しのロジャーとアイザックの怨えん嗟さの視線を背中に感じる。

「ほらほら、早くこっちに来てくださいソリスくん」

　手招きするマシロに背を向け、ソリスは逃げ出した。

「こ、こんなのは間違ってる!!」

「あ、先パイが逃げた！」

「追いかけましょう！」

「くくく、ついでに服を脱がせてしまおう」

「ひいいいいいいいいいいッ!?」

　後ろから追いかけてくる全裸の美少女軍団にかつてない恐怖を感じつつ、ソリスは全力で逃げ続ける。

（……こういうのもまあ、ラブコメらしい……か!?）

　逃げながら、ふと思う。

　メイの提案した『ラブコメ大作戦』は、とりあえず成功に終わった。

　しかし、完全無欠に何の文句もない最高の結末だったというわけでは決してない。

　シェンファは不自由な生活を余儀なくされるし、魔道の道も絶たれた。

　いずれ魔道士養成学校であるトリスメギストス魔道学院を去ることになるだろう。

　トワはこれまでマシロがスケルトンとして生きてきた中で味わった不安や不便さを全て引き継ぐことになる。

　マシロは成長することが出来ず、子供も作れない。

　ソリスはこの先、年をとり老いていくのに、マシロは同じ姿のまま。

　正直みんな、恵まれた境遇では全然ない。

　……しかしそれでも、幸せになれないわけじゃない。

　マシロもソリスもシェンファもトワもクオンもアイザックも、生きている。

　未来がある。




（……俺おれ達たちは幸せになるんだ。絶対に！）




『死者の蘇そ生せい』を巡る戦いの物語は一つの終幕を迎えた。

　そしてこれからは、新たな戦いの日々が始まる。

　世界に死をはじめ無数の悲劇や絶望や不条理が溢あふれているのを識しりながら、それでも愛と笑顔ラブコメデイへと手を伸ばす戦いの日々が。

　この戦いはきっと、死ぬまで続いていく。




　生きていく限り、続いていく。


（始まり）










あとがき。







　というわけで本編完結、『ねくろま６。』でした。

　テーマは祈りと叫び、あとはいつものように全裸。

　このシリーズで書きたかったこと、書くべきだと思っていたことは全て本編で書いたので、特にあとがきで語ることはありません。

　……が、一つだけ。

　こんなわかりきったことをあえて言うのは読者の方に失礼ではないかとさえ思うのですが──我々の生きている現実では、死んだ人間は絶対に生き返りません。

『死者の蘇そ生せい』という非現実的なテーマが中核になっているこの物語は、誤解を恐れず言ってしまいますと、反社会的な作品です。

　間違ってもこの本が学校の道徳の授業で使われたり読書感想文の推薦図書になることはないでしょうし、この本の内容が学校の先生やその他の大人たちに無条件で肯定されるような社会であってはいけないと思います。

　実は編集部からもこのシリーズを始める際、「人が生き返るということをあまり肯定的に書かないでほしい」と言われました。それは正しいことで、僕も同意しました。

　同意し、結末をどうするか本当に色々考えたのですが──でもまあ、そんな現実の『正しさ』に対して唾を吐くのもまた、物語の役目ではないかと考え、この作品はこういう結末になりました。

　ひねくれた作家ですみません（笑）。

　この物語は、『正しさ』に対して「ごちゃごちゃうるせえ！」と叫ぶ、正しくなかろうとそれでも好きな人とずっと一緒にいたいのだと祈る、反社会的で非現実的で非論理的で、しかしどこまでも人間的な、祈りと叫びの物語です。

　どうにもならない現実に対する祈りと叫び、それは何千年も前から変わらない、この世界に物語が存在する最も原始的で純粋な理由の一つだと僕は思います。

　……ちょっと語りすぎました。

　まあそんな作者の思惑はどうでもよくて、読んだ人がそれぞれの楽しみ方で楽しんでいただけたなら、それ以上望むことは何もありませんです、はい。

　作者的にはまあ、色々と難儀な作品でしたが、今の気持ちを素直に言うと、「この物語が書けてよかった」、それだけです。





　　二〇〇八年一〇月下旬　平ひら坂さか読よみ







　…………と、綺麗にまとまったような気がするところで恐縮ですが、おかげさまでこのシリーズ、それなりに売れ行き好調なようで、最後にもう一冊だけ後日談的な本が出る予定です。

『死者の蘇そ生せい』という重い軸が消えた今、このシリーズが持つもう一つの反社会的側面、即ちすなわ『全裸ファンタジー』の暴走を止めるものは何もありません。

　締めに相応ふさわしいものすごく変なお話になる予定ですのでお楽しみに！

　……ちなみに手元にあるネタ帳を見ると「ゲルニカが巨乳に」だの「三人娘が幼女に」だの「ソリスが幼女に」だの「全裸で運動会」だの「おっぱいの数が増える」だの「ソリス×アイザック」だの「ロジャーが主人公になる」だの「まさかの全滅エンド」だの「ソリスが金持ちになる」だの「マシロとついにエッチ」だの「まさかのメイ逆転エンド」といったありえなくはない文章が並んでおり、どれを採用すべきか本気で頭が痛くなってきます（どれも採用しない可能性もアリ）。

　こんなへんてこな物語をここまで読んでくれたあなたなら、この物語がこのまま綺麗にフェードアウトしていくお行儀のいい物語じゃないことに気付いていると思いますし、３巻のあとがきでも書き本編でもメイが叫んでいる通り、『馬ば鹿か馬ば鹿かしい日常』というのは決して本編のオマケなどではなく、むしろこっちが本筋と言えるくらい大事なものですので、もいっちょ気合を入れていきます！

　……ちなみに現在、一文字も書いてません。

　プロットすらできてないので、どういう話になるか僕にも本気でまったく予想がつきません。タイトルも未定です（普通に『ねくろま７。』になるかも……）。

　と、とりあえずお楽しみに……（ここにきて弱気）。







　以下、謝辞です。

　イラスト担当のじろうさん、担当編集のＫさんをはじめ、この作品に関わった全ての方々に心の底から感謝を。今回は原稿が遅れに遅れ、ご迷惑をおかけして大変申し訳ありませんでした……！

　そして何より、これまでこのシリーズを応援してくださった読者の皆さんに、全力で感謝を。皆さんのおかげで、ちゃんとした形で作品を完結させることができました（と言ってももう一冊あるのですが）。

　ここまで付き合ってくれた人にこんなことを言うのもアレなのですが、ぶっちゃけこの『ねくろま。』、ヒロインが骨という設定をはじめ、おそらく誰だれでも楽しめるというわけではない、かなり変な作品だと思います。

　シリーズの途中でノリについて行けなくなった人も大勢いると思います。

　このカオスな作品を最後まで（繰り返しますがもう一冊出ますよ！）読んでくれたあなたは、多分かなり変な人選ばれた存在です。

　あなたの声援は百人力です。

　ぜひぜひ、今後とも応援よろしくお願いいたします。







　最後に宣伝です。

　この本が出るちょっと前に『ラノベ部』という新作を書かせていただきました。僕の作品の中では最もファンタジー色の強い作品になっております。『ねくろま。番外編（仮）』の前に、多分こちらの２巻が出るかと思います。ひとつよろしくお願いします。

　あと、それ以外にも新しいシリーズを着々と準備中です。

　もっともっと面白い作品をお届けするために、これからも頑張ります!!





　　二〇〇八年一〇月下旬　平ひら坂さか読よみ


















　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　ラブコメ帝国ＭＦ文庫Ｊの死体ヒロイン担当。

　　もう死体しか愛せません。




　イラストレーター

　じろう

　　１９８３年12月北海道生まれ、静岡県在住。普通の社会人やりながら絵描いてます。まともに仕事いただいたのは今シリーズがはじめてなので、大分緊張気味。

　　公式ＨＰ「Chekoro」

　　http://chekoro.sakura.ne.jp/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／じろう
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